
まれている。また、白枝荒神遺跡の東にある壱丁田遺跡では弥生時代前期後半の上器も出土 してお

り(4)、 これらの遺跡が出雲平野の中でもそう遅れることなく形成されていることが分かる。

遺跡が立地する地点は、白枝本郷遺跡が浜山砂丘の南東800m、 白枝荒神遺跡が東700m、 井原遺

跡は北東500mに ある。白枝本郷遺跡は南北方向に延びる微高地にあるが、余小路遺跡が位置する

微高地は神戸川の自然堤防で南東から北西方向へ向かっており、浜山砂丘付近にまで達 している。

これらの遺跡と浜山砂丘は非常に近いところにあり、その間に当時日本海へと流れていた斐伊川が

あったとしても、潟湖のような水域を考えることは困難であろう。このことは先に見た地質調査の

結果とも符合 しており、浜山砂丘以東は斐伊川の流路を残 して、遅 くとも弥生時代には集落が形成

できるだけの安定 した環境になっていたことが考えられる。余小路遺跡の状況からすれば、南東か

ら北西方向へ延び浜山砂丘へと向かう自然堤防も弥生時代に遡る可能性があり、『風上記』に載る

「神門水海」はこれより南西にあることが想定される。

(2)古墳時代後期

溝状遺構 古墳時代後期の遺構面では、溝状遺構が 8条確認されていが、この中で注目されるの

は19号溝と20号溝である。19号溝は幅1.8～ 2.8m、 20号溝は幅2.1～ 31mの規模をもち、北東から

南西方向へ向かって直線的に掘削されている。切合関係から20号溝が埋まった後に、19号溝が掘 ら

れていることが明らかであるが、出土遺物に時期差はない。19号溝が造 られた際に20号溝の埋土を

掘 り返すのではなく、なぜ南に接するところに溝を掘 り直 したのかは不明であるが、位置からして

も両者がそう時間を置かずに営まれたことは確かであろう。

両者とも埋土には砂が入っており、水が流れていたと見 られることから水路と考えられる。20号

溝の北側で行ったプラントオパールの分析結果によれば、古墳時代遺構面の上は水田であった可能

性が指摘されている。また、溝の周辺で水田畦畔などが確認されたわけではないが、遺構の分布密

度が低 く、このことは逆に周囲が水田であったことを示すものと言える。水路の周囲が水田である

ことは、19号溝・20号溝が灌漑用の水路であったことを窺わせる。

ただし、20号溝南西部には土器溜があり、その南に当たるⅢ区では土師器甕 。竃が詰まった24号

溝 も確認されていることから、この付近には集落があった可能性も考えられる。

19号清・20号清の時期 19・ 20号溝の出土土器は、古墳時代前期の混入品が僅かに見 られる程度

で、古墳時代後期以降のものは含んでおらず、一括遺物と考えて差 し支えない。これは19号溝の掘

削の際に20号溝が掘 り返されなかったように、この溝が継続 して使用されなかったためである。

須恵器蓋堺 (第 193図 1・ 第195図 17～26)は いずれも頂部または底部に回転ヘラケズリが施され

るものである。堺蓋は日縁と頂部の間に沈線または稜線をもち、口径は12.0～ 13.8cm、 回唇内面に

段をもつもの (17・ 20)も認められる。高郭は有蓋高堺 (27)と 無蓋の長脚 2段高郭 (28)が あり、

盟 (30)・ 脚付壺 (第 193図 3)。 直口壺 (4)な ども含まれる。 こうしたものは、山本編年のШ

期
(5)、

大谷編年の出雲 4期 (6)に 比定され、概ね 6世紀後葉に位置づけられる。

獣骨をめく
Ⅲ
る問題 19号溝ではウマの日歯、20号溝ではイノシシの下顎骨が出土 したことが注目

される。これらは砂層中から出上 し遺構に伴 うことは明らかであるが、炭素年代の測定を依頼 した

ところコラーゲンが抽出できず、火を受けたと見られる。溝の中から土器 も出土 していることから

すれば、溝が一種のごみ捨て場的な役割を果たしており、獣骨は食物残滓と見ることもできる。た

だし、『 日本書紀』皇極元 (642)年 7月 の記事には雨乞いに際し牛馬を殺 して神に捧げる儀礼があっ
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たことが記されているなど、古代には雨乞いや農耕儀礼に際 し動物犠牲を伴 う祭祀が行われたと考

えられており(7)、
出土状況からは判断できないが、そうした祭祀に伴う獣骨であった可能性もある。

一方、水田でウマの存在が確認されたことは、農耕における畜力利用の問題を考える上で重要で

ある。日本における牛馬耕の開始は、水田の形状、牛馬の足跡、首木・ 牛鼻環・代掻 (馬杷)の実

例から、 6世紀後半代には始まったと見 られており、 5世紀末～ 6世紀初頭まで遡る可能性 も考え

られている(3)。
馬杷は馬に引かせて水田をならす道具で、山陰での出土例はないが、西日本では北

九州市カキ遺跡、神戸市出会遺跡、滋賀県堂田遺跡など5～ 6世紀代に遡る例がある(9)。 ウマの歯

が出土 したことが、そのまま牛馬耕が行われていたことを示すものではないが、水田にウマがいた

ことは確実であり、各地で 6世紀代には牛馬を利用 した耕作が明らかになっていることからすれば、

出雲平野にもこうした農法が入っていた可能性を示唆するものと言える。

(3)歴史時代

白枝本郷遺跡と中世朝山郷 白枝本郷遺跡が所在する地域は、中世においては神門郡朝山郷に含

まれる。朝山郷は国衝在庁官人の系譜を引く朝山氏が基盤とした地域であり、12世紀後半から15世

紀前半まで蔵小路西遺跡がその居館となっていたが、朝山氏は応永年間 (1394～ 1428)に 拠点を京

都へと移す。朝山氏が移 って後、15世紀には下朝山が室町幕府直轄領となり塩冶氏が管理を行った

ようで、この段階には蔵小路西遺跡に隣接する位置に三木氏が居館を営み、塩冶氏の下で朝山郷を

支配 している。

白枝本郷遺跡は、こうした朝山郷の支配拠点からは西に離れた位置にあり、当時の一般的な集落

として捉えることができる。但 し、遺跡の北側微高地には貞享 5(1688)年 まで朝山八幡宮があっ

たとされることは考慮 しておく必要があろう。

集 落 調査地点は、集落の中心と目される微高地の南に位置 しており、その周辺部分に当たる

ものと考えられる。歴史時代の遺構面である3層上面では室町時代か ら江戸時代の遺構が確認され

ているが、微高地で表面採集された遺物 も同じ頃のものであり、両者が一体の遺跡であることが確

認できる。

3層上面で検出された遺構としては、掘立柱建物跡・古墓 。井戸 。溝などがあるが、 ピットの中

には柱根は残るが建物跡として構成できなかったものもあり、 こうしたものを含め、かなり長期に

わたって集落が営まれたと見 られる。第 6表は遺物包含層のものを含め、出土 した陶磁器の点数を

示 したものであるが、少量ながら12世紀代の白磁や13世紀代の遺物 もあり、平安時代の終わりには

集落が形成され始めていることが窺える。遺物の出土量は15・ 16・ 17世紀代が多 く遺構の状況に対

応 しており、18。 19世紀になると減少する。プラントオパールと花粉分析の結果によれば、 3層上

面の遺構面より上は水田であったことが分かっており、江戸時代後半には建物跡がある地点を含め

水田化されたものと考えられる。

検出された遺構は大きく4期に分けることができる。

I期は調査区北端を南北に延びる3・ 4号溝である。 4号溝では厚手でやや大きい土師器堺 (第

169図 1)が出土 しており、蔵小路西遺跡B2区土坑 9Qのや、古志本郷遺跡SK60ω)出上のものに近

い特徴をもつことから、13世紀後半～14世紀前半頃と考えられる。 この時期の遺構は少なく、包含

層出土の陶磁器が少量であるのと対応 している。

Ⅱ期の遺構としては、 I～Ⅲ区へと南北に通る道 (11～15号溝)の他、 1号墓、 8号井戸、 1・
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3・ 6・ 10号土坑などが挙げられる。14号溝か

らは青磁椀DttQかが確認されている他、 1号墓

出土の上師器郭 (第 158図 6～ 8)が同様に青

磁椀D類が出土 している古志本郷遺跡A ttSD0

3の ものと対比できることか ら、概ね15世紀頃

のものと考えられる。

Ⅲ期の遺構としては2号建物跡、 2号墓、 1・

2・ 5・ 6号井戸、 2号土坑がある。 2号建物

跡では小片ではあるが青磁龍泉B4類が出土 し

ており、また、 2号墓出土の土師器皿 (第 160

図 1・ 2)は無文銭が出土 している姫原西遺跡

C区 1号古墓Q° の上師器に対比できることから、

概ね16世紀代のものと考えられる。 2号建物跡

は 1号建物跡と重複 しており、主軸を平行に置

くことから建て替えられたようである。また、

1・ 2号井戸は南北を通る道を切って営まれて

おり、この時点には道は廃絶 している。

Ⅳ期の遺構には 1。 2号溝がある。 1号溝出

上の上師器皿 (第 165図 1～ 6)は肥前系陶器

を伴 う古志本郷遺跡SK36、 寛永通宝が出上 し

た角田遺跡SK05Qつ のものと類似 しており、17

世紀半ば以降と考えられる。 3・ 4号建物跡は

2号溝を切っていることから、これに後続する

ものであるが、18世紀には包含層出上の陶磁器

が減る傾向が見 られるので、概ねこの段階に含

まれるものとしておきたい。

なお、遺構は確認されていないが、この遺構

面に伴 う遺物包含層中からは鍛錬鍛冶滓と羽口

が出土 しており、付近で小鍛冶が行われていた

第 6表 白枝本郷遺跡出土陶磁器構成表

時期 種 丹1 器  種 数 量 還 構

12世紀
白磁

椀Ⅳ類 1

椀Ⅷ類 l

水 注 2

不明 4

小   計 8

13世紀

青磁 龍泉
栃ヨI夢頚 2

皿 1

全器系 甕 l

小   計 4

14世紀

青磁 龍泉 椀B2類
土師質 信鉢

資器系 甕

小  計

15世紀

青磁 青自す鵞

椀D類 14号盾

皿 2

不 明 8号土坑

白磁 椀D類 7

備前
悟 鉢 2・ 8号井戸、6号土坑

壺 。甕 1・ 8号井戸

瓦質

甕

括 鉢

香炉 1

小  計

16世紀

青磁 龍泉
椀 B4類 7 2号建物跡

稜花皿 1

青花

皿B群 1

皿 C群 lユ 2号井戸

椀 C群 1

不明

白磁 皿 E類 6

朝 鮮 椀
。

llll 1号井戸跡

瀬戸美濃
灰釉皿 7

鉄釉椀 6

備前 壁1・ ヨ⊆
2号建物跡、1号溝、
5・ 6号井戸、2号土坑

信 楽 椀 1

伊万里 椀 1

/1ヽ    三十

17世紀

唐津

椀 ・ Illl

盤 9

と]I三・ 餐 8

悟 鉢

肥前 椀・皿

小  計

18世紀

肥 前 椀 ・ I皿

唐津 椀・皿

小  計

19世紀
】巴前 椀 ・ Ill 8

/1ヽ    〒計 8

計

ことも明らかになっている。

古 墓 白枝本郷遺跡で検出された古墓には、本棺墓 (1号墓)と 土墳墓 (2号墓)の他、火葬

の痕跡を示すもの (3号墓・ 1号溝)がある。 これらは密集 しておらず、調査区内に点在する形で

営まれている。木棺墓 (1号墓)は板材を長方形に組み蓋板・底板は伴わないもので、底には竹が

放射状に置かれており、同様なものは姫原西遺跡C区 1号墓・ 3号墓、蔵小路西遺跡B2区墓 1が

ある。土装墓 (2号墓)は底面に蓬を敷いただけのもので、底面に植物質のものを敷いた例は蔵小

路西遺跡B2区墓 3と 墓 4で も確認されている。火葬の痕跡を示すもの (3号墓 。1号溝)の うち、

3号墓は底面が焼け、その上で炭や火葬骨片が出土 しており、墓と言 うよりも火葬場と考えられる。

1号溝では主として稲真を焼いた際に生 じたと見 られる黒色有機質土と、手根骨や指骨など主要な
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I期 (13世紀後半～14世紀前半) Ⅱ期 (15世紀)

Ⅲ期 (16世紀)〕)                 Ⅳ期 (17世紀) 
―

コ 晰

第213図 白枝本郷遺跡 I区の遺構変遷図
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骨が取 り除かれた後の火葬残骨が確認された。溝の壁や底面が焼けているわけではないので、 1号

溝内で火葬が行われたとは言えないが、後述するようにこれに伴う祭祀遺物も出上 している。

木棺墓 (1号墓)と 土墳墓 (2号墓)の被葬者は、いずれも頭を北、顔を西に向けた形で屈葬さ

れており、こうした埋葬姿勢は姫原西遺跡C区 1～ 3号墓とも共通する。副葬品は前者では櫛 2枚

が副葬されていたが、櫛は姫原西遺跡C区 1号墓で 1枚、角田遺跡SK05・ 07で もそれぞれ 2枚づ

つ出土 している。また、後者では折敷が土墳の壁際に沿 って斜めに入っていたが、角田遺跡SK05

でも棺桶の壁に沿って折敷が検出された。このように見ると、出雲平野の室町時代から江戸時代初

めの墓では、埋葬方法や副葬品などに一定の方式があることが窺えそうである。

祭祀関係遺物 1号溝では火葬骨に伴って鳥形木製品・不明木製品・毛抜・鉄釘 (第 165図 ～第

167図)な どがまとまって出土 した。鳥形木製品以外の木製品には火焔・花弁・ 山形状に象 られた

薄板 (第 165図 16～ 23)と やや厚みの板材があり、本来の形状は不明であるが、後者は釘孔のよう

な小さな孔があるものが多いことや鉄釘も出土 していることから、組み合わせて使われたとも考え

られる。これらは祭祀が終わった後に焼却されたものと見 られ、多 くは焼損 している。

鳥形木製品は、形代として古代以降も作 られており、広島県福山市草戸千軒町遺跡では室町時代

後半の板状のものが出土 している°9。
鳥形木製品には先導案内や自他界間往復などの意味が込めら

れているものと見 られるが、江戸時代の出雲平野において、こうした祭祀が行われていたことを明

らかにすることができた。
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朝山八幡宮元宮碑周辺採集遺物観察表

挿図番号 種 別 器  種 醒
ｍ

絡
ω

調整・手法の特徴 胎土 焼 成 色 調 備 考

144-3 土師器 鼓形器台
「ア
リ

ナ
ズ

横

ケ

面

面

外

内 ・ 横ナデ
fEIか い石英・ 雲母を含
む。

婁好 灰白色

144-4 須恵器 琢 蓋
71・ 面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ・ ナデ 4 良好 暗青灰色

144-5 須恵器 邸蓋
面

面

外

内
回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ 密 良好 青灰色

144-6 須恵器 啄身
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

4 mm大 の石英 を含む。 良好 青灰色 外面に灰かぶ り。

144-7 須恵器 邦身
面
面

外
内

回転ナデ

回転ナデ 密 不良 灰 白色

144-8 須恵器
面
而

外
内

回転ナデ
しばり 密 良好 暗青灰色 内面に回縁接合痕。

144-9 須恵器 一霊 (197)
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ・ 同心円あて具痕

4 mm大 の石英を含む。 普 通 淡青灰色

144-10 須恵器 不明
外面 i

内面 :ナ テ
2 mm大 の砂を含む。 普通 淡青灰色

144-11 青磁修g泉
) 碗 (134) 特冨:線描蓮弁 密 良 好 オ リーブ黄色 青磁椀B4類

144-12 青磁舘豊泉) 碗 (170)
面
面

外
内 密 良好 緑灰色 青磁椀 D類

144-13 青磁 (龍泉) 碗
面
而

外
内 密 良好 オ リーブ灰色

と44-1コ 青花 碗 織写:高台釉剥ぎ 密 良婦 灰白色 青花Bl群

144-15 瀬戸 皿
面
面

外
内 密 良好 黒褐色(外) あめ釉

144-16 瀬戸 卸 皿
外面 :回転糸切 り
内面 :卸 し目 密 良好 灰白色 灰釉

144-17 備前 層鉢
面
面

外
内

ケズリ
粗い摺り目

2 mm大 の石英を含む。 良 好 砦灰色

144-18 備前 壺・ 甕
面
面

外
内

回転ナデ

回転 ナデ 密 良好 嗜青灰色 外面肩部に自然釉。

144-19 唐 津 重・饗
外面 :格子 タタキのちナデ

内面 :格子 タタキ
密 良 好 暗茶褐色

144-20 唐津 皿
面
面

外
内

削 り出 し高台
胎土 目

密 良好 黄橙色 回縁に成形痕あり。

144-21 唐津 皿
面
而

外
内

回転 ナデ・ 削 り出 し高台
猛歩日 密 良好 橙褐色

144-22 唐津 悟鉢
外面 :横ナデ・ 回転糸切 り痕
内面 :摺 り目

雪 艮好 暗赤褐色 見込みに重ね焼 きの痕跡。

144-23 土師器 皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 雪 普通 橙褐色

と44-24 土自下器 皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
勺面 :回転ナデ

7 mm大 の小石を含 む。 良好 橙褐色

144-25 土師器 皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良 好 橙褐色

[44-26 土師器 皿
面
面

外
内

回転糸切 り
回転ナデ 密 普通 橙褐色

144-27 瓦 丸 瓦
外面 :筋状の調整痕
均面 :成形後、部分的に布 日

マーブル状に白色粘土
入る。

良 好 青灰色

白枝本郷遺跡出土土器観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層位 種 別 器種 醒
ω

縞
ω

調整・ 手法の特徴 胎土 暁必 色調 備 考

151-1 I
1号建物跡

P ll

層

而
Jユ H印 負

土 器

柱状高台
付皿

外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 i回転ナデ

3 mm大 の小石を含む。 良好 橙褐色

151-2 I
Z号 建初切

P5
層

面
土 師質
十哭 El

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 普 通 炎黄橙色 内外面に黒色付着物あり。

151-3 I
2号建物跡
P5

層
面

３
上 鞭鍔

皿 (138)
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 良好 炎黄橙色

151-4 I
2号建物跡
P9

層

西
土師質
キ哭 杯

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 りか
回転ナデ

2 mm大 の砂粒を含む。 不良
4
勺 色

色
褐

灰
黒

黄
淡

151-8 [
3号建物跡
P5

層
面

３
上 雛器

皿
朴面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
勺面 :回転ナデ

密 良好 灰褐色

158-6 I 1号墓
層
面

３
上

土師質
土器

郭 110
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 灰褐色

158-7 I 1号墓
層

而
±8T質
土器

孫 112 外面 :回転 ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ ヨ 良好 灰褐色

158-8 I 1号基
層
面

３
上

土師質
土器

郭 110 外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :同転ナデ 密 良好 灰掲色

158-9 I 1号墓
層

簡
土師質
十器

皿 22 外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ 密 良 好 灰褐色

158-10 I 1号墓
擢

語
」二H叩 負
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :同転ナデ 密 良好 灰掲色 底部に部分的に板 目圧痕。

160-1 I 2号墓
擢

語
土師質
+架 皿

外血 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

2～ 3 mm大 の砂粒を含
むぉ 普 通 淡褐色 焼 き歪みあり。

160-2 I 2号墓
層
面

３
上

土師質
土器

皿
外面 1回転ナデ・ 回転糸切り
内而 :回転ナデ 密 普通 灰褐色

161-1 Ⅲ 3号墓
屋

帝

３

上
土曾碩質
+哭 皿 17

血
面

淋
勺

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。 良好 橙褐色

と61-2 Ⅲ 3号墓
層
面

８
上

」二H印 を弐

土器
皿

朴面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

綱かい石英・雲母を含
む。

普通 橙褐色

161-3 Ⅲ 3号墓
層

帝
土師質
+哭 皿

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。 普通 橙褐色

161-4 Ⅲ 3号墓
層
面

３
上

土帥貿
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ 密 良幻 淡黄橙色

165-1 I 1号溝
層

商
土師質
土器

皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 静止糸切 り
回転ナデ

語(ヲ評言にきめが細か
tヽ ヽ̂ 良好 赤褐色 内外面に付着物あり。

165-2 I 1号溝
層

而
土師質
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 静止糸切 り
内面 :回転ナデ

密 (非常 にきめが細か
い )ハ

良 好 登褐色
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165-3 I 1号溝
3屋
上薦

土師質
+哭 皿

朴面 :回転ナデ・ 静止糸切 り
内而 :回転ナデ

密 (プト常 にきめが細か
い近

良好 橙褐色

165-判 I 1号溝
層
面

３
上 駆堺

皿
外面 :回転ナデ・ 静Jヒ糸切 り
内面 :回転ナデ

密 (ヲF常 に きめが細 か
い )。

良 好 憧褐色

165-5 I 1号溝
層
面

３
上 抑

翌
皿

朴面 :回 転 ナデ・ 静止糸切 り
勺面 :回転 ナデ

密(),常 にきめが細か
い )。

良好 淡橙褐色

165-6 I 1号溝
層
面

３
上

土師質
土器

皿
デ

ア^

ナ

ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

静止糸切 り 密 (非常 にきめが細か
ヽヽ)。

良 好 淡黄橙色 内面に付着物あ り。

と68-1 I 2号溝
3層
上面 姫器

皿
朴面 :回 転 ナデ・ 回転糸切 り

大面 :回 転 ナデ
徊か い石 爽・雲 母 を含
と,^ 普通 淡黄橙色

168-2 I 2号溝
層
面

土師質
+哭 Ell 14

面
雨

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
同転ナデ

細かい石英・雲母を含
むハ 良好 淡黄灰色

169-1 I 4号溝 暗
面

５
上 雛器

啄
朴面 :積ナデ・ 回転糸切 り
内面 :横ナデ・ 回転ナデ

僅かに 2 mm大 の砂粗を
含むが密。

良好 橙褐色

169-2 I 4号溝
3層
上葡

土師質
+架 Ell

朴面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
有而 :回転ナデ

細かい砂粒を含む。 良好 灰白色

172-1 I 14号溝
層
面

３
上 青磁 碗 (148)

血

面

４

Å 回転 ナデ・ ケズ リか 密 良 好 灰 オ リーブ色 青磁椀D類

174-1 I 2号井戸
層
面

３
上

圭
同 皿 21 4面 :回転ヘラケズ リ

勺面 :回転ナデ 密 良好 灰白色 青花皿 C群

174-2 I 1号井戸
層
面

３
上 朝 鮮 碗

目

目

砂
砂

面
面

外
内 密 良好 灰～灰白色

174-3 I 3号井戸
3層
上面

土師質
土器

皿
外面 :回 転 ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転 ナデ

lBか い石英・雲母 を含
む。

普通
灰 自色～淡黒褐
色

174-J I 3号井戸
層
�

土師質
+架 皿

面

而

外

内
回転ナデ・ 回転糸切 り
同転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。

普通 橙褐色～灰褐色

174-5 I 2号井戸
層
面

３
上 備前 信鉢 (280)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ・ 粗い摺 り目
石英他僅かに含む。 普通 暗赤褐色

174-6 I 1号井戸
層
面

３
上 備前 甕

面
而

外
内

横ナテ
構ナテ

2 nm大 の石英を含む。 良好 暗赤褐色

178-1 I 6号井戸
層
面

３
上 辮鍔

皿 (75) 19
画
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良婦 灰褐色

178‐ 2 I 6号井戸
層

面
３
上

土日下質
土器

皿
面

面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

密 良好 灰褐色

178-3 I 6号井戸
層
面

３
上

土日F質
土器

柱状高台
付皿

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 種褐色

178-4 I 8号井戸
層
面

３
上

二帥娑
土器

皿
外面 :回転 ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

密 良好 暗黄灰色
口縁内外面に厚 く煤付看。
″T口日m^

178-5 ] 8号井戸
層

而
土師質
土器

皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 淡黄橙色

178-6 コ 7号井戸
層

帝
主 H印 禦

土器
皿

外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
勺面 :回転ナデ

密 良好 淡黄橙色

178-7 I 8号井戸
層

言 備前 播鉢
面
面

外
内

横ナデ
糧い摺り目(摩滅)

8m大の小石を含む。 普這 暗赤褐色

178-8 I 8号井戸
擢

言 陶器 士霊
両
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ

2 mm大 の石英を含む。 良好 砦灰色 内面に灰をかぶる。

178-9 I 6号井戸
層

帝
土師質
土器

悟鉢 (275)
外面 :粗いハケメのちナデ
殉而 :ハ ケメのち下半ナデ

密 良 好 灰褐色

178-10 I 6号井戸
層

面

３
上

土BHl質

土器
鉢

血
面

外
内

横ナデ

僅かにハケメ 密 良好 橙褐色

178-J I 6号井戸
3層
卜帝 査器系 甕 (474)

外面 :回転ナデ
勺而 :回転ナデ

細かい石夫を含む。 良好 橙褐色
回縁に灰色の化粧土薄 くか
かる。

178-12 I 6号井戸
層

雨 備前 五・饗
一ア
デ

ナ

ナ

板

板
面
面

外
内 密 良好

4「 暗亦伯已
殉 :灰掲色

内面 に自然釉。

180-1 I 1号土坑
擢

帝
土 師質
土器

郭
外面 :回転 ナデ・ 回転糸切 り
勺面 :回転 ナデ

佃かい砂粒を含む。 普通 天褐色

180-2 I 1号土坑
屋

雨
土師質
土器

郭
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。

普 通 橙掲色

180-3 I 1号土) 3屋
r帝

土師質
土器

郭 (132)
外面 :回 転 ナデ

勺面 i回 転 ナデ
細かい石英・雲母 を含
む。

普通 疋褐色

180-4 I 1号土坊
屠

帝
土師質
+基 琢

外面 1回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

lBか い石英・雲母を含
む。

普通 匿褐色

180-5 I 3号土坊
3燿
卜言

J二将ni箕
土器

邪
4面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
勺面 :回転ナデ

奮 普通 淡褐色

180-6 I 8号土坊
層

面
土日下質
+哭 必

外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :同転ナデ

密 普 通 淡褐色

180-7 I 3号土拐
層
面

３
上

土 EI質
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

僅かに砂粒を含む。 普通 暗褐色

180-8 I 3号土坊
屋

帝

８

と
土師質
+哭 Ill

面
而

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

密 普 通 暗褐色 表面に土壌中の付着物あり。

180-9 I 7号土栃
層
両

３
上

」二H叩 Ⅲ弐

土器
必

血
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 灰黄色

180-10 I 6号土坑
層

面
３
上 備前 橋鉢 (300)

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ・ 米Rい摺 り日

4 nm大 の小石を含む。 普通 暗赤褐色

180-11 I 10号土功
層
面

３
上 駆鍔

啄 (118)
画
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

密(茶褐色粒子を含む)。 良好 橙褐色

180-12 上 10号土坑
層

舌
土師質
土器

皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

雲母・石英を含み粗い。普通 橙褐色

182-14 I 13号土坊
層
面

３
上

土師質
土器

罫
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 橙褐色

182-15 Ⅱ 16号土抗
3居
上lE

土師質
土器

郭
外面 :回 転 ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

細 かい石英・雲母を含
む。

普通 橙褐色

182-16 Ⅱ 16号土坑
層

而
土師質
土器

堺
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。 普 通 淡黄橙色

と84-1 I P9 3層
上面

土日豆器 甕 (257)
外面 :

勺面 :ケ ズ リ
3 mm大 の石英を含む。 普通 灰褐色

184-2 I P9
層

面
土日T質
+哭 郭

デ

一ア

ナ

ナ

転
転

回
同

面
而

外
内

・ 回転糸切 り 細かい石英・雲母を含
む。

良 好 炎黄橙色

184-3 I P 10
層
面

３
上

J二 日印魚

土器
邪

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 天褐色

184-4 I P ll
層

面
土師質
+架 郭

外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :回転ナデ

密だが 2 mm大 の石英を
少 し含む

^

良好 橙褐色

184-5 I P12 層
面

３
上

土日巾質
土器

皿
聞
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

密 良好 灰褐色
内面 に黒色付着物 あ り。灯
明皿か。

184-6 I P l
3層
卜れ5

土師質
土器

皿
朴面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :回転ナデ

i nm大 の石英を含む。 普通 橙褐色

184-7 I P13
層
面

３
上

土師質
土器

皿
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

l mm大 のる戻、細かヽ
雲母を含む。

良 好 橙褐色
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184-8 I

層

請 駆堺
皿 77 外面 1回転ナデ・ 回転糸切 り

内而 :回転ナデ
密 良 好 橙褐色

184-9 I

層

市
土師質
+架

柱状高台
付皿

面
面

外
内

横ナデ・ 回転糸切 り
横ナデ

2 mm大 の小石を含む。 普通 淡褐色

186-1 I D-4 1層 弥生土器 甕 (159)
Ⅲ薗 :

勺面 :横ナデ・ ケズ リか
細かい石英・雲母を含
む。 普 通 黄灰色

186-2 I D-5 2層 弥生土器 士霊
面
面

外
内

ハケメ
ナデ 細かい石英他含む。 普通 灰白色

186-3 I E-5 2層 弥生土器 一霊
外面 :

内面 :ナ デ・ ケズ リか
細かい石英・雲母を含
む6

良好
色
缶

白
灰

灰
昔

外
内

186-電 I G-3 2擢 土師器 高郭
デ
ズ

ナ
ケ

面

而

外

内 細かい砂粒を含む。 普通 灰白色 4面に赤色顔料塗布。

186-5 I G-2 3擢 須恵器 塚
面
面

外
内

回転ナデ・回転糸切 り
回転ナデ

密 (2 mn大 の石英を含
む)。

良好 淡青灰色

186-6 I F-3 2層 須恵器 郭
面

而

外

内
回転ナデ・ ヘラ切 りか
回転ナデ 細かい砂粒を含む。 示良 淡青灰色

186-7 Ⅱ 」-3 2種 須恵器 一至
外EI:回 転ヘラケズ リ・ 回転ナデ
内面 :回転ナデ 密 良好 暗青灰色 内面に自然釉かかる。

186-8 エ Ｈ一
副

2擢 育 磁

(龍泉)
碗 (163) 51 特署:鏑のない蓮弁 密 良好 オリーブ灰色 青磁椀B2類

186-9 I F-3 2層 青磁
(龍泉)

碗
面
面

外
内 線描 き蓮弁 密 良好 禄灰色 青磁椀B4類

186-10 I I-3 2層 盲 磁

(龍泉)
碗 (157) 織召:回転ナデ・ケズリか ヨ 良 好 オリーブ灰色 青磁椀D類

186-■ I E-3 2層 言磁
(龍泉)

阻 (105)
面
面

外
内 密 良好 オ リーブ灰色 見込みに立ち上がり。

186-12 Ⅲ D-7 2層 白磁 皿 (143)
外面 :

内面 :

密 良好 天白色 白磁皿 E類

186-13 Ⅱ I-1 2層 白磁 碗
面
而

外
内 密 良 好 灰自色 白磁皿D類

186-14 I C-4 2層 傭 前 予鍾 (149)
画
面

外
内

回転ナデ

回転ナデ 密 婁好 灰褐色
口縁 と外面肩部に灰をかお

186-15 〕 C-4 2層 備前 士電 (133)
外面 i回転ナデ
内而 :回転ナデ

密 良好 暗褐色

186-16 Ⅱ 」-3 2層 全器系 一豆
ア^
デ

ナ

ナ

横

横
面
面

外
内 3 mm大 の石英を含む。 良好

外 :暗灰色
内 :灰掲色

186-17 I C-4 2層 備前 士笠
ア^

ア^

ナ

ナ

転
転

回
回

面
面

外
内 密 良好

色
色

灰
褐

青
暗

外
内

186-18 I D-4 2層 備前 甕 (436)
面
面

外
内

横ナデ
横ナデ

密 良好 暗褐色 内外面に灰をかぶる。

186-19 I D-5 2層 唐 津 皿
外面 :底部削 り出 し高台
均面 :見込み砂目

密 良 好 灰オ リーブ色

186-20 I D―判 2層 唐津 皿
面
面

外
内

回転 ナデ・ 削 り出 し高台
回転ナデ 密 良好 灰白色

186-21 I G-5 2層 一副 猪 国 費需:底部無釉 密 良 好 灰 白色

186-22 I D-4 2層 一削 碗
面
而

外
内 高台釉剥 ぎ 密 良好 オ リーブ灰色

186-23 I C-4 2層 瓦質 鉢
面
面

外
内 2 mm大 の石英を含む。 不良 灰白色 瓦質焼成。

186-24 I E-5 2層 土師質
+熙 雰 (126)

外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
対面 :同転ナデ

密 普 通 淡黄橙色

186-25 I G-5 2層 雛器
邸

画
面

朴

殉
回転ナデ・ 回転糸切り
回転ナデ

3 mn大 までの砂粒 を多
く含 む。

普通 橙褐色

186-26 I G-5 2層 駆齢
郭 43 朴面 :回転ナデ・ 回転糸切 り

勺而 i回転ナデ
細かい石英・雲母を含
む。 普通 淡黄灰色

187-27 ] 」-3 2層 土師質
+哭 郭 H7

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良好 淡責橙色

187-28 I G-2 2層 二H4J筆

土器
郭 (162)

外面 :回転 ナデ

内面 :回転 ナデ
密 良妬 灰褐色～灰白色 高台欠損。

187-29 I E-4 2層 土師質
+哭 琢

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 普這 淡黄橙色 高台欠損。

187-30 I D-5 2層 土SEl質

土器
皿

71・ 面 :回転ナデ ,回転糸切 り
内面 :回転ナデ

佃かい石英・雲母を含
とぃ 良 好 淡黄灰色

187-31 Ⅱ I-3 2層
土師質
十柴

柱状高台
付皿

外面 :横ナデ

内面 :ナ デ・ 回転糸切 り
密 良好 淡褐色

193-1 I 19号 溝
層

所 須恵器 郭身 112 外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内面 1回転ナデ・ ナデ

密(l lm程度の砂粒を
い暑全か _ヽ

良 好 灰白色～灰色

193-2 I 19号溝
5層
卜帝 須恵器 高郭

面
面

外
内

回転ナデ

回転ナデ 密 良好 青灰色 長方形の透 し孔あり。

198-3 I 19号溝
層
面

５
上 須恵器

台付
直回壷

(76)
朴面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
勺面 :回転ナデ

密 (l mm程度 の砂粒 を
少量含む)め

良好 暗青灰色

193-4 I 19号溝
5層
卜西 須恵器 直日壺

外面 :回転ナデ・カキメ・回転ヘラケズリ
内而 :同転ナデ

密 (l mm程度の砂粒 を

少量含む)。
良好 暗青灰色

内面回縁～ほ部 に灰かなゞ り。
輻都修合痛^

193-5 I 19号溝
層

而 土師器 士笠
・
一ア

メ

ナ

キ
転

力
回

面
面

外
内

ナ デ
細かい石英他含む。 普通 灰白色

ヘラ描 き文。
須東器写 しカ

193-6 I 19号溝
層

帝 土師器 高郭
外向 i積ナデ

内面 :楢ナデ
3 mm大 の小石を含む。 普通 橙褐色

193-7 I 溝白〓‐９
層

面 ±8T器 高 郭
外曲 :積ナデ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ケズ リのちナデか
佃かい石英他含む。 普通 灰褐色 外面に赤色顔料塗布。

193-8 I 19号溝
層
面

５
上 土師器 高郭

外面 :ハ ケメ・ ナデ

内面 :ナ デ
241m大 の石英を含む。 良好 灰黄色

外面と郭部内面に赤色顔料
塗布。

198-9 I 19号溝
層
而

５
上 土師器 高郭

面
面

外
内

ナデ
ミガキか。ケズリ

2 mm大 までの石英他含
む。

普通 灰白色
外面 と郭部内面 に赤色顔料
会,年 ^

193-10 I 19号濤
層
面

５
上 土師器 高必

外面 :ナ デ

内面 :ナ デ 。一部 ハケメ
3 mm大 の石英を含む。 晋 通 橙褐色

外面と郭部内面に赤色顔料
塗布。

193-1] I 19号 溝
5層
卜R第

土師器 甕 (150) 外面 :横ナデ

内面 :横ナデ・ ケズリ
網か い石英・雲母 を含
む。

良好 灰白色～灰黄色

193-12 I 19号溝
層
面

５
上 土製品 手捏ね 外面 :指押え

内面 :指押え 細かい石英他含む。 良好 灰白色～灰掲佳

198-13 I と9号溝
層
面

５
上 土製品 支脚

面
而

外
内

指圧痕
ナデか 細か い砂粒 を含む。 良好 灰橙色

193-14 I 19号溝
層
面

５
上 土製品 支脚 倉需:指押え

3 mm大 までの砂粒を含
む6

良好 灰褐色 被熱褐色化。

198-15 I 19号溝
層

語 土製品 竃
面
而

外
内

ナデ
ケズ リ

2～ 3 mm大 までの砂粒
を含む。

良好 灰褐色 庇下狽1に 薄 く媒が付着。

[93-16 X 19号溝
5層
卜れ軍 土製品 電

回
面

外
内 ケヽメ・ ナテ 細かい石英・雲母を含

むぅ 良好 灰褐色

-265-



と95-17 I 20号溝
層

而 須恵器 琢 蓋
外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内而 :同転ナデ・ ナデ

2 mm大 の石英を含む。 普 通 淡青灰色

195-18 I 20号溝
層
面

５
上 須恵器 llN蓋 (126)

ハ血 :横ナデ・回転ヘラケズリ
内面 :横ナデ・ ナデ

2～ 3 mm大 の石英を含
む。

良 好 青灰色

195-19 I 20号溝
層

商 須恵器 必蓋 (120)
外面 :回転 ナデ・ ケズ リ

内面 :回転 ナデ・ ナデ
2 mm大 の砂粒を含む。 良好 青灰色 外面に「 X」 ヘラ記号あり。

195-20 I 20号満
5層
トロ昴 須恵器 郭蓋 (138)

外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内而 :同転ナデ・ ナデ

2 mm大 の石英を含む。 良好 青灰色

と95-21 I 20号溝 層
面

う
上 須恵器 辱 蓋

外画 :回転ナデ・ 回転ヘラケズリ
内面 :回転ナデ・ ナデ

細か い砂粒 を含む。 良好 青灰色

195-22 I 20号溝
層
面

５
上 須恵器 郭蓋

外面 :回転ナデ・ カキメ

内面 :回転ナデ・ ナデ
7 mm大 の小石を含む。 普運 淡青灰色

195-23 I 20号溝
層

面 須恵器 郭身
外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内而 :回転ナデ・ ナデ

l mm程度の砂粒・ 石英
を合む

^

良好 灰白色

195-24 I 20号溝
層
面

５
上 須恵器 辱 身 (119)

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ

径(3 mm太の為英を含
む)。

良好 青灰色

195-25 I 20号溝
層

商 須恵器 郭身
外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ

2 mm大 の小石を含む。 良好 淡青灰色

195-26 I 20号満
層

面 須恵器 郭身
外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内而 :回転 ナデ・ ナデ

密 良好 暗青灰色 内外面に黒色粒子多数付着。

195-27 I 20号溝
層
面

５
上 須恵器 高郭

面
面

外
内

回転 ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転 ナデ・ ナデ

密 良好 青灰色
外面下面 に灰 をかぶ る。3

方向に岳方形の議 し孔ハ

195-28 I 20号溝
層

商 須恵器 高郭 (182)
外面 :回転 ナデ

勺面 :回転 ナデ・ ナデ
2 mm大 の石英を多 く含
む。

良好 暗青灰色
外面に灰かぶり。外面にヘラ記
号。3方向に長方形2段透し子し。

と95-29 I 20号溝
層

面 須恵器 高郭
郎面 :カ キメ・ 回転ナデ
内面 :回転ナデ

密 良好 暗青灰色
3方向に三角形の透 し孔あ

195-30 I 20号溝
層
面

５
上 須恵器 ノ ウ (100)

面
面

外
内

カキメ・ ナデ・ ハケメ

回転 ナデ 密 良好 青灰色
回縁内面、外面肩部 に自然
袖。

195-31 I 20号溝
層

商 須恵器 一臣
米面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
為面 :回転ナデ

雷(3 mm太の砂粒を含
む)。

良好 嗜青灰色
外面肩部、内面底部 に目然
釉。

と95-32 I 20号満
層

面 土師器 郭
朴面 :横ナデ・手持ちケズ リ
勺而 :構ナデ

3 mm大 の石英を含む。 普遅 灰褐色 内外面に赤色顔料塗布。

195-33 I 20号溝
層
面

５
上 土師器 郭 (136)

面
面

外
内

横ナデ・ 手持ちケズ リ
横ナデ

綱かいる英・雲母 を倉
む。

普 通 天掲色 内外面に赤色顔料塗布。

195-34 I 20号溝
層

商 土師器 郭
朴面 :横ナデ・ ハケメ

有面 :検ナデ
細かい石英を含む。 良好 天褐色 内外面 に赤色顔料塗布。

195-35 I 20号溝
層

商 土師器 雰 (158)
外面 :横ナデ・ 手持ちケズ リ
勺而 :橙 ナデ

2 mm大 の石英を含む。 普 通 灰褐色 内外面 に赤色顔料塗布。

195-36 I 20号満
層

商 土 師器 塚 147
面
面

外
内

横ナデ・ ケズ リのちハケメ

横ナデ
2 mm太 までの砂粒を含
む。

良 好 天掲色 内外面に赤色顔料塗布。

195-37 I 20号溝
層

語 土師器 増
朴面 :横ナデ・ ハケメ

勺面 :横ナデ・ 指押え
細かい石要・雲母を含
む。

普通 炎灰褐色 内外面に赤色顔料塗布。

195-38 I 嚇叫期

１

２

＋

擢

百
５
上 土師器 高郭 171 外面 :回転 ナデ

内面 :回転ナデ 細かい石英他含む。 普通 実責橙色

195-39 I 20号溝
擢

帝 土師器 高邦 貧雲:横ナデ 阻い(7 mm大の石英を
含む)ハ

良好 登褐色

196-40 I 20号溝
層

帝 土師器 高郭 117 外面 :指押えのちナデ

内面 :ナ デ・ ケズ リ(脚内部を狭る)

2 mm大 の石英・ 雲母を

含む。
良好 戻褐色

外面及び雰部内面に赤色冴
ld余オ_

196-41 I 20号溝
燿

言 土師器 高郭
画
面

外
内

横ナデ・ ケズ リ・ ハケメ

横ナデ・ ナデ
細かい石英。雲母 を含
む。

良好 灰褐色
外血及び外部内向に赤色湯
料塗布。

196-42 I 20号溝
擢

帝 土師器 高郭
外面 :横ナデ・ ケズ リ

内面 :横ナデ・ ナデ
細かい石英・雲母を含
むハ

良好 吸黄色
外面及 び外部内面 に赤色冴
l_塗希 ^

196-43 I 20号溝
擢

所 土師器 高郭
面
而

外
内

横ナデ・ ハケメ
構ナデ・ ナデ・ ケズ リ

2 mm大 までの石英を多
く合むハ 良好 暗灰掲色

外面及び不部内面に赤色冴
赳 漆 希 _

196-44 I 20号溝
擢

盾 土師器 高 郭
面
面

外
内

積ナデ・ 浅いケズ リ
横ナデ

2 mm大 の石英他含む。 良 好 灰褐色

196-45 I 20号溝
擢

語 土師器 高郭
外面 :横ナデ

内面 :ナ デ・ 横 ナデ
7 mm大 の小石を含む。 良好 橙掲色

196-46 I 20号溝
擢

帝 土師器 高郭
外面 :ナ デ
内而 :ナ デ・ ケズ リ

個かい石英・雲母を含
とハ

普 通 灰褐色
外面及び雰部内面に赤色顔
赳 余 希 _

196-47 I 溝口〓２０
擢

語 土師器 高郭
外面 :ハ ケメ・ ミガキか

内面 :ナ デ・ ケズ リ
細か い石英・雲母 を含
む。

良好 灰褐色 内外面に赤色顔料塗布。

196-48 I 20号溝
5擢
卜帝 土師器 高郭

外面 :ハ ケメ

内面 :ケ ズ リ
佃かい砂粒を含む。 良好 灰黄色 外面に赤色顔料塗布。

196-49 I 20号溝
擢

帝 土師器 高郭
外面 :ハ ケメ
内而 :ケ ズ リか

2 mm大 までの石英・雲
母を含む。

普通 橙掲色
外面 と堺部内面に赤色顔料
漆 希

196-50 I 20号溝
層
面

５
上 土師器 高不

外面 :ナ デ・ 横ナデ

内面 :横ナデ

細

む
石ヽ 英・雲 母 を含

普通 橙褐色 外面に赤色顔料塗布。

196-51 I 20号溝
5曜
卜面 土師器 ツ ウ

外面 :横ナデ・ カキメ・ ケズ リ
内而 :

2 mm大 の石英他多 く含
普通 黄灰色

外 面一部 に黒斑 あ り。須恵

器写 し6

196-52 I 20号溝
層

而 土師器 甕 (149)
面
面

外
内

横ナデ

横ナデ・ ケズ リ
佃かい石英・雲母を含
I・ ハ

普通 にぶい橙色

196-53 I 20号溝
層
面

５
上 土師器 士奎

外面 :横ナデ

内面 :横ナデ・ ケズ リ
鯛かい砂粒を含む。 良好 黄灰色 内外面に赤色顔料塗布。

196-54 I 20号溝
屋

面

５

上 土師器 甕 (188)
外面 :横ナデ・ ハケメ
内而 :構ナデ・ ケズ リ

2 mm大 の砂粒を含む。 良好 黄灰色 外面に煤付着

196-55 I 20号溝
層
面

５
上 土師器 賓

面

面

外

内
横ナデ・ ハケメ

横ナデ・ ケズ リ
3 mm大 の石央 を含む。 良好 灰褐色 外面に煤付着

196-56 I 20号溝
層

帝 土師器 饗 (212)
外面 :横ナデ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ケズ リ
細かい石葵・雲母を含
む。

良好 灰黄色

196-57 I 20号溝
層

面 土師器 密
外面 :横ナデ・ 粗いハケメ
内而 :椎ナデ・ ケズ リ

2 mm大 までの石英・雲
母を含むぃ

普通 灰白色

197-58 I 20号溝
層
面

５
上 土師器 甑 (250)

面
面

外
内

横ナデ・ ハケメ

横ナデ・ ケズ リ
2 mm大 までの石英他含
む。

良 好 黄灰褐色

197-59 I 20号溝
履

面

５
上 土製品 竃

外面 :ハ ケメ

内面 :ケ ズ リ
細かい石英・雲母を含
む。

良好 灰黄色

198-65 I G-2
層

面 土師器 甕 (124)
面
而

外
内

横ナデ
楢ナデ

細かい砂粒を含む。 普通 淡橙灰色

198-66 I G-2 層
面

Ｄ
上 須恵器 一更

外向 :回転ナデ・ カキメ・ ケズ リ
内面 :回転ナデ

密 (l mm程 度の砂粒を

少量含む)。
良好 暗青灰色

198-67 I
一
研

層
面

５
上 須恵器 甕

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

2 mm大 の石英他含む。 不良 淡青灰色

198-68 I 一
ｒ

層
誦 土師器 郭

面

面

ホ

勺
デ

デ

ナ

ナ

横

楢
ケズ リ

細かい石英を含む。 良好 灰黄色 内外面に赤色顔料塗布。

198-69 I F-2東Tr
陪
面

う
上 土呂下器 琢

画
面

外
内

積ナデ・ 手持ちケズ リ
横ナデ・ナデ

2 mm大 の石英を合む。 普 通 灰褐色 内外面に赤色顔料塗布。

198-70 I
一
日

層
面

５
上 土師器 雰

外面 :横ナデ・ 細 か いハ ケメ

内面 :横ナデ

2 mm大 までの砂粒を含
む。

良好 灰褐色 内外面に赤色顔料塗布。
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198-71 I G-2 5層
卜簡 土師器 高堺

外面 i一部にケズ リ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ケズ リ

細
む

石英・雲 母 を含
良好 灰褐色

外面と郭部内面に赤色顔料
余 7年 ^

198-72 I 一
伊

層

扁 土 師器 高 郭
外面 :ハ ケメ・ 横ナデ
内面 :ケ ズ リのちナデか 。構ナデ

細かい石英・雲母を含
む。 普通 灰褐色

外面と郭部内面 に赤色顔料
塗布。

198-73 I 一
籠

層

語 土師器 高郭
面

面

外

内

ハケメのちナデ・ 横ナデ
ケズ リ・ 横ナデ 細かい石英他含む。 良好 灰黄色

外面 と郭 部 内面 、脚 部 内面
の一部 に赤色顔料塗布。

198-74 I 一
日

擢

語 土師器 蟹
面
面

外
内

横ナデ・ ハケメ

横ナデ・ ケズ リ
2 mm大 の石英を含む。 普 這 黄灰色

198-75 I 一
ｒ

燿

言 土製品 竃 (277)
デ

デ

ナ

ナ

横
檻

面

而

外
内 ケズ リ

2 mm大 の石英 を含む。 良好
外 :橙褐色
内 :灰褐色

□縁内外面一部 に煤付看。
側面に焚回部あり。

198-76 I
G-2
】ヒTr

燿

語 土製品 電
デ
ズ

ナ
ケ

面

面

外

内
細かい石英・雲母を含
む。 良好 灰褐色 廂片。

198-77 I
G-2
】ヒTr

層
面

５
上 土製品 竃 含零:ナデ 2 mm大 の石英他含む。 長 好 天褐色 廂片。黒斑あり。

198-78 I G-2 5層
卜帝 土製品 支脚

え

え

押

押

指

指

面

面

外

内
5 mm大 までの砂粒をe
む。

良好 天褐色
突起部を孔にツケ ッ ト状 に
差し込む。

200-1 I 土器溜 1

層
面

５
上 須恵器 啄身 117 外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズリ

内面 :回転ナデ・ ナデ 密 普通 炎灰色 外面は部に筋状の圧痕。

200-2 I 土器溜 1
5層
上面

須恵器 啄身
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ 密 良好 悟青灰色 外面底部に灰をかぶ る。

200-3 I 土器溜 1
層

而 土師器 高郭 鋳需:ハ ケメ 細かい石英他含む。 不 良 淡赤褐色

200-4 I 土器溜 1
5層
上面

土師器 高郭
面
而

外
内

ハケメ
ナデ

2 mm大 の石英他含 む。 良好 灰白色
外面と邪部内面に赤色顔料
塗布。

200-5 I 土器溜 1
層
面 土自下器 高 堺 合計ナデ 細かい雲母・石英を含

む。 普通 灰白色
外面 と郭部内面に赤色顔料
浴 希 _

200-6 I 土器溜 1
層

而 土師器 甕 (158) 外面 :横ナデ
内面 :構ナデ・ ケズ リ

細かい石英・雲母を含
む。 普 通 にぶい黄橙色

200-7 I 土器溜 1
5層
卜石5 土師器 甑

面
面

外
内

ハケメ
ケズ リ

細か い石英・雲母 を含
む。

普通 灰褐色 喘部上 に孔あり。

200-8 I 土器溜 1
層
面

５
上 土製品 土 錘 織離ナデ 細かい石英・雲母を含

むぃ 良好 天褐色 外面 に黒斑 あ り。

200-9 I 土器溜 1
5擢
卜帝 土製品 竃 織吾:ナデウヽケメ 3 mm太 までの砂粒を含

む。
普通 灰掲色

200-10 I 土器溜 1

層
面

５
上 土製品 電

外面 :ハ ケメ・ ケズ リ
内面 :ケ ズ リ

細か い石英・雲母他多
く合む.

良好 灰褐色
内面に煤付着。
外面に黒斑あり。

200-H I 土器溜 2
層
面

５
上 土製品 竃 262

面
而

外
内

横ナデ・ ハケメ
繕ナデ・ ケズ リ

2～ 3 mm大 までの石豪
他多 く含む。

普通 橙褐色

200-12 I 土器溜 3
層

而 土師器 甕 (154)
朴面 :横ナデ
勺面 :横ナデ・ ケズ リ

細かい砂粒を多く含む。普 通
淡赤褐色～灰褐
色

外面に黒斑あり。

200-13 I 土器溜 2
5層
上琶

土日正器 甕
外面 :ハ ケメ
内而 :ケ ズ リ

細かい石英・雲母を含
む。 普通 灰白色～橙褐色

201-1 Ⅲ 21号溝
層
市 土師器 甕

外向 :横ナデ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ケズ リ 細かい石英他含む。 普通 橙褐色

201-2 Ⅲ 21号溝
層
面

５
上 土師器 郭

面
面

外
内

ケズリか
ナデ 細かい砂粒を多く含む。普 這 灰褐色

203-1 I 23号溝
層

面 土自市器 高邪 (147)
面
面

外
内

横ナデ・ ケズ リ・ ナデ

横ナデ 。一部ハケメ・ ナデ
細かい石英・雲母 を含
む。

普這
灰 白色～にぶ い
着緒毎

外面と郭部内面に赤色顔料
漆 若 _

205-1 Ⅱ 24号病
擢

語 須恵 器 雰蓋
外面 :回 転 ヘ ラケズ リ
内面 :回転 ナデ・ ナデ

6 mm大 の小石を含む。 良好 砦青灰色

205-2 Ⅱ 24号溝
層

拓 土師器 甕 253 デ
デ

ナ
ナ

横
横

面
面

外
内

ハケメ
ケズ リ

綱かい石英・雲母を含
む。

良好 灰掲色～黒褐色 口縁外面一部に黒斑 あり。

205-3 Ⅱ 24号溝
層

面 土 師器 甕 (204)
外面 :横ナデ・ ハケメ

内面 i横ナデ・ ケズ リ・ ナデ
ζ(微砂粒を多 く含む)。 普 通 黄褐色～橙褐色 外面 に黒斑 あ り。

205-4 Ⅱ 24号溝
5屋
卜西 土師器 甕

外面 :横ナデ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ケズ リ
密 (l mm以下の砂粒を
多 く含む)。

良好 赤橙色

205-5 Ⅱ 24号溝
層

而 上自下器 饗
外面 :ハ ケメ

内面 :ケ ズ リ・指頭圧痕
密(1～ 2 mm大の砂粒
を多く合む)。

良好 赤橙色

205-6 Ⅱ 24号溝
5層
r面 土製品 竃 (270)

外面 :横ナデ・ ハケメ

内面 :横 ナデ・ハケメのちナデ・ケズリ
厨(l mm以下の砂柾を
多く含む)。

良好 淡褐色 内面上部、使用により黒変。

208-1 Ⅲ B-6 3層 体生土器 士蔓 (227) 禽署:ハ ケメ 細かい石英・雲母を含
む。 普通 灰 白色

208-2 I F-2 4層 須恵器 郭蓋 (128) 39
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ

密 良好 暗青灰色 頂部外面に自然釉かかる。

208-3 I C-5 3層 須意器 孫 蓋 (132)
面
面

外
内

ヘラ切 り、周辺に回転ケズ リ
回転ナデ・ ナデ 密 良好 青灰色 頂部外面に筋状の圧痕あり。

208-4 Ⅱ I-3 8層 須恵器 郭蓋 (112)
外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ・ ナデ

密 良 好 青灰色

208-5 I F-2 3層 須恵器 雰蓋
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ

2 mm大 の砂粒を含む。 良好 暗青灰色

208-6 I
一　

一
4層 須恵器 郭身

外面 :回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
勺面 :回転ナデ・ ナデ

密 良 好 青灰色 底部外面に灰をかぶ る。

208-7 」-2 7層 須恵器 邪身
外面 i回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ・ ナデ 密 良好 暗青灰色

208-8 I F-4 3層 須意器 郵 身
朴面 :回転ナデ・ 浅いヘラケズ リ
内面 :回転ナデ・ ナデ

細かい砂粒を含む。 良好 青灰色

208-9 I F-2 4層 須恵器 高郭
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ 密 良好 青灰色 2方向に三角形透 し孔。

208-10 I F-5 3層 須意器 高 不
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ・ ナデ 密 良好 暗青灰色

208-11 I G-2 3層 須恵器 高郭
外面 :回転ヘラケズ リ・ 回転ナデ
内而 :同転ナデ・ ナデ 密 良好

暗言灰色～青灰
色

外面及び脚部内面に灰をかぶ

る。3方 向に三角形透 し孔。

208-12 I G-2 3層 須恵器 局 不
画
面

外
内

回転ナデ
ナデ・ 回転ナデ

2 mm大 の砂粒を含む。 良好 淡青灰色

203-13 I Il
G-3
1-3 3層 須恵器 (167)

外面 :回転ナデ
内而 :回転ナデ 密 良好 砦青灰色 内面に自然釉がかか る。

208-14 I G-2 4層 須恵 器 ハツウ (106)
画
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ 。しばり

2 nn大 の石英を含む。 良好 暗青灰色 外面に灰をかぶる。

208-15 Ⅱ J-2 8層 須恵器 邪蓋
デ

デ

ナ

ナ

転
転

回

回

面

而

外
内

回転ヘラケズ リ
3 mm大 の砂粒 を含む。 良 好 暗青灰色

208-16 Ⅱ I-4 8層 須恵器 蓋 116
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転ヘラケズ リ
回転ナデ・ ナデ 細かい石英他含む。 良好 青灰色

208-17 Ⅱ I-2 8層 須恵器 皿 (188)
外面 :回転ナデ 。ヘラ切 り痕か
内面 :回転ナデ・ ナデ

2 mm大 の石英他含む。 良好 青灰色

208-18 Ⅲ
C-6
東Tr

3層 須恵器 皿 (176)
面
面

外
内

回転ナデ・ ヘラ切 り
回転ナデ・ ナデ

密 (l mm程度 の砂粒 を
含む)。

良好 灰白色～灰色

208-19 I G-3 3層 須息 器 皿
外面 :回転 ナデ・ ヘ ラ切 り
内面 :回転 ナデ・ ナデ

2 Ⅲm大 の石英を含む。 良好 青灰色
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208-20 ] 一　

一
8層 須恵器 皿

外面 :回転ナデ・ ヘラ切り
内面 :回転ナデ・ ナデ

細か い砂粒 を含む。 良好 青灰色

208-21 ] I-4 8層 須恵器 皿
外面 :回転ナデ
内而 :回転ナデ

密 良好 暗青灰色
医面か ら外面に目然和がか

かる。

208-22 コ I-3 8層 須恵器 不
外向 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

4 mm大 の小石を多く含
む。

良好 暗青灰色

208-23 ] 」-3 8層 須恵器 郭
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ 密 良好 青灰色

208-2逍 J-3 8層 須恵器 甕
外面 :回転ナデ・ カキメ

内面 :回転ナデ 。同心円あて具痕
密 良好

暗青灰色～青灰
外面頸部に自然釉。

208-25 I G-2 4層 土師器 高郭 (170)
外面 :横ナデ 。一部ケズ リ
内面 :横ナデ

細かい石英・雲母を含
む。

普通 灰掲色 均外面に赤色顔料塗布。

208-26 H-3 8層 土師器 高雰 (160)
外面 :横ナデ・
内而 :構ナデ

ケヽメ
細かい砂粒を含む。 良好 灰褐色 殉外面に赤色顔料塗布。

208-27 I D-4 3層 土師器 高郭
外面 :ナ デ・ ハケメ・ 横ナデ

内面 :ケ ズ リ・ 横ナデ
細かい石英・雲廿 を含
む。

普這 灰掲色 外面に赤色顔料塗布。

208-28 I E-4 4層 土師器 高郭
外面 :横ナデ
内而 :ナ デ・ ケズ リ・ 椎ナデ

細かい石英・雲母を含
普這 灰褐色

209-29 I F-2 3層 土師器 高郭 (128)
外向 :横ナデ・ ハケメ

内面 :横ナデ・ ナデ・ ケズ リ
細かい石英・雲母を含
む。

良堀 灰褐色
外面 と郭部内面に赤色顔牟|

塗布ぅ

209-30 I E-5 8層 土師器 高郭
外面 :ハ ケメ

内面 :ケ ズ リ・ ハケメ
細かい石英・雲 母を含
む。

良好 灰褐色

209-31 I C-5 3層 土 師器 餐 (189) ズケ
デ
デ

ナ

ナ

横

横

面

面

外

内 4 mm大 の砂粒を含む。 普 這 灰褐色

209-32 J-4 8層 土師器 高郭
外面 :横 ナデ
内面 :ケ ズ リ・ 横ナデ

細かい雲母・ 石英を含
む。

良好 灰褐色 外面に赤色顔料塗布。

209-33 I
一　

一
4層 土師器 高郭

面
而

外
内

デ

デ

ナ

ナ

横

構
細かい石英・雲母を含

良好 橙褐色

209-3超 D-6 3層 土師器 碗 (130)
外面 :横ナデ 。一部ケズ リ

内面 :横ナデ・ 放射状の圧痕
細かい石英・雲母を含
む。

普遷 淡黄橙色 外面底部に黒斑あり。

209-35 I D-4 4層 土製品 土 玉 織目:ナ デ 細かい砂粒を含む。 良好 黒掲色

209-36 [-4 8層 土製品 支脚 禽許ナデ 3 mm大 までの石英他含
む。

良 好 灰褐色 側面が被熱。

209-37 [-4 8層 土製品 竃
外面 :ハ ケメ

内面 :ケ ズ リ
石英・ 白色粘土粒を含
むぅ

普通 黄橙色 内面に孔あり。

209-38 I ほ-4 3層
Jtt H叩 負

土 器
琢 117

面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

密(細かい雲母を含む)。 良好 淡橙褐色

209-39 I D-5 3層
土師質
キ哭 郭 123 外面 :回転 ナデ・ 回転糸切 り

内面 :回転 ナデ
石英・雲母を含む。 良好 黄灰色

209-40 I C-5 3層 土師質
土器

琢 (138)
面
面

外
内

回転ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ

細かい石英・雲母を含
む。

普 通
外 :灰黄色
丙 :泌里 lB缶

209-41 I D-4 3層 」二H中 壬
土器

皿
外面 :横ナデ・ 回転糸切り
内面 :横ナデ

密 普通 灰白色

209-42 I B-4 3層
土師質
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内而 :同転ナデ

密 良好 暗褐色

209-43 I A-5 4層 土 師質
土器

皿
外面 :回転ナデ・ 回転糸切 り
内面 :回転 ナデ 密

や
良

や
不 橙褐色

209-4J I E-3 3層
土師質
十器

添
外面 :回転 ナデ・ 回転糸切 り
内而 :回転ナデ

密(細かい石英を含む)。 良好 灰黄色

209-45 X D-5 3層 朝鮮 碗
内面 :同台に砂 目付着 密 良 好 灰 自色

210-1 須恵器 高年
外面 :回転ナデ
内而 :ナ デ・ 回転ナデ

3 mm大 の砂粒を含む。 良好 青灰色 2方向に長方形透 し孔。

210-2 Ｃ・８挫
須恵器 士臣

外血 :回転ナデ

内面 :回転ナデ
細かい砂粒を含む。 良好 青灰色

210-3 I F-2 土師器 高郭
外面 :ナ デのちハケメ・ 横ナデ
内面 :ケ ズ リ・ 横ナデ

2 mm大 の石英を含む。 良好 天褐色 外面に赤色顔料塗布。

210-4 I
聴 認 調 倉

G25
土製品 土錮 禽雷:ナ デ 2 mm大 の石英を含む。 普 通 灰 白色

210-5 I B-5 瓦質 甕 (256)
面
面

外
勺

回転 ナデ

回転 ナデ
密 良好 黒 色

210-6 Ｃ・８撤
瓦質 (276)

面

面

外

内
回転ナデ・ 面取 り
回転ナデ

密 良好
外 :黒色
丙 :庁想 御 側面に窓あり。

210-7 I G-3 瓦質 香炉 (104)
面
面

外
内 密 良 好 天色

210-8 I D-5 備前 播鉢
外面 :回転ナデ
内而 :同転ナデ・ *Rい摺 り日 細かい砂粒を含む。 良好 暗赤褐色

回縁 に灰 か ぶ り。外面 に達

焼 き痕 あ り。

210-9 I
G-2
西Tr

土師器 皿 (102)
面
面

外
内

回転 ナデ・ 回転糸切 り
回転ナデ 密 良 好 炎黒褐色

210-10 I G-3 土師器 花 立
面
而

外
内 密 普通 登褐色

朝山八幡宮元宮碑周辺出土木製品観察表

挿図番号 出土地点 種  別 緊
ω

幅

卿
酪
ｍ

加工・使用状況 樹 種

143-1 石碑南東 柱根
底面より8側のところに、長さ5cm・ 幅4 5cnの えつ り孔。底面に粗い切断痕、基部に

も粗い加工痕あり。
ク リ

143-2 石碑南東 礎板 片面を割 り、一面に木の表面を残す。両端は斜めに粗い切断痕を残す。 シイ属
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白枝本郷遺跡出土木製品観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層位 種 別 肇
ｍ

幅

ｃｍ

厚 さ

(cm)
加工・使用状況 樹  種

150-1 I
2号建物
跡P10 3層上面 柱 根

底面より19cmの ところに、長 さ 7 cm・ 幅 6 cmの えつ り孔。底面には粗い切断痕あ
り。

ク リ

157-1 号墓 3層_上面 棺 339 東長側板。計14個の孔があり、表面に顕著な加工痕。 ス ギ

157-2 号 墓 3層上面 棺 13 西長側板。計14個の孔があり、表面に顕著な加工痕。 ス ギ

157-3 号 墓 3層上面 棺 西長側板。計 5個の孔があり。 ス ギ

157-4 号 墓 3層上面 権 を0 北短側板。四隅に孔あり。中央は平滑に加工。 ス ギ

157-5 号墓 3層上面 棺 南短側板。中央は平滑に加工。

[58-11 号墓 3層上面 櫛 11 歯は 2 mm間 隔で、25本 あり。 ヤマモモ

158-12 号墓 8層上面 櫛 11 歯は l mm l本でほぼ隙間なく並ぶ。

165-3 号溝 3層上面 鳥形木製品 110 37 側面は面取 りされる。絵のある面 と裏面は平滑でなく一部は荒れる。 ヒノキ亜科

165-9 I 1号溝 3層上面 鳥形木製品
頭部か ら上部に騒著な加工痕があり、下部には孔を設け、長さ 9 cm以 上・ 径 6 mm
の心棒が挿入される。

165-10 号溝 3層上面 板材 墨線のある面は平滑だが、裏面は整形痕な し。焼損。 ヒノキ

165-11 号溝 3層上面 薄板 墨線のある面は平滑。焼損。 ヒノキ

165-12 号溝 3層上面 薄板 両面に墨線のあり。焼損。 ヒノキ

165-13 号溝 3層上面 板材 110 墨線のある面の裏面が大 きく焼損。

165-14 号溝 3層上面 薄板 右側面は欠損。墨痕あり。 ヒノキ

165-15 号溝 3層上面 薄 板 21 両側面は欠損。焼損。

165-16 号 溝 3層上面 薄板 18 下面の一部以外は欠損。 ヒノキ亜科

165-17 号溝 8層上面 薄板 両側面は欠損。 ヒノキ

165-18 号 溝 3層上面 薄板 左側面は欠損。墨痕あり。 ヒノキ亜科

165-19 号溝 3層上面 薄板 17 両側面の一部 と下面は欠損。一部焼損。 ヒノキ

165-20 号溝 3層_ヒ面 薄 板 11 上端を除き欠損。一面に墨痕あり。 ヒノキ

165-21 号薄 3層上面 薄板 花弁状完形品。両面に墨痕あり。 ヒノキ

165-22 号溝 3層上面 薄板 52 左側面・ 上端欠損。両面 とも炭化。 ヒノキ亜科

165-23 号溝 3層上面 板材 表面 は平滑。上端焼損、下端折損。 ヒノキ

165-24 号溝 3層上面 棒】犬 全面 に加工痕残 り、両端を鋭利に尖 らす。 ヒノキ

166-25 号 溝 3層上面 板材 31 中央及び側而 に孔。一部に墨痕。両面 とも炭化。 ヒノキ

166-26 号溝 3層上面 板 材 31 中央及び側面に孔。両面に墨痕、炭化。 ヒノキ

166-27 号 溝 3層上面 板材 07 中央及び側面に孔。墨痕、炭化。片面欠損。 ヒノキ

166-28 I 1号溝 3層上面 板材 09 中央及び側面に孔。片面は平滑に仕上げられるが も、片面は割 ったように粗い。
両面 に墨痕、炭化。

ヒノキ

166-29 号滞 3層上面 板材 中央に孔。片面欠損。墨痕。全 く焼損せず。 ヒノキ

166-30 号溝 3層上面 板材 06 中央に孔。片面欠損。墨痕。一部焼損。

166-31 号溝 3層上面 板材 中央に孔。墨痕。大 きく焼損。 ヒノキ

166-32 号滞 3層上面 板材 31 中央に孔。墨痕。大 きく焼損。

166-33 号 溝 3層上面 板材 15 上端焼損。孔あり。一部墨痕。 ヒノキ

166-34 号溝 3層上面 板材 両端焼損。 ヒノキ

166-35 号溝 3層上面 板材 全面焼損。側面に孔あり。 ヒノキ

166-36 号溝 3層上面 板材 一側面を弧状に成形。表面は平滑に削 られた部分あり。中央に孔。下端焼損。 ヒノキ

166-37 号溝 3層_L面 板 材 右側面を弧状に成形。左側面は欠損。中央に孔。上端焼損。36に類似。 ヒノキ

166-38 号涛 3層上面 板材 [5 と1 下端か ら4 6cnの ところに孔。下端面取 り。左側面は欠損。上端焼損。 ヒノキ

166-39 号溝 3層上面 板 材 上端か ら5 4cmの ところに孔。上端面取 り。下端焼損 ヒノキ

166-40 号溝 3層上面 板材 下端斜めに切断。上端焼損。 ヒノキ亜科

166-41 号溝 3層上面 板材 15 下端か ら5 6cDの ところに孔。両面に墨痕。上端焼損。 ヒノキ

166-42 号溝 3層上面 竹材 20 12 下端斜めに切断。上端折損。 タ ケ

179-18 Ⅲ 7号井戸 8層上面 杓子未成品 110 杓子頭部。柄欠損。上・下面に粗い成形痕。 フジキ

179-19 Ⅲ 7号井戸 3層上面 杓子未成品 柄の端部欠損。頭部は上・ 下面に粗い成形痕。柄は断面が五角形。 フジキ

179-20 Ⅲ 7号井戸 3層上面 杓子未成品 杓子柄部。僅かに反 りがあり、横断面形は五角形。端部は尖るように成形。

179-21 Ⅲ 7号井戸 3層上面 杓子未成品 杓子柄部。反 りがあり、横断面形は五角形状。両端は欠損。 エノキ

179-22 Ⅲ 7号井戸 3層上面 不 明
上面を平滑にするが、他は樹皮を残す。両端に切断痕があり、基部は本来二又に
分かれるもの。

179-23 I 6号井戸 3層上面 柄 11 柄の基部。端部 は幅広 となる ス ギ

179-24 I 6号井戸 3層 ヒ面 曲V7J 側板片。円形に曲げるため縦にケビキを入れる ス ギ

179-25 I 6号井戸 8層上面 曲物 側板片。円形に曲げるため縦にケビキを入れる ス ギ

179-26 I 6号井戸 8層上面 不 明 全面 に成形痕。両端部は焼損、折損。 ス キ

179-27 9号井戸 3層上面 不明 上面に浅い溝。両端部は焼損、折損。 ヒノキ

179-28 9号井戸 3層上面 不 明 14 左端部横断面は台形。両端が欠損。 ス ギ

79-29 10号井戸 3層上面 漆 器 外面 は黒漆で赤漆の文様。内面は赤漆。 ヒノキ

87-39 B-7 2層 漆器 肉外面に黒漆。内面はその上に赤漆。

87-40 I D-5 2層 折敷 67 底板隅部の破片

187-41 I F-2 1層 曲物 は板片。上端欠損。片面焼損。 ノ キ

187-42 I D-4 2層 曲 物 底板片。下端欠損。

210-14 Ш C-7 不明 片側端部焼損。 スギ
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白枝本郷遺跡出土金属製品観察表

号 溝 3層 卜F覇 鉄 餅

号 濠 3層 ヒ雨 鉄 釘

167-46 号 滋 3層 ヒ而 鉄 釘 03 杉
^

167-47 号 潜 3層 ヒ而 鉄 釘 05 断面方形 ^

167-48 号 溝 8層 L雨 鉄fl 04 菌部俸 用によ り市が る^断補方形ハ

167-49 号 溝 3層 _L而 鉄fl 03 頭部値用 によ り曲が る^断而方形ハ

167-50 号 溝 3層 _L而 鉄 釘 頭部樽用 によ り曲が る^断而方形ハ

167-51 号 溝 3層上而 鉄 釘 03 夫徳 用^函部曲が らず、薄 く幅広ぅ 断而方形ハ

167-52 号 溝 3層上而 鉄 釘 02 頭部種 用によ り曲が るハ断面方形ハ

167-58 溝 3層上面 81 02 頭部 やや曲が る。断而方形。

167-54 潜 3層上面 釘 08 頭部 やや がる。断而方形。
167-55 溝 3層上面 釘 頭部使 用によ り がるぃ断面方形ぃ
167-56 滴 3層上E 釘 08 頭部使 用によ り がる。断而方形の
167-57 盾 3層土 釘 頭部使用 によ り が る6似

167-58 績 3層上 鉄 釘 頭部使用 によ り曲が るぅ断

167-59 庸 3層上面 鉄 釘 吏用 によ り曲が る。断

167-60 溝 3層上面 t釘 吏用 によ り曲が る。断

167-61 溝 3層上面 鉄 釘
「
部やや曲がる。】

;薦 3層上 血 鉄 釘 頭部使用 によ り曲が る。断面方形

号 病 8層上 面 鉄 釘 頭 郡 により曲がる。既
号病 3層上 画 鉄 釘 頭部使用 によ り曲が る。既 j形。
号 肩 8層上 画 鉄 釘 頭部使用によ り曲が る。断面方形。

号病 8層上 画 鉄 釘 頭部使用 によ り曲が る。断面方形。

号 庸 3層上 面 鉄 釘 頭部、先端部欠

号庸 3層上 面 小明 11 断面i 形、釘 よ り太 い。

4号井声 ユEIl 小明 「LD端欠損。新血方形。

3層上血 小明 1 両端が尖 る。断面万形

0 向lic欠慣。断面万形。

4

4 4

4 向端が尖 る。断面万形。

1

I

187-47 2層 鋪禦揮管 47

187-48 2!言 鉄 鍋 7

187-49 2'言 鉄 鍋 50 5

187-50 2'詈 不 明 5 断面附 辱方形ハ

187-51 Ⅲ D-7 21目 不 明 1 断面 円形ぃ面嬬焚椙ハ

187-52 E 2層 鉄 釘 0 断而方形^牛端部次椙ハ

187-53 D-5 2層 鉄 釘 0 5 断而岳方形状^由が るハ

187-54 F-5 2層 鉄 釘 05 頭部徳用によ り曲が るハ断面方形ハ

187-55 Ⅲ E-6 2層 鉄 釘 両端部 欠椙ハ

187-56 Ⅲ E-7 2層 不 明 刀子関部の可能性有 りぃ

187-57 Ⅲ B-8 2層 禾 明 片而が而 をな し、X線写真で は内部 に嫁が ある。簾鉄か。

188-1 F-2 と層 銅 銭 01 築通宝ぃ

188-2 I-4 2層 銅 銭 01 楽通 EF.

188-3 D-5 銅 銭 無支銭ぃ

197-64 5層上而 禾 明 蔵板状。酸化砂が厚 く付着ぃ

209-50 G-3 8 刀 形 は一方 に刃が付 く。

10-15 D-4 鉄 ζ 頭部使用によ り曲が る。断面方形ハ

10-16 確認調査G25 鉄 ζ 断 面 男り̂

白枝本郷遺跡出土石製品観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層 位 種 房J 長さ(cm) 咄暑(cm) 厚 さ(cll) 重量 (宣 ) 加工・使用状況 石 材

16号溝 3層上面 砥石 両端欠損。横断面は長方形で 4面 を使用。 凝灰岩

174-7 2号井戸 3層上面 砥 石 13 57 一方 の端部欠椙。全而使用 し、両而 に溝 あ りぅ 凝灰岩

176-9 1号井戸 3層上面 五輪塔 255 4270 空風輪。茎部に幅1 8cm程 の加工痕。 凝灰岩

76-10 2号井戸 3層 _L而 石 臼
「

臼ハ下而に精日、側面に杷手¶あり 安 山岩

76-11 2号井戸 3層上 面 砥 右 一方 の端部欠損。端部含め 5面を便用。 不明

76-12 2号井戸 3層
「

而 5940 下面に内割 り、幅3 3clnの 加工痕。地輪か。 不明

78-13 6号井声 3層上面 砥 石 両端欠椙。横断面 は長方形 で 4面を便用。 凝灰岩

11号土坑 8層上面 砥石 両端欠損。横断面は多角形状で全面を使用。 凝灰岩

187-32 G-3 2層 砥 石 面端欠帽ぃ構断面 は長方形で 3而を使用ぅ 凝灰岩

187-33 G一判 2層 砥石 31 両端欠損。横断面は長方形で 4面 を使用。 流紋岩

187-34 F-3 2層 祇 店 一方 の端部欠椙ハ端部以外 の 6而を値用。 流紋岩

187-35 -2 2層 砥 右 完形品。 向端部 を含 め、全画を便用。 疑灰岩

187-36 2層 砥石 9 両端欠損。横断面は多角形で全面使用。 流紋岩

E-4 2層 砥 石 両端欠帽ぅ橙断面 は薄板状 で 4面を使用。 凝灰岩

F-3 2層 砥石 73 一方の端部欠損。端部以外の 4面を使用。 凝灰岩

197-60 20号浦 5層上扁 紡錘車 47 凝灰岩

197-61 20号溝 5層上面 砥石 130 尚端欠損。横断向 は長万形で 4面 を便用。 凝灰岩

197-62 20号潜 5層
「

而 紙 有 面嬬焚椙ハ構断面 は岳方形で 4而をff用ハ 輝灰岩

197-63 20号庸 5層上面 砥 石 凝灰岩

209-46 日-4 4層 砥石 両端欠損。横断面 は五角形状で 2面を使用。 癖灰 h‐

209-47 G-2 3層 砥 石 面端欠椙。上而 と 1側面 の 2面を使用。 貞 岩

209-48 I-3 6層 砥石 両面 と側面の 3面を使用。破面にも利器痕。 凝灰岩

210-11 Ⅲ 排 ■ 勾 玉 5 めのう

210-12 確認調査G25 砥石 両端 と左側面欠損。 向血及 び側由 の 3面便用。 凝灰岩

210-13 確認調香G22 一方の端部欠損。海部分残 り、下面 も加工。 凝灰管頁岩
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白枝本郷遺跡出土鍛冶関連遺物詳細観察表

1.調査の手順

白枝本郷遺跡出土鍛冶関連遺物からの資料の抽出、詳細観察表と実測図の作成、写真撮影につい

ては角田が行った。

その後、金属学的な調査についてはlMl九州テクノリサーチに委託 し、大澤正己・鈴木瑞穂両氏よ

り報告を受けた。

2.詳細観察表の見方

詳細観察表は、島根県において製鉄関連遺物の検討で採用されている様式を用いた。主な項目の

見方は以下の通 りである。

(1)遺物種類 金属学的な分析を行う前に、考古学的な観察により判定 した遺物の種類である。

(2)法  量 資料の現存する最大長、最大幅、最大厚、重量を計測 したものである。

(3)磁 着 度 鉄滓分類用の「標準磁石」をマニュアルにより用いて、 6 mmを単位として資料との

反応の程度を 1か ら数字で表現 した。数値が大きいほど磁性が強い。

(4)遺 存 度 資料が完形品か、破片か、半分程度の残存かを示す。

(5)破 面 数 資料が破片の場合、破面がいくつあるかを示す。

(6)メ タル度 埋蔵文化財専用に整準された小型金属探知機によって判定された金属鉄の残留の程

度を示すもので、基準感度は次の通 りである。

H(○) Hは 最高感度で、ごく小さな金属鉄が残留することを示す。

M(◎) Mは 標準感度で、一般的な大きさの金属鉄が残留することを示す。

L(●) Lは 低感度で、やや大きな金属鉄が残留することを示す。

特L(☆)特 Lは低感度で、L以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

(7)分  析 どの分析をどの部分について行うかを○印で示す。

(8)所  見 種別、形態的特徴、破面 。断面の状況、木炭痕や気孔の有無、及び付着物などの状

況について記す。

(9)分析箇所 資料のどのような部分を調査・分析するのかを記す。また、観察表下の実測図の網

掛け部分は分析に供 した試料の位置を示す。

10 備  考 遺物の出土状況など関連する事項を記す。

白枝本郷遺跡出土鍛冶関係遺物分析資料一覧表
(津 :メ タル又は胎土)

遺 跡 也区・層位・遺帯 遺物種類

重
　
旦景

ｇ
）

メ
タ
ル
度

分析コメントク

検

　

　

鏡

Ｅ

Ｐ

Ｍ

Ａ

刊

例

剛

判

化

学

分

析

分析位置指定 採取方法

モ
　
ノ

ク
　
ロ

カ

|

珠

i/R

区

剛

涙

1 白枝本刻 Ⅱ区 145層 椀形鍛冶津 5 H(○ ) 学部を中心に Di Di 短軸端部 1/3 菫線状の切断 ○

2 白枝本刻 Ⅲ区 D72層 可] 国 2 な  し 羽国として DI 長軸端部 1/2 菫線状の切断

3 白枝本狙 Itt C 5 4号涼 椀形鍛冶津 82( 7 H(○ ) 学部を中心に Di Di 短軸端部 1/2 茎線状の切断

4 白枝本独 Ⅱ区 2層 椀形鍛冶滓 7 H(O) 学部を中心に ⊃| Di 短軸端部 1/4 壷線状の切断

5 白枝本刻 二区 G-5 2層 椀形鍛冶滓 128( 9 M(◎ ) 学部を中心に DI 短軸端部 1/3 巨線状の切断
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資料番号 1

出土状況
遺 跡 名 白枝本郷遺跡 遺 物 Nα

分

析

項 目 滓 胎土

出土位置 Ⅱ区 I-4 5層 時期 :根拠 奈良時代か

マ ク ロ

鏡

度

▲
析
析

度
〓

化
一過

ＰＭ
騨

勤
火
一ロリ
射
艤

検

硬

Ｅ
攻

化
耐
万

放
支

○

○

〇
一

試料記号

検 鏡 :SIR-2

化 学 :SIR-2

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  9 5cnl

短径  6 2cm

厚さ 3 4cm

重量 1580g

色  調

表 :茶褐色 遺 存 度 破片

地 :淡黒褐色 破 面 数 2 ○

磁 着 度 5 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓
メタル度 H (○ ) 断面樹脂

観察所見

分析部分

備  考

平面、長楕円状の椀形津の上に、岸が 2段になるように形成されたものである。下段の滓は先端部を欠損している

が、上面はほぼ平坦で、側部から底面が緩く椀形を呈し火窪の形状を留めている。底面には炉床土と見られる粘上が

僅かに付着するほか、上面には木炭の噛み込みが認められる。岸の表面には小さな気孔が多数見られる。上段の滓は

ほとんど原状を留めないが、中央部上面に黒褐色で光沢のあるガラス質津が付着しており、この部分に羽口先端部が

接していたことが分かる。 したがって、羽口は本図左側から炉内に挿入されていたことが明らかである。上段の津は

下段に比べ左側にずれて形成されているのは、羽回の焼損により先端部が後退 したためと考えられる。上段の滓底面

には一部に木炭痕が付いている。地の色調は淡黒褐色であるが、酸化物が表面に薄く付着し部分的に淡茶褐色を呈す

る。

短軸端部1/3を直線状に切断し、津部を分析に用いる。残材返却。

Ⅱ区 I-4グ リッド5層では奈良時代の須恵器郭のほか、土製支脚・土師器高郭が出土しており、古代に遡る可能性

が高い資料である。本資料は椀形岸が 2段 に形成されていること、上段の滓に羽口が接 していたことを示すガラス質

津が残っているところに特色がある。

〕            5cm

上 面
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資料番号 2

出土状況
遺 跡 名 白枝本郷遺跡 遺 物 配

分

析

項  目 岸 胎土

出土位置 Ⅲ区 D-7 2層 時期 :根拠 室町時代か

マ ク ロ

検  鏡

硬  度
EPMA
X線解析

化学分析

耐 火 度
カロリー

放 射 化

○

試料記号

検 鏡 :SIR-3

化 学 :SIR-3

放射化 : 一

計
　
測
　
値

外径  2 5cm

内径  3.4cm

厚さ 2 3cn

重量  18.Og

色  調

表 :灰褐色

地 :淡赤褐色

遺 存 度 破片

破 面 数 4

磁 着 度 2 前 含 浸
遺物種類
(名称)

可]口
メタル度 な し 断面樹脂 X線透過

観察所見

分析部分

備  考

鍛冶羽口先端部の小片。側面に僅かに外面が残るが他は破面で、送風孔部は失われている。全体に被熱 しており、

外面は灰褐色、送風孔側は淡赤褐色を呈する。胎土中には5 nlnl大 の小石を含むが、他は細かい長石または石英がみら

れる程度で密である。また、 91111nく らいまでの短い繊維が比較的多く見られることから、胎土中に繊維が混和された

ものと思われる。外面には黒色またはやや緑がかった黒褐色を呈するガラス質津がやや厚く付着する。 刀ヽ破片である

ため、外径・送風孔径とも不明であるが、全体形状からすれば小形の鍛冶羽口と見られる。

長軸端部1/2を直線状に切断し、羽口として分析に用いる。残材返却。

室町時代を中心とした遺物の包含層である2層からの出土 した資料。

古墓などで構成されるが、調査範囲内では鍛冶炉は確認されていない。

かっていることから、付近に鍛冶関係の遺構があることが想定される。

主体で、羽口は本資料のような小片しか検出されなかった。

室町時代の遺構は掘立柱建物跡・井戸 。溝 。

遺跡は調査区の北側へさらに広がることが分

調査区内で出土した鍛冶関係遺物は椀形滓が

0            5cm
上 面
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資料番号 3

出土状況
遺 跡 名 白枝本郷遺跡 遺 物 No PNo,256

分

析

項 目 滓 胎 土

出土位置 Itt C-5 4号 溝 時期 :根拠 室町時代 :伴出土器

マ ク ロ

検  鏡

硬  度

EPMA
X線解析

化学分析

耐 火 度

一〇
〇

試料記号

検 鏡 I SIR-1

化 学 i SIR-1

放射化 :―

計
　
測
　
値

長径  6 6cm

短径  3 0cm

厚さ 2 8cm

重量 820g

色  調

表 :茶褐色 遺 存 度 破 片

地 :淡黒褐色 破 面 数 3 ○

磁 着 度 7 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓

カロリー

放 射 化
メタル度 H (○) 断面樹脂 X線透過

観察所見

分析部分

備  考

椀形鍛冶滓側縁部の破片で、原状を保つのは上面と側面の一部及び底面である。上面は中程がやや凹み、側面との

境に肩部をもつ。側面から底面にかけてはやや屈曲し強い角度をもつが椀形をなしており、火窪の形状を留めている。

厚さは2 8claと やや厚手で、大きさのわりには重量感がある。破面や表面の一部には小さな気孔が見られるが、比較的

緻密である。地の色調は淡黒褐色であるが、酸化物が表面に付着 し茶褐色を呈する。

短軸端部1/2を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

室町時代の溝である4号溝からの出土資料である。遺構出土資料としては唯―のもので、やや厚手で大きさのわり

に重量感があるのが特徴である。

上 面

0            5cm

冬 </可
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資料番号 4

出土状況
遺 跡 名 白枝本郷遺跡 遺 物 No

分

析

項  目 津 ]台土

出土位置 Ⅱ区 H-4 2層 時期 :根拠 室町時代か

マ ク ロ

検  鏡
硬  度
EPMA
X線解析
化学分析
耐 火 度

一〇

〇

試料記号

検 鏡 :SIR-4

化 学 :SIR-4

放射化 : 一

計
　
測

値

長径  6 7cm

短径  7 2cm

厚さ 1.6cm

重量 1160g

色  調

表 :茶褐色 遺 存 度 完形

地 :淡黒褐色 破 面 数 0
○

磁 着 度 7 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓

カロリー

放 射 化
X線透過

メタル度 H (○) 断面樹脂

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整な三角形状をした椀形鍛冶滓である。表面にやや欠損 した部分があるが大きな破面はなく、ほぼ原状を

留めるものである。上面は中程がやや凹み、なめらかな流動状となる。側面から底部は緩く椀形をなし火窪の形状を

留めており、底部には木炭痕と見られる凹凸がある。表面が剥離 した部分には小さな気孔が多く見られる。地の色調
は淡黒褐色であるが、酸化物が表面に薄く付着し部分的に茶褐色を呈する。

短軸端部1/4を直線状に切断し、津部を分析に用いる。残材返却。

室町時代を中心とした遺物の包含層である2層からの出土 した資料。調査区内で出土 した鍛冶関係遺物は2層 出土
のものが多く、椀形津が主体であるが、本資料は薄手で上面が流動状を呈するところに特色がある。

上 面

下 面

0            5cm
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資料番号 5

出土状況
遺 跡 名 白枝本郷遺跡 遺 物 No PNo,128

分

析

項 目 滓 メ タル

出上位置 Itt G-5 2層 時期 :根拠 室町時代か

マ ク ロ

鏡
度

▲
析

析
度

ＰＭ一綴
勃
火

検

硬

Ｅ
文

化

耐

○

○

〇
一　
〇

○

試料記号

検 鏡 :SIR-5

化 学 :SIR-5

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  6 5cm

短径  4 7cm

厚さ 3 4cm

重量 1280g

色  調

表 :茶褐色

地 :黒褐色

遺 存 度 破片

破 面 数 3

磁 着 度 9 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓
一
化
一過

ロリ
射
礎

力
放
支メタル度 M (◎) 断面樹脂 ○

観察所見

分析部分

備  考

椀形鍛冶滓側縁部の破片で、原状を保つのは上面と側面の一部及び底面である。上面は中程が膨んで厚みがあり、

側面はそのまま緩く底部へと続き椀形を呈する。破面や表面の一部には小さな気孔が見られるが、比較的緻密である。

地の色調は黒褐色であるが、酸化物が表面に付着 し茶褐色を帯びている。メタル度 。磁着度から見て滓中に含鉄部が

残っていることも想定される。

短軸端部1/3を直線状に切断し、津部を分析に用いる。残材返却。

室町時代を中心とした遺物の包含層である2層からの出土 した資料。 2層出上の鍛冶関係遺物は椀形岸が多いが、

本資料は厚手で含鉄部が残る可能性があるところに特色がある。

上 面

0            5cm

Ч )  _
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 中野清水遺跡出土玉石材と管玉未製品の産地分析

藁科 哲男 (遺物材料研究所)

はじめに

今回分析を行 った玉類は勾玉、管玉などで、玉類の原材料としては滑石、軟玉 (角 閃石)、 蛇紋

岩、結晶片岩、碧玉、メノウなどが推測される。一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定 し、それ

が真実のよう思われているのが実態である。これら玉材については岩石の命名定義に従って岩石名

を決定するが、非破壊で命名定義を求めるには限度があり、若干の傷を覚悟 して硬度、光沢感、比

重、結晶性、主成分組成などを求めるくらいであり、非破壊で命名の主定義の結晶構造、屈折率な

どを正確には求められない。また原石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、ど

この産地原石が使用されているかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となるの

である。遺跡から出土する大珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡

で加工されたということを調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイ (硬玉、軟玉)や碧玉の原

産地 うち、どこの原産地の原石を使用 しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。

玉類の原石産地を明らかにすることは考古学生重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見

されるまでは、中国、雲南、 ビルマ説であったが、発見後は、 もっぱら国内説で、岩石学的方法
1)

および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析をおこなう方法として蛍光X線分析を用いる元素比法
雰°

が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究としては蛍光X線分析法と

電子スピン共鳴法を併用することで産地分析をより正確に行った例
のが報告されている。石鏃など

の石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得 られた結果の意味

も異なる。(1)石器の原材産地推定で明 らかになる遺跡から石材原産地までの移動距離、活動範囲

は、石器が生活必需品であるので、生活上必要な生活圏と考えられる。(2)玉類は古代人が生きる

ために必ず しもいるものではなく、勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守 り、占いの道具、アクセ

サ リーとして精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らか

になるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を現わしてい

るかもしれないし、お祭、御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏ではないか

と考えられる。 このように玉類の産地分析では、石器の原材産地分析で得 られない貴重な資料を考

古学の分野に提供することができる。

今回分析を行 った遺物は、島根県出雲市に位置する中野清水遺跡の弥生時代の玉石材・砥石・石

剣状石製品 4個と管玉未製品 1個、関連資料である矢野遺跡出土玉石材 3個の合計 8個である。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか

ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重

の違い、原石に合有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分

析はできない。成功するかどうかは、とにか く行ってみなければわからない。原産地同士が指紋で

-277-



もって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較 して、一致 しな

い原産地を消去 して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多 く、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展 しない。よって石器の原材産地分析で成功 している°非破壊で分析を

行なう蛍光X線分析法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土 した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置 くだけの、完全な非破

壊で産地分析を行った。玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの

違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をり、この元素比の値を原産地を区

別する指標とした。碧玉製玉類はESR法 を併用するが試料を全 く破壊することなく、碧玉に含有

されている常磁性種を分析 し、その信号か ら碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利

用 したの
。

碧玉原石の蛍光X線分析

碧玉の蛍光X線スペク トルの例として島根県、花仙山産原石を図 1に示す。猿八産、玉谷産の原

石から検出される蛍光X線 ピークも異同はあるものの図 1で示されるピークは観測される。土岐、

興部の産地の碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用い

る元素比組成は、A1/Si、 K/Si、 Ca/K、 Ti/K、 K/Fe、 Rb/Fe、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr

である。Mn/Fe、 Ti/Fe、 Nb/Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大きくな

るので定量的な判定の指標とはせず、判定のときに、Ba、 La、 Ceの ピーク値とともに、定性的に

原材産地を判定する指標として用いている。

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析 した碧玉の原石の原産地を図 2に示す。佐渡猿八原産地は、①新潟県佐渡郡畑野町猿八地区

で、産出する原石は地元で青玉と呼ばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を

示 し、質の良 くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらし

く採石跡が何ケ所か見 られる。今回分析 した原石は猿八の各地点から表採 したもの、および地元で

提供された原石などであり、また提供されたものの中には露頭から得 られたものがあり、それはグ

リーンタフ層の間に約 7 cm幅 の良質の碧玉層が挟まれた原石であった。分析 した原石の比重と個数

は、比重が2.6～2.5の 間のものは31個、2.5～ 2.4の 間は 5個の合計36個で、 この中には、茶色の碧

玉 も2個含まれている。原石の比重が2.6～ 2.3の範囲で違 っても、碧玉の色が茶色、緑色、また、

茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色の違いがあっても分析 した組成上には大きな差はみられな

かった。出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は②島根県松江市玉湯町玉造温

泉地域である。横屋堀地区から産出する原石は、濃緑色から緑色の緻密で剥離面が光沢をもつ良質

の碧玉か ら淡緑色から淡白色などいろいろで、他に硬度が低そうなグリーンタフの様な原石 も見 ら

れる。良質な原石の比重は2.5以上あり、質が悪 くなるにしたがって比重は連続的に2.2ま で低 くな

る。分析 した原石は、比重が2.619～2.600の 間のものは10個、2.599～2.5001ま 18個、2.499～ 2.400は

7個、2.399～ 2.3001よ 11個、2.299～ 2.2001ま 11個、2.199～2.104は 3個の合計60個である。比重から

考えると碧玉からグリーンタフまでの領域のものが分析されているのがわかる。 これら花仙山周辺
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の面白谷、馬璃公園、 くらさこ地区などから原石を採取 し組成の似た原石で、 くらさこ群、面白谷

馬瑞群、花仙山凝灰岩群などを作った。玉谷原産地は、③兵庫県豊岡市辻、八代谷、日高町玉谷地

域で産出する碧玉の色、石質などは肉眼では花仙山産の原石と全 く区別がつかない。また、原石の

中には緑系色に茶系色が混 じるものもみられ、 これは佐渡猿八産原石の同質のものに非常によく似

ている。比重 も2.6以上あり、質は花仙山産、佐渡猿八産原石より緻密で優れた感 じのものもみら

れる。この様な良質の碧玉の採取は、産出量 も少ないことから長時間をかけて注意深 く行 う必要が

ある。分析 した玉谷産原石は、比重が2.644～2.6001ま 23個、2.599～2.589は 4個の合計27個で、玉

谷産原石は色の違いによる分析組成の差はみられなかった。また、玉谷原石と一致する組成の原石

は日高町八代谷、石井、アンラクなどで採取できる。二俣原産地は、④石川県金沢市二俣町地域で、

原石は二俣川の河原で採取できる。二俣川の源流は医王山であることから露頭は医王山に存在する

可能性がある。 ここの河原で見られる碧玉原石は、大部分がグリーンタフ中に層状、 レンズ状に非

常に緻密な部分として見 られる。分析 した4個の原石の中で、 3個は同一塊から3分割 したもので、

1個 は別の塊からのもので、前者の 3個の比重は2.42で後者は2.34で ある。また元素組成は他の産

地の組成と異なっており区別できる。 しか し、 この 4個が二俣原産地から産出する碧玉原石の特徴

を代表 しているかどうか検証するために、さらに分析数を増やす必要がある。細入村の産地は、⑤

富山県婦負郡細入村割山定座岩地区にあり、そのグリーンタフの岩脈に団塊として緻密な濃緑の碧

玉質の部分が見 られる。それは肉眼では他の産地の碧玉と区別できず、また、出土する碧玉製の玉

類とも非常に似た石質である。 しか し、比重を分析 した 8個は2.25～ 2.12と 非常に軽 く、 この比重

の値で他の原産地と区別できる場合が多い。土岐原産地は、⑥愛知県土岐市地域であり、そこでは

赤色、黄色、緑色などが混 じり合った原石が産出 している。このうち緻密な光沢のよい濃緑色で比

重が2.62～ 2.60の 原石を碧玉として11個分析を行 った。 ここの原石は鉄の含有量が非常に大 きく、

カ リウム含有量が小さいという特徴を持ち、この元素比の値で他の原産地と区別できる。興部産地

は、⑦北海道紋別郡西興部村にあり、その碧玉原石は鉄の合有量が非常に高 く、他の原産地 と区別

する指標になっている。また、比重が2.6以下のものはなく遺物の産地を特定する指標として重要

である。石戸の産地は、③兵庫県氷上郡山南町地区にあり、その安山岩に脈岩として採取されるが

産出量は非常に少ない。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。③北海道富良野市の空知

川流域か ら採取される碧玉は濃い緑色で比重が2.6以上が 4個、2.6～ 2.5が 5個、2.5～ 2.4が 5個で

ある。その碧玉の露頭は不明で河原の礫から採取するため、短時間で良質のもの碧玉を多数収集す

ることは困難である。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。⑩北海道上磯郡上磯町の茂

辺地川の川原で採取される碧玉は不均―な色の物が多 く、管玉に使用できる色の均一な部分を大き

く取 り出せる原石は少ない。①石川県小松市菩提、那谷に緑色凝灰岩の露頭があり、その中に緻密

な碧玉が包含されている。産出量は少ないが良質の碧玉が菩提川、宇田川から採取される。 この河

床で採取された碧玉の中に、女代南B遺物群に一致する組成の碧玉が含まれる。

これら原石を原産地ごとに統計処理を行い、元素比の平均値と標準偏差値をもとめて母集団を作

り合計29個 を表 1-1に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群

と呼ぶ。花仙山群は比重によって 2個の群に分けて表に示 したが比重は異なっても組成に大 きな違

いはみられない。 したがって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取 り扱 った。原石群と

は異なるが、例えば、豊岡市女代南遺跡で主体的に使用されている原石産地不明の碧玉製の玉の原
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材料で、玉作 り行程途中の遺物が多数出土 している。当初、原石産地を探索すると言 う目的で、こ

れら玉、玉材遺物で作 った女代南 B(女代B)群であるが、同質の材料で作 られた可能性がある玉

類は最近の分析結果で日本全土に分布 していることが明らかになってきた。宇木汲田遺跡で採取さ

れた産地不明の管玉の中で相互に似た元素組成のものを集めて未定C(未定(C))群を作った。ま

た、岐阜県可児市の長塚古墳出土の管玉で作 った長塚(1)、 (2)遺物群、多摩ニュータウン遺跡、梅

田古墳群、上ノ段遺跡、梅田東古墳群、新方遺跡などから出土 した玉類および玉材剥片でそれぞれ

遺物群を作 り他の追跡、墳墓から出土する玉類に組成が一致するか定量的に判定できるようにし、

現在遺物群は合計102個 になり、 これら遺物群を表 1-2、 -3に示 した。 この他、鳥取県の福部

村多鯰池、鳥取市防己尾岬などの自然露頭か らの原石を 4個分析 した。比童は2.6以上あり元素比

組成は、興部、玉谷、土岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別される。また、緑系の原

石ではない。最近、兵庫県香住町の海岸から採取された親指大 1個の碧玉様の玉材は貝殻状剥離が

みられる緻密な石質で少 し青っぽい緑の石材で玉の原材料になると思われる。 この玉材の蛍光X線

分析の結果では、興部産碧玉に似ているが、 ESR信 号および比重 (2.35)が異なっているため、

興部産碧玉と区別ができる。

中野清水遺跡・矢野遺跡出上の玉石材と管玉未製品と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土 した玉材は表面の泥を超音波洗浄器で水洗いするだけの完全な非破壊分析で行って

いる。遺物の原材産地の同定をするために、(1)蛍光X線分析法で求めた原石群と碧玉製遺物の分

析結果を数理統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。(2)ま た、 ESR分 析法に

より各産地の原石の信号と遺物のそれを比較 して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する

方法も応用 した。

蛍光X線法による産地分析

玉石材、管玉未製品の比重および蛍光X線分析による元素組成比を求めて結果を表 2-1、 -2

に示 し、蛍光X線スペクトルを図 3-1～ 3-8に示す。分析 した中野清水遺跡・矢野遺跡出土遺

物全て完全な非破壊で分析を行った。蛍光X線分析は表面分析になるために、遺物の表面汚染の少

ない部分を選んで分析を行 った。中野清水遺跡、矢野遺跡出上の中で比重が2.5以下の分析番号955

99、 95602、 95603、 95604、 95605番 はバ リウム (Ba)の 含有量が多いなど元素比組成が相互に似

ていることから、同質岩石の玉石材の可能性が推測される。比重が25以上の分析番号95598、 9560

0番 の遺物はFe/Zrlヒ値が大きい、Sr/Z1/・ Iヒ値が小さいなど、同質岩石の玉石材の可能性が高い。分

析番号95600番 の管玉未製品の比重は2.768で軟玉に近い値となり、碧玉よりかなり大きい値 となっ

ている。中野清水遺跡、矢野遺跡出土遺物の中で比重が2.51こ満たない遺物でも緻密で固 く、一般

的に言われている脆い緑色凝灰岩とは異なっている。これら分析 した遺物の元素組成比の結果を碧

玉原石群・遺物群 (表 1)の結果と比較する。また分析個数が少なくて統計処理ができる群が作れ

なかった産地については、原石の元素組成比を比較 したが一致するものは見 られなかった。原石の

数が多 く分析された原産地については、数理統計のマハラノビスの距離を求めて行 うホテリングT

2乗検定0に より同定を行ったところ、どこの原石群、遺物群とも一致 しなかった。 これ ら一致 し

なかった全ての原石 。遺物群 (表 1)について、信頼限界の0.1%に達 しないなことを証明 してい
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るが、紙面都合上、表 3-1、 -2に は原石・遺物群 (表 1)の中から高確率で同定された原石・

遺物群を抜粋 して記 した。今回分析遺物の分析場所を変えて統計処理が可能な40回以上分析 し、中

野清水遺跡出土の分析番号95598番 で中野清水 1遺物群、95600番 で中野清水 3遺物群、95601番 で

中野清水 4遺物群、95602番で中野清水 5遺物群をそれぞれ作った。また、矢野遺跡出土の分析番

号95603番 で矢野hl遺物群、分析番号95604番で矢野h2遺物群、分析番号95605番 で矢野h3遺

物群をそれぞれ作った。 これら遺物と同 じ岩塊で作 られた兄弟玉類が他の遺跡で使用されていると

きに判定できるように、新 しく原石・遺物群 (表 1)に登録 した。より正確に産地を特定するため

に管玉未製品についてESR分 析を併用 して総合的に産地分析を行った。

ESR法 による産地分析

ESR分 析は碧玉原石に含有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてできた

色中心などの常磁性種を分析 し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に

利用 した。ESRの 測定は、完全な非破壊分析で、直径が1lmm以下の管玉なら分析は可能で、小さ

い物は胡麻粒大で分析ができる場合がある。図 4-(1)の ESRの スペク トルは、幅広 く磁場掃引

したときに得 られた信号スペク トルで、 g値が4.3の 小さな信号 (I)は鉄イオンによる信号で、

g値が 2付近の幅の広い信号 (Ⅱ )と 何本かの幅の狭いピーク群からなる信号 (Ⅲ )で構成された

ている。図 4-(1)で は、信号 (Ⅱ )よ り信号 (Ⅲ )の信号の高さが高 く、図 4-(2)、 一(3)の二

俣、細入原石ではこの高さが逆になっているため、原石産地の判定の指標に利用できる。各原産地

の原石の信号 (Ⅲ)の信号の形は産地ごとに異同があり産地分析の指標となる。図 5-1に花仙山、

猿八、玉谷、土岐を図 5-2に興部、石戸、八代谷-4、 女代 B遺物群、八代谷および図 5-3に

富良野市空知川の空知 (A)、 (B)、 北海道今金町花石および茂辺地川の各原石の代表的な信号

(Ⅲ )の スペク トルを示す。図 5-4に は宇木汲田遺跡の管玉で作った未定C形と未定D形および

グリーンタフ製管玉によく見 られる不明E形を示 した。ESR分 析では管玉のESR信 号の形が、

それぞれ似た信号を示す原石、産地不明遺物群のESR信 号形と一致 した場合、そこの産地の可能

性が大きいことを示唆 している。今回分析 した中野清水遺跡の管玉未製品のESR信 号の結果を図

6に示す。この管玉未製品のESR信 号は調査 した碧玉、緑色凝灰岩の原石・遺物群と一致するも

のは見 られなかった。図 6-(1)の 幅広 く磁場掃引 した信号に、Mnイ オンからの 6本の信号が

観測されている。図 6-(2)の ESR信 号 (Ⅲ )は調査 した碧玉、緑色凝灰岩の原石・遺物群と

一致するものは見 られなかった。より正確な原石産地を推測するために蛍光X線分析の結果と組み

合わせ総合判定として、両方法でともに同 じ原産地に特定された場合は、蛍光X線の元素分析のみ

で判定 した原石 。遺物群産地よりも正確に、そこの原石・遺物群と同じものが使用されているとし

て判定結果を表 3に記 した。

結 論

中野清水遺跡、矢野遺跡出土遺物の中で比重が2.5以下の分析番号95599、 95602、 95603、 95604、

95605番 の遺物および比重が2.5以上の分析番号95598、 95600番 の遺物は定性的に同質岩石の玉石材

の可能性が高いと推測 しクラスター分析を行い図 7に示 した。これら遺物の成分組成を相互に比較

するために、遺物の分析場所を変えて統計処理が可能な40回以上分析 し、中野清水 1遺物群、中野
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清水 3遺物群、中野清水 4遺物群、中野清水 5遺物群、矢野Nα l遺物群、矢野血 2遺物群、矢野血

3遺物群をそれぞれ作 った。 これら相互に定量的に比較 した結果、信頼限界としている0。 1%以上

の確率で他の遺物群に同定された遺物はなかった。この判定は非常に厳 しく、同じ岩塊で作られた

兄弟玉材遺物であれば一致するが、同質の岩石と言 うだけでは一致 しない可能性が推測される。黒

曜石、サヌカイ トの様に均―マグマが急冷されてできた岩石であれば、露頭の何処の部分で遺物が

作 られても一致するが、碧玉の様に組成のバラツキの大きい岩石では、露頭の場所が離れると成分

組成が少 し異なって くると思われる。中野清水遺跡の管玉未製品は比重が2.768と 大 きく碧玉製で

ないことは明らかで、Mnイ オンの信号が大きいことから、撤糖岩組成が変性 してできた岩石の可

能性が推測される。表面は茶色に汚染され肉眼観察での石質の推測も困難である。また、中野清水

遺跡の管玉未製品と、近 くの中野美保遺跡出上の管玉と成分組成を比較すると、Fe/Zr比値が大き

く異なりまた管玉の比重は2.1と 小さく異なった相互に異なった岩石であった。今回分析で、相互

に似た組成の玉石材の露頭が同 じと考えて、似たもの同士を一つにまとめて、遺物群を作ると同質

露頭としての判定が容易になるが、分析個数が少ないので今後分析例を増やして出雲地方の玉作遺

跡の玉石材の組成として再検討することが、より正確な判定を導 くと思われる。
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表 1-1 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

Xav i平均値、 σ:標準偏差値

原石群名
祈

数

分

個

A1/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe Rb/Fe Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Mn/Fe ri/Fe Nb/Zr 比 重

Xav± σ 士 σ Xav± σ X a vttσ X a vttσ Xa 士 σ Xav± σ Xav± σ Xav± σ Xav± σ Xav± σ X a vttσ Xav± σ
花仙山 1+2 0021■ 0003 1329± 0359 0052■ 0039 0189■ 0059 0063■ 0016 0231■ 0032 10681■3131 2388± 0585 0466± 0192 0123± 0052 0005± 0007 0010± 000J 0003± 0012 2308～ 2614
花仙山 1 0023± 0002 1598± 0172 0038■ 0020 0155■ 0031 0071■ 0015 0241■ 0019 10900■ 1887 2599■ 0452 0483± 0196 0120± 0036 0002± 0003 0010± 0001 0004± 0016 2570± 0044
花仙山 2 0019± 0003 1038■ 0277 0066■ 0049 0227■ 0058 0053± 0011 0219± 0038 10440■ 4070 2157± 0625 0446± 0185 0127± 0064 0008± 0008 0011■ 0005 0002■ 0006 2308■ 0079
興 部 0011± 0003 0580± 0320 0123■ 0137 0061■ 0049 0022± 0006 0070± 0021 17408± 1249 16990± 1344 0668± 0435 1801± 1434 0004■ 0003 0001■ 0001 0455± 0855 2626± 0032
神奈川・ 玉川 グリーンタフ 0048± 0006 0656± 0208 7350± 2233 1434± 0273 0028± 0009 0025± 0010 2743■ 1075 0061■ 0019 1187± 0474 0304■ 0039 0008± 0004 0038± 0012 0004± 0006 22～ 吸水激 し
石ナ|・ 日用チ|グ リー ンタフ 0048± 0004 2010± 0132 1192±0051 0190± 0026 0092■ 0003 0220± 0017 2125■ 0148 0467± 0040 1652± 0586 0092± 0030 0008± 0001 0017■ 0001 0010± 0011 21～ 吸水激 し
空知 Al 0039± 0006 1026±0281 2728± 0907 0547± 0119 0042± 0011 0124± 0058 3309± 1295 0353± 0101 12485± 3306 0032■ 0045 0028± 0009 0020± 0005 0007± 0010 2495■ 0039
空知A2 0021± 0008 0866± 0447 0797± 0893 0225± 0050 0032■ 0006 0039■ 0007 25866± 1150 1023■ 0499 7433± 4531 0378± 0198 0009■ 0003 0006± 0002 0118■ 0167 2632■ 0012
空知 B 0064± 0004 3600± 0328 0088± 0008 0101± 0009 0242■ 0037 0460± 0055 2137± 02瑠 0974± 0110 0190± 0082 0137± 0022 0015± 0002 0022± 0004 0134■ 0024 2607■ 0001
猿 八 1 0042± 0005 3779± 0549 0049± 0052 0074± 0013 0202± 0070 0285± 0085 2520± 087当 0654■ 0131 0177± 0154 0128± 0051 キ

一
0013± 0003 0011■ 0007 2395～ 2597

猿 八 2 0039■ 0003 3565± 0274 0016± 0013 0063± 0012 0453± 0065 0471± 0086 0983± 0172 0457± 0104 0100± 0062 0125± 0042 0011± 0008 0025± 0005 0012± 0007 2461～ 2752
猿 八 3 0086± 0002 3304± 0217 0003■ 0003 0062± 0006 0977± 0141 0854± 0110 0400± 0067 0333± 0019 0066± 0009 0280± 0149 0033■ 0017 0055■ 0009 0014± 0007 2526～ 2557
土 岐 0006± 0004 0361± 0131 0072± 0063 0098± 0063 0023± 0005 0096± 0025 43067± 2328 4056± 2545 0271± 0308 0159± 0180 0001■ 0001 0001± 0001 0072± 0160 2607± 0009
玉  谷 0025± 0009 0625± 0297 0110± 0052 0476± 0104 0045■ 0014 0151■ 0020 6190■ 1059 0940± 0205 0192■ 0170 0158± 0075 0006■ 0003 0016± 0003 0054± 0021 2619■ 0014
細  入 8 0019■ 0003 0584■ 028J 0991■ 0386 0372± 0125 0031± 0008 0073± 0020 12884± 3752 0882± 0201 1879± 0650 0026± 0032 0003± 0002 0008± 0002 0021■ 0344 2169■ 0039
緑  川 0040± 0003 0495■ 001コ 0798■ 0030 0985± 0032 0026± 0001 0044± 0004 3764± 0428 0166± 0024 0830± 0073 0155± 0022 0019± 0001 0024± 0001 0020■ 0011 2669
二  俣 0040± 0003 2520± 0140 0384■ 0015 0174■ 0004 0301■ 0036 0377± 0040 1068± 0103 0399■ 0018 0699■ 0059 0086■ 0016 0008■ 0001 0046± 0005 0020■ 0007 2440± 0091
石  戸 4 0019± 0004 0601± 0196 0075± 0022 0086± 0038 0154± 0072 0170± 0079 7242± 1597 1142± 0315 0649± 0158 0247± 0092 0007± 0001 0009± 0002 0227■ 0089 2598■ 0008
茂辺地川 4 0031± 0002 1847± 0246 0077■ 0024 0222■ 0052 0092± 0021 0190± 0052 5566± 1549 0980± 0044 0300± 0032 0 1■ 0051 0003± 0008 0016± 0001 0132± 0069 2536± 0033
ケショマップ 1 0040■ 0007 2745± 0957 0234± 0139 0135± 0030 0067■ 0008 0096■ 0007 5720± 0608 0543± 0034 0489■ 0184 0 46± 0027 0003± 0001 0009± 0001 0085± 0018 2287■ 0013
小松・菩提―那谷 0037■ 0002 3475± 0265 0008± 0012 0098± 0015 0412± 0093 0347■ 0037 1409■ 0256 0479± 0064 0107± 0■9 0 15± 004判 0017± 0012 0033± 0004 0011■ 0009 2328～ 2584
小松・菩提-1 0039■ 0003 3150■ 0298 0035± 0029 0129± 0022 0323± 0147 0327■ 0091 1781± 0686 0523■ 0091 0239■ 0147 0 35± 0047 0013■ 0011 0036± 00 0010± 0009 2536± 0021
花仙山 (白 化風化) 0026± 0004 0975± 0276 0027± 0018 0261■ 0072 0036± 0008 0155± 0033 15733± 2527 2441■ 0669 0351± 0126 0 84■0050 0009± 0005 0008± 000 0001± 0006 2294± 0151
花仙山 (横屋堀-1) 0019■ 0006 1080± 0161 0017± 0009 0138± 0042 0097± 0017 0197± 0013 8187± 0859 1590± 0111 0339± 0041 0079± 0022 0021± 0006 0011± 000 0003± 0006 2624～ 2447
花仙山 (淡緑色) 0027■ 0006 1449■ 0075 0037± 0007 0161± 0018 0075± 0012 0246± 0018 12479± 1513 3022■ 0233 0921± 0066 0182± 0022 0007± 0005 0011± 000 2428-2507
花仙山一くらさこ 0023± 0001 1537■ 0129 0011± 0011 0118± 0028 0167± 0030 0268± 0044 5638± 0764 1469■ 0110 0324■ 0084 0092■ 0019 0022± 0007 0017■ 0003 0003± 0008 2531-2570
花仙山面白谷馬瑚 0021± 0004 1836± 0444 0072± 0050 0176± 0043 0061■ 0028 0187■ 0042 16137■ 4988 2874■ 0744 0824± 0612 0146± 0044 0012± 0005 0009± 0002 0001± 0005 2588± 0036
花仙山めのう公園前―凝灰岩 0047± 0004 2285± 0142 0055± 0012 0370± 0023 0046± 0007 0111■ 0011 12125± 2515 1313± 0177 0497± 0157 0126± 0015 0005± 0003 0015± 0003 0002± 000コ 2419吸 水
会津坂下原石 0039± 0004 1500■ 0155 1162± 0104 0280± 0058 0154± 0027 0168± 0027 1630± 0188 0268■ 0032 1162■0171 0108± 0017 0032± 0007 0038■ 0004 0009■ 0008 21～ 吸水激 し



表 4-2 各原石産地不明碧玉玉類、玉材の遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 1-3 各原石産地不明碧玉玉類、玉材の遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

―
―
］
∞
枷
十
１

Xav:平 均値、 σ :標準偏差値  比重229以 下は緑色凝灰岩女代南 B:女代南遺跡 (豊岡市)、 未定 Ci宇木汲田遺跡 (唐津市)、 車塚 1, 2:草 塚古墳 (交野市)、 牟田辺 :牟田辺遺跡 (多 久市)、 長塚(1た 修):長 塚古墳 (可児市)、 No200-1～ 6:多摩ニュータウン遺跡 (東京都)、 梅田 1～ 4:梅田古墳 (兵庫県和田山町)、 梅田東 1:梅 田東古墳 (兵庫県和田山町)、 上ノ段 1:上 ノ段遺跡 (兵庫県島町)、 新方 1～ 8:新方遺跡 (神戸市)、 新井 1:新井三丁 目遺跡 (東京都中野区)、 亀川 3i亀川遺跡 (阪南市自然田)、東船 1:東船遺跡 (島根県今津町)、 山ノ奥 11山 ノ奥遺跡 (岡山県)、 昼飯 3, 4:昼飯大塚古墳 (大垣市)、 斉当坊 6:市 田斉当坊 (京都府久御山町)、 笠見 3～ 13:笠 見第 3遺跡 (島取県東伯町)矢野 4:矢野遺跡 (徳島市)、 青田77、 78:青田遺跡 (新潟県加治ナ村)、 菜畑 (盾津市)、 石田 2, 3:石 田古墳 く松江市)、 美保 1:中野美保遺跡 (出雲市),大代 8・ 5:大代古墳 (鳴門市〉,湯坂 1, 2:湯 坂遺跡 (鳥取県赤碕町),阿尾島田-1, -2:阿 尾島田Al号墳 (氷見市)、 中野清水 1、 3、 4、 5群、矢野Nα と、 2、3群 :中野清水・矢野遺跡 (出雲市)で使用されている原石産地不明の玉類で作 った群。

遺物群名
分析
回数

A1/Si K/Si Ca/K Ti/K Kッ/Fe Rも /Fe Ⅲe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Mn/Fe Ti/Fe Nb/Zr 比  重Xav± σ Xav± σ Xav士 Xav± σ X a vttσ Xav± σ Xav± σ V± X a vttσ Xav± σ X a vttσ V± X a vttσ Xav± σ
太代 8 0031■ 0001 3129± 0 1oo 0010± 0005 0394± 0008 0261■ 0005 418■ 0009 2010± 004 )835± 0018 0253■ 0013 0343■ 0014 Э006■ 0007 )093± 0001 0011■ 0009 2546
太代 5 0049± 0002 0677± 0053 7307± 089ユ 1069± 0113 0004■ 0001 0002■ 0001 36228± 2282 ,061■00H 7863■ 0353 0253± 0015 9012■ 0001 0004± 0001 0000000 2589

2596± 0355 0876± 0105 0937■ 0082 0093± 0008 1124■ 0189 0210■ 0018 0044■ 0008 0001■ 0004 〕079■ 0011 2399± 0015
太歳山 3号増 ―Nα l 0040■ 0001 0762± 0042 0929■ 0118 0206± 0018 0035± 0002 υ020■ 0003 1338±0014 〕027± 0004 0595■ 0023 0064± 0004 0023± 0002 0006■ 0001 0009■ 0005 2611
持 田 3T日 ―lHr 0055± 0004 3186± 0281 〕482■ 0048 0725± 0031 0150± 0020 1320■0172 194± 0011 2827± 0286 0050± 0007 0015■ 0010 0052■ 0007 0019± 0004 23～ , 24ヽ

3038■ 0002 3370■ 0104 )024± 0024 0244± 0053 0273± 0039 0368± 0044 1210±0222 0445± 0114 0277± 0223 0005± 0007 〕058± 0006 0032■ 0011 95～ , 26～
持田 3丁 日―血 3 )045■ 0003 4282■ 0393 0001± 0002 0173■ 0014 Э981± 0119 1164■ 0185 0290± 0023 0333■ 0041 0079■ 0015 0055± 0010 0010± 0014 152■ 0012 0021■ 0008 25～  26～
花仙山遺物群 0020± 0003 164± 0355 0039± 0028 0153± 0071 0123± 0031 0214± 0033 7615■ 2563 1555■ 0296 0501± 0187 9072± 0030

'031■
0016 0016± 0006 0003■ 0006 2543～ 2562

上野 1号墳―No 3 0030± 0000 1977± 0039 0020± 0003 9914■ 0026 0104■ 0003 た267± 0005 2840■ 0086 0752± 0029 0097± 0013 9100■ 0009 0015± 0007 0085± 0001 0024■ 0011
石台 ―Nα l 2580■ 003島 1220■ 0056 0892■ 0014 9049■ 0003 9120■0006 1831± 0072 0218■ 0005 6025± 0088 0043± 0004 0039■ 0002 0011■ 0003 2409
醗貫 )027± 0001 2279■ 0131 0014± 0010 0166± 0008 0141■ 0012 162■ 0009 2644± 0126 0423± 0014 Э177■ 0012 0112± 0009 016± 0006 0021■ 0002 0011± 0008
土の宮 ―No l 9017■0001 1289■ 0178 0044± 0008 0196± 0031 〕038± 0001 H6■ 0002 30326± 1854 3478± 0213 9544■ 0055 0270± 0036 0006± 0003 0007■ 0001 00008± 0001 2613

2099
仲仙寺 9-lWo 2 〕020■ 0001 1502■ 0068 0021± 0005 0132± 0008 )279±0007 〕405± 0014 0671■ 0020 0269± 0009 Э088■ 0007 0086± 0006 0053■ 0013 0033■ 0002 0020± 0008
1中 イ山寺 9-Nα 3-6

'018■
0001 1004± 0103 0027± 0009 0152± 0018 117± 0007 ,247■ 0009 6637± 0858 1620± 0199 J361■ 0114 0087± 0032 0029■ 0010 0016± 0002 0005± 0010 2523

仲仙寺 9-Nα 5 9± 00∩ 2 0822■ 0031 0104■ 0016 1072± 0024 0123■ 0002 0332± 0015 0160± 0009 H2± 0006 0049■ 0003 0048± 0010 0119± 0002 0026■ 0006
西川津 0077± 0004 2461± 0212 1485± 0123 9835■ 0055 0062± 0008 0168± 0032 1634± 0294 Э264■ 0026 6335■ 0799 0054± 0006 0001■ 0003 0046■ 0006 0014± 0004 241代～2444
源代 0067■ 0011 0770± 0153 3837■ 0573 1859±0170 0013■ 0001 0017± 0003 5261± 0287 3091■ 0017 5048■ 0378 0065± 0012 0016■ 0005 0021■ 0003 )002± 0004 192～ 2277
紫金山一鍬形石 0059± 0001 2691■ 0387 Э695± 0164 0364± 0032 0105± 0009 0189■ 0034 1890■ 0163 0354■ 0063 1457±0383 0174■ 0060 0002± 0002 0034± 0005 ,006■0005 2209～ 2204
紫金山一軍輪石 0066■ 0001 2651± 0040 0801■ 0049 0391± 0007 0098■ 00∩R 0198■ 0006 1691■ 0101 3831± 0017 1149■0022 0125± 0020 0004± 0002 Э035■ 0001 十

一
21

222～ 2223

2189

紫金山一紡錘車 1-3 0052± 0003 1344± 0138 1402± 0232 〕269■ 0153 0085■ 0018 0134■ 0015 2814± 0528 〕870■ 0042 2117± 0547 0565± 0383 0010■ 0005 0019± 0008 00003■ 0002
0011± 0006

紫金山一紡錘車 2 0055± 0000 3076± 0009 3240■ 0002 上373■ 0004 0118± 0000 0263± 0004 1958± 0020 0512± 0008 1228■ 0017 0164± 0004 00004■ 00009 0039■ 0000山持ナー4ユ ー5 0042■ 0000 3220■ 0066 0120± 0006 〕119■ 0004 0257± 0017 0252■ 0014 1425± 0106 0355± 0013 0863± 0029 0062± 0007 0008■ 0004 0027± 0002 〕005■ 0004 22H
堀部 Ⅱ-222 0013■ 0000 0365± 0083 0038± 0022 )308± 0068 0144± 0032 0226■ 0024 2700± 0284 0605■ 0091 2127± 0233 0013■ 0022 0126± 00 3038±0003 16■0023 2586
川同 一Nα 3・ 5 9042■ 0001 2786± 036 196± 0085 0156± 0028 0199■ 0029 υ218■ 0029 1918■ 0474 0405± 0062 1776■ 0688 0084± 0027 0002■ 0003 0028± 0005 0002± 0004 2365-2386

2516
川向 ―Nα 4 0029■ 0000 1932± 0057 0032■ 0005 0179■ 0005 0224± 0019 0325■ 0023 814± 0129 0583■ 0017 0316± 0038 0075± 0009 9028■ 0007 0036± 0003 0005± 0006古志本郷 3085± 0014 2960■0197 0632± 0192 0668上 0041 0064■ 0005 9139± 0014 1486■0232 0196± 0016 0033■ 0006 0038± 000判 0015± 0003 2334-2862
古蒲砂丘 -65 1 9055■ 0002 5450± 0137 90002■ 0001 0130± 0005 1157■ 0075 1351■ 0064 〕253± 0010 0069■ 0005 0058± 0005 9007± 0009 0186■ 0012 0020± 0006 2576
古蒲砂丘 ―A6 0036± 0000 3098±0046 0165■ 0019 0091± 0008 0278■ 0004 0292± 00H 538± 0039 0445■ 0018 0386± 0017 Э127± 0007 〕009■ 0011 0023± 0002 2559古浦砂丘-21 3077■ 0002 3220■0121 1287± 01 0652■ 0022 0087± 0003 〕195± 0009 )938± 0050 0181± 0010 6996± 0332 9049■ 0004 0003± 0005 0051■ 0001 0011■ 0004 2353
会岸坂 トーG 十

一
〕323± 0455 0018■ 0012 0047± 0006 3360± 0058 ,412■0053 1454± 0239 0583■ 0030 0085± 0018 0174■ 0034 0019± 0009 0015■ 0002 0025± 0008 2523± 0035

0045± 0006 4044■ 0475 0026± 0007 0325± 0064 9274■ 0048 0311■ 0034 2861■ 0314 0876± 0083 Э276■ 0095 )168■ 0089 0011■ 0005 0078± 0009 0019■ 0010 2401■ 0096
腸坂 1 0041± 0005 3292± 0543 0020± 0009 0054± 0019 0278± 005 0377± 0061 2510± 0430 0922± 0122 9341■ 0137 0123± 0032 0007± 0007 0013■ 0003 0021± 0 2249～ 2420湯坂 2 0058± 000J 308± 0422 0033± 0036 Э071± 0 0212■ 0038 0263■ 0041 3643± 0395 0988■ 0053 0352± 007 0126± 0020 0011■ 0004 0014± 0004 0034■ 0013 β223～ 2339lll尾 島幽-1 0021± 0013 l H6■ 0122 0026± 0019 0239± 0038 0807± 0026 0482■ 0064 0882■ 0144 0419■ 0075 0211± 0059 0071■ 001 0089± 0019 0066■ 0012 0014± 2481± 0038lal尾 島田-2 0030± 0001 2212± 0053 0000■ 0001 9033■ 0004 0671± 0031 0808± 0040 1022± 0047 0819■ 0040 0089± 0024 0143■ 0018 0047± 0025 0020■ 0003 0013± 0016
中野清水 1群 0088■ 001J 1823± 0355 0124± 0071 1718■ 0816 3024±0008 0031■ 001判 4896± 0609 0128± 0031 0024± 0009 〕066± 0012 0010± 0005 0086■ 0019 0033± 0005 2565
中野清水 3群 4 1855± 0002 1432± 0125 9002■ 0004 9833± 0086 0101± 0030 0298± 0085 0421± 0176 110■ 0010 0166± 0039 0028± 0003 0026■ 0031 0074± 00 0054± 0007 2768
甲野店水 4群 4 0080± 0006 1977■ 0105 0040± 0020 0713± 0101 0034± 0000 3426± 0059 0165± 0008 0019± 0006 〕062■ 0006 0026± 0011 0022± 0003 0024■ 0008 2656

2437

2430

中野肩水 5辞 0078■ 0004 2618± 0089 0752± 0026 0824± 0014 )064± 0001 0143■ 0004 1556± 0028 0220± 0004 5165± 0144 〕028± 0003 0047± 0000 014■ 0004矢野lWo l群 0068± 0002 0983± 0079 3852± 0024 ,068■0011 0164± 0020 1351■ 0165 0216± 0005 3707±0173 0039± 0005 0052■ 0009 ,011■ 0003
矢野Nα 2群 0092± 0003 3273± 0084 Э607± 0018 ,772■0024 〕086± 0004 0208■ 0005 1399± 0018 Э289■ 0008 3059■ 0056 〕042■ 0005 0060■ 0001 0018± 0004 2393
矢野 Nα 3群 0072± 0001 2705± 0037 9739■ 0011 0740± 0015 109■ 0003 0272■ 0005 1056■ 0012 9285■ 0006 5110■ 0156 )048± 0002 0072± 0001 0012■ 0003 2428



表 2-1 中野清水遺跡出土玉石材の分析結果

a):標準試料、Ando,A,Kurasawa,H,Ohmori,T&Takeda,E(1974)1974 compilation of data on the GJS geochemical

referencesamples」 G-l granodiorite and JB-l basalt Geochemical Journal,ヽ たo18175-192

表 2-2 矢野遺跡出土玉石材の分析結果

a):標準試料、Ando,A,Kurasawa,H,Ohmori,T&Takeda,E (1974)1974 compilation of data on the G」 S geochemical

referencesamples」 G-l granodiorite and JB-l basalt Geochemical Journal,Vo1 8 175-192

表 3-1 島根県中野清水遺跡出土石材の原産地分析

表 3-2 島根県矢野遺跡出土石材の原産地分析

析
号

分
番

元素比

A1/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe Rb/Fo Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr �[n/Fe Ti/Fc Nb/Zr Ba/Zr
童量

(g)
比 重

0072   1264   0077

0086   2730   0725

0184   1283   0000

0075   1867   0020

0075   2545   0760

0018   5298   0093   0021

0190   1328   0250   5912

0187  0651   0121   0176

0049  3431   0167   0017

0141   1562   0219   5235

0064   0015   0016   0028

0045   0000   0045   0008

0029   0051   0044   0052

0057   0010   0019   0020

0029   0000   0047  0017

405044

408735

30815

187973

790848

2565

2436

2768
2656

2437

JG-1 0081   3205   0736   0198   0111   2770  3479   0956   1261   0187   0017   0020   0086   1452

析
号

分
番

元素比

A1/Si  K/Si  Ca/K  Ti/K  K/Fe Rb/Fe Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr h71n/Fe Ti/Fe Nb/Zr Ba/Zr
童量

(g)
上し:目

1240

1432

1057

100517

55723

74057

JG l 0081   3205   0736   0198   0111   2770   3479   0956   1261   0187   0017  0020   0086   1452

析
号

分
番

No 遺跡名 出土地点 種別 ホテリングのT2検定結果 判定結果 備考

95598 ユ 中野清水 2区試掘Gr 砥石または玉石材 中野清水 1群 (80%) 中野清水 1群

95599 2 中野清水 7区 13層 O-46 玉石材 (施溝技法)

3 中野清水 06T 管玉未製品 中野清水 3群 (89%) 中野清水 3群

中野清水 5区北壁Tr 砥石または玉石材 中野清水 4群 (91%) 中野清水 4群

中野清水 5区 14層 PNol177 石剣未製品 中野清水 5群 (97%) 中野清水 5群

析

号

分
番 No 遺跡名 出土地点 種別 ホテリングのT2検定結果 判定結果 備考

6 矢野 H16-2区 SD06 3層 玉石材 (施溝技法) 矢野配 1遺物群 (79%) 矢野Nα l遺物群 比較資料

7 矢野 H16-2区 S105上層 玉石材 (施溝技法) 矢野No 2遺物群 (81%) 矢野Nα 2遺物群 比較資料

8 矢 野 H16-2区 SK36 玉石材 矢野No 3遺物群 (80%) 矢野No 3遺物群 比較資料

Feタ ーダ ッ ト
励起

Asタ ーダッ ト
励起

500      300    400    500    500    700    000 500

図 1 花仙山産碧石の蛍光X線スペク トル
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図 2 弥生時代の緑色凝灰岩、碧玉製玉類の原材産地分析及び

碧玉・碧玉様岩の原産地

→● :碧玉原石使用遺跡

B:女 代 (B)遺物群原石使用遺跡

C:未 定 C遺物群原石使用遺跡

★ :牟田辺遺物群 (緑色凝灰岩)原石使用遺跡

(★ :多久市牟口辺造跡

唐津市宇木汲田遺跡

松山市持田3丁 目遺跡

御坊市堅日遺跡

新潟県青日造跡)

矢野遺跡 (矢野 No_1,2,3辞使用)

中野清水遺跡 (中野清水 1,3,4,5群使用)

女代南 B群使用圏

一
が

○ !碧 玉、碧玉様緑色岩原産地

露頑産地

1:畑 野町、猿人原産地

2:工 湯町、花仙山原産地

3:鍵岡市、工谷原産地

5:細 入村、細入鹿地

7:西興部村、興部産地

8:山 市町、石戸原産地

11:小 松市、菩提・ 那谷産地

露顔不明で 2次 的な産地

4:金沢市、二俣産地

6:土 岐市、土岐産地

9:富 良野市、空知川産地

IO〔 上磯町、茂辺地川

未定 c群使用圏                            ′

(他 の分析方法の基準で推定 した結果をこの使用圏に混ぜ ると、先史の交流、交易考察に混乱が生 します)

95598

Kβ :

Kα :MgAISi

Кβ:

It ca   ri
x ca   ri

SnSb      Baし aCe

95600

Rb Sr Y  2r Nb      snSb      Baし aCe
Rb Sr Y           snSb

Hg Pb  ttg  Pb

(95600)の蛍光X線スペク トル

:К 。,К β,し d.β ン

'オ
で考えられ る元素名

図 3-1 中野清水遺跡出土玉材 (砥石)(95598)の 蛍光X線スペク トル

95599

却 1咀

Кα:llcAISi        К Ca   Ti     cr  CrMnFe  NiCuZn     As        Rb Sr y  zr Nb      SnSb      BaLaCe
Кβ:                K Ca   Fi             Fe  NiCuZu                   Rb Sr Y           snSb

l註 ,Kβ ,La,β ン,ス・て考え習ギ宅元素名    gPb HgPb 
“

g Pb ttg Pb

図 3-2 中野清水遺跡出土玉材 (95599)の蛍光X線スペク トル

Cr  CrMnFe NiCuZn     As
Fe  NiCuZu

‖gPb ttEPb
:К α,Kβ ,し 。.β ン,― ス・で考えられ る元素名

図 3-3 中野清水遺跡出土管玉未製品

К Ca   Ti
BaBaBa
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95601

Кβ :                К Ca   ri              Fe  NiCuZu                   Rb Sr V

:К a.К β,La βン,ス・で考えられるえ素名

図 3-14 中野清水遺跡出土玉材(砥石)(95601)の 蛍光X線スペクトル

95602

g343  268 20 165

図 4 碧玉原石のESRス ペク トル

(花仙山、玉谷、猿八、土岐)
図 3-5 中野清水遺跡出土石剣未製品(95602)の蛍光X線スペクトル

95603

Кβ :                К Ca   Ti              Fe  NiCu2u                   Rb Sr Y

:К a,К β,Ld,β ン

'ス

・て考えられる元素名

犠精Iα 脚 |.:そ発葬監:素:限
ぎ

埓盈H痕 唯,ざ指:持
郷

Ь

図 3-6 矢野遺跡出土玉材 (95603)の蛍光X線スペク トル

|

95604

Кβ:                К Ca   Fi              Fと  NiCuZu                   Rb Sr Y

:Xα .Kβ .し 0,β シ

'ス

'で考えられる元素名

図 3-7 矢野遺跡出土玉材 (95604)の蛍光X線スペク トル

95605

Кβ:

:Ka,К β,LO,β ン,―ス・で考えられる元系名

図 3-8 矢野遺跡出土玉材 (95605)の蛍光X線スペク トル

〆ま蒔:汽品OG

細 入産 原石
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g=2.O023

‐

―

‐
寸

50G

八代谷   A   cD

50G

X―パンド(20口り

M00:18、 室温

F

図 5-2 碧玉原石の信号 (Ⅲ)の
ESRス ペク トル

図

図 5-1 碧玉原石の信号 (Ⅲ)の ESRス ペク トル

F

5-3 碧玉原石の信号 (Ⅲ ) のESRスペクトル

図 5-4 碧玉原石の信号 (Ⅲ)の
ESRスペク トル

花 石 (緑 馬 期 )
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分類使 用元素比
K/Si T1/K Fe/Zr Sr/Rb

Sr/Zr Y/Zr Ba/Zr

中野清ホ遺跡 :95598～ 95602

矢野造跡   :95603～ 95605

グルー プ

分類線

g岳 413 2.68  2.0 1,65

(2)信号 (肛)のESRスペクトル

b  tt k

図0 中野清水遺跡出土管玉未製品の信号 (E)、 (Ⅲ)の
ESRスペクト,レ

古
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第 2節 中野清水遺跡出上分銅の非破壊調査

降幡 順子 。肥塚 隆保 (奈良文化財研究所)

島根県出雲市中野清水遺跡より出土 した分銅 1点 (資料A)と 、比較参考資料として、同時代と

考えられる海士町矢原遺跡出土分銅 1点 (資料 B)について、その材質および構造について非破壊

調査をおこなったのでその概要を報告する。

調査資料

今回調査 した資料 2点は奈良から平安時代の製品 (資料A)、 奈良時代以降の製品 (試料 B)と

考えられている。また、その色調やサビの状態などの外観から材質がそれぞれ異なることが推測で

きる。資料A(写真 1)は、赤銅色を呈 し地金と考えられる面が観察でき、その表面に赤褐色を呈

した皮膜状のサビが薄 く覆っている。頭部には円筒状の突起があり側面方向からも穿孔されている。

底部には直径約 4 mm、 深さ約 3 mmの 半球状の窪みが一箇所ある。突起部分とその周辺にはやや光沢

を持つ白色層が赤胴色の上層に存在 しており、付着 した土とは考えにくく金属の腐食により形成さ

れたものと考えられた。

資料B(写真 2)は、表面が黄褐色粉状のサビで覆われており、その下層には黒色または暗褐色

の緻密なサビが観察できる部分も多い。黒色さび層の鱗片状剥落も見られ、部分的に黒色を呈する

球状または半球状物が多数見 られる。いっぽうこの黒色球状物が脱離 したと考えられる痕跡も観察

できる。現状での重さは、資料Aは約103g、 資料 Bは約183gである。 2資料ともに腐食が進行 し

ているため、当初の質量は明確ではない。

:lcta=

写真 1:(左)資料A (中央)資料A底部  (右)穿孔部の白色光沢部分拡大

1lcmi

資料 B

塾
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蛍光X線分析装置による定性分析

資料の材質調査は非破壊手法によるエネルギー分散型蛍光X線分析装置を用いておこなった。使

用機器は堀場製X線分析顕微鏡XGT-2000Wで ある。測定条件は、管電圧30kV、 電流1.OmA、 測

定時間200秒、XGT径 100 μ m、 パルス処理時間P3で ある。

資料Aの赤銅色部分からは銅 (Cu)を 多量に検出し、微量元素として鉛 (Pb)、 鉄 (Fe)、 カル

シウム (Ca)、 チタン (Ti)を 検出した。鉄、カルシウム、チタンは表面付着物である土壌に起因

している可能性が高 く、鉛も微量であるため人為的な添加がおこなわれたかについては疑問が残る。

むしろ銅鉱物に伴 う不純物と考えられる。表面部分の化学組成は、銅が約99%、 鉛は約0.6%であっ

た。

突起部分でやや光沢のある白色部からも同様に多量の銅を検出し、次いで鉄、珪素 (Si)、 微量

元素として鉛、 ビスマス (Bi)、 銀 (Ag)、 チタン (Ti)、 マンガン (Mn)、 金 (Au)、 カルシウム、

カ リウム (K)、 アル ミニウム (Al)な どを検出した。鉄や軽元素などは表面付着物である土壌か

らの影響と考えられる。この時期の島根県内の分銅出土例として挙げられる出雲国府跡出土分銅で

は、 ビスマスや鉛、金、銀が微量元素として検出されているため、これと類似 しているといえる。

分銅表面の一部からのみこれらの微量元素が検出されているので表面の腐食生成物に不純物が凝集

した可能性なども考えられるが、非破壊調査であるため元素分布などの詳細は不明である。一般に

この時期の鋳造技術において鉱石に伴うこれら不純物が残存することは多い。

図 1:資料Aの蛍光X線スペク トル

(左)赤褐色部分  (右)白色部分

図 2:資料 Bの蛍光X線スペク トル

(左)黄褐色部分  (右)黒色粒子部分

乃
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飩
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』
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資料 Bは、Aと は異なり黄褐色、暗褐色部分、黒色球状部分共に、多量の鉄が検出され、次いで

塩素 (Cl)、 僅かに硫黄 (S)を検出した。以上のことからこれらの両分銅の材質はまったく異なっ

ていることがわかる。また後述のXttCT画像から鋳造であることは明らかである。

密度測定

密度測定は、アルキメデス法にておこなった。まず空中で資料重量を測定 したのち、密度既知の

液体 (今回はエチルアルコール)中に資料を浸漬 して、その際にかかる浮力を測定 し密度を算出し

た。なおエタノールの温度は20.4℃ であった。

資料の腐食が激しく、内部にも空隙が多数存在しているため、ここでは真密度は求められず見か

け密度である。資料Aは8.3g/∬、資料Bは2.4g/∬であつた。蛍光X線分析から資料Aは銅が検

出されているが、純銅の密度は、8.93g/∬ であるため、密度はやや小さな値を示しているといえ

る。これは空隙や不純物の影響、酸化銅の密度が6.lg/∬であるので、酸化の影響が考えられる。

資料Bは、蛍光X線分析では鉄が検出されている。鉄の密度は7.86g/爾、磁鉄鉱5.18g/爾、水

酸化鉄は3.3-4.3g/∬、塩化鉄2.8-3.Og/∬であるため、分銅全体は水酸化物などに変質してい

ることが考えられる。特に表面劣化がすすんでおり、剥落やサビの粉末化が観察できるため慎重な

脱塩処理および何らかの強化処理が必要である。

XttCTを用いた非破壊構造調査

XttCTを用いた構造調査では、垂直方向および各高さにおける水平方向の断層写真撮影をおこ

ない、資料の縦断面図 1枚および横断面図 5枚を得た (図 3)。

資料Aの内部構造は、鋳造時のものと見 られる小さな気泡 (ブ ローホール)があり、特に底部分

に多 く観察される。また大きな鋳巣があるため、鋳造圧の減少 もしくは湯まわり不良なども考えら

れる。

資料 Bは、全体に多量の気泡の存在が確認できる。中央の括れ部分には特に大きな空隙があり鋳

巣と考えられる。これは資料Aと 同様に鋳造圧の減少もしくは鋳造時の湯まわり不良によるものと

考えられる。突起部分および底部分の劣化の進行が著 しく進んでいることも同時に判明した。

資料A、 B共に、比較的均―であるため材質の異なる物質による重量調整や加工などの痕跡は認

められない。

黒色球状物の結晶構造の同定

資料 Bで観察された黒色球状 もしくは半球状物の大きさは様々であり、その直径は約200 μ m～

600 μ mで ある。部分的に光沢のある部分や内部に空洞がある殻状のものも観察できる。 この黒色

球状物を調べるため、X線回折を用いて結晶構造の同定をおこなった。その結果、黒色球状部分か

らは磁鉄鉱 (Fe304)[Magnetite]、 内部に空洞がある殻状の部分からは、磁鉄鉱と共に針鉄鉱 (β ―

FeOOH)[Goethite]が 検出された。空洞になっている部分は、水と酸素の影響により褐鉄鉱に変

化 した可能性が考えられる。黄褐色サビの下層に見 られる黒色部はマグネタイ トと考えられるが、

外観の形状が球状であるマグネタイ トが部分的に観察されたことは、溶解時もしくは埋蔵環境中の

腐食反応に原因があると考えられるが詳細は不明である。

今回分析調査をおこなった分銅 2点の材質は、それぞれ銅と鉄であり、微量に含まれる成分は銅

鉱石に由来するものと推定される。同時期の島根県内の出土例として挙げられる、出雲国府跡出土

分銅のうち一点は、銅に鉛が加えられた青銅の内部に別素材が充填されている構造を持っているこ
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とが報告されている。今回の資料は、内部構造は各資料ともに複雑な構造は持ってはいなかった。

しかし鋳造時の構造欠陥と考えられる空隙や気泡が多 く観察できるなど、鋳造時の特徴を詳細に観

察できたといえる。

図3:XttCT画像  (上)資料A (下)資料B

図 4:黒色球状物のX線回折パターン
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第 3節 中野清水遺跡出土土器付着の赤色顔料 につ いて

柴崎 晶子 (島根県埋蔵文化財調査センター)

中野清水遺跡から出土した片国の鉢 2点、鉢 1点の内面に赤色顔料が付着していることが肉眼観

察にて確認された。土器に付着している赤色顔料には水銀朱 (硫化水銀 ;HgS)と ベンガラ (酸

化鉄 ;Fe203)が多用されている①。これらの土器の用途を知る手がかりとして赤色顔料の主成分

の同定を行なった。

1.試料

中野清水遺跡では今回報告する2003年出土資料の他に、2002年 にも同様な土器が検出されている。

また、隣接する大津町北遺跡や松江市田中谷遺跡でも同種の上器が出土していることから、これら

についても比較対照資料として分析を行うこととした。

番号 遺跡名 挿図番号 器 種 文 献 等

1 中野清水遺跡 4区 舅雪56屁コ312 片口鉢

本報告書2 中野清水遺跡 4区 第56図314 鉢

中野清水遺跡 4区 舅356膠コ311 片口鉢

力
■ 中野清水遺跡Ⅳ区 第121図44 片口鉢

圭主(2)中野清水遺跡Ⅳ区 第121図45 片口鉢

大津町北遺跡 第14図73 片口鉢

7 田中谷遺跡 劣を190優コ16 片口鉢 ヨ主(3)

2.分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析 (XRF)に よる定性分析を行なった。

使用機器は、奈良大学保存科学研究室設置、EDAX社製エネルギー分散型微小部蛍光X線分析装

置EAGLEⅡ XXLで ある。条件は以下のとおりである。

X線管球  Cr(ク ロム)  走査範囲  (2θ )=65°

測定雰囲気  真空    測定時間  200秒

管電圧  20kV   管電流  800 μ A
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3.結果

分析結果を以下に示す。

番号 遺跡名 挿図番号 分析結果 備考

中野清水遺跡 4区 第56図312 水銀朱 (HgS)

中野清水遺跡 4区 第56図314 水銀朱 (HgS)

3 中野清水遺跡 4区 飼雪56ロコ311 水銀朱 (HgS)

4 中野清水遺跡Ⅳ区 第121図44 水銀朱 (HgS) 比較対照資料

5 中野清水遺跡Ⅳ区 釘寺1215コ 45 分析不能 比較対照資料

6 大津町北遺跡 第14図 73 分析不能 比較対照資料

7 田中谷遺跡 傷密190膠コ16 水銀朱 (HgS) 比較対照資料

蛍光X線分析による定性分析の結果、Hg(水銀)と S(硫黄)の検出ピークが高かったことに

より、分析番号 1・ 2・ 3・ 4・ 7の土器内面に付着 した赤色顔料は水銀朱であるといえる。

なお、資料番号 5の中野清水遺跡と資料番号 6の大津町北遺跡出上のものは、肉眼観察、顕微鏡

観察において赤色顔料の付着が認められなかったが、蛍光X線分析を行なっても赤色顔料に由来す

ると思われる成分は検出されなかった。

4。 まとめ

これらの鉢は内面に水銀朱が付着 し、外面には火を受けたかのような黒変がみられる。 このよう

な特徴を持つ土器は「内面朱付着土器」として、朱の製造あるいは使用に関連 したものであるとさ

れている④
。 したがって、中野清水遺跡では朱に関連 した何 らかの作業が行なわれていたものと推

測される。

一方、水銀朱の原料である辰砂 (赤色硫化第 2水銀 ;HgSの化学組成式を持つ硫化鉱物)① の産

地に関しては、今回の分析では結論を得ることはできなかった。 しかし、島根県内および隣接する

鳥取県・岡山県・広島県・ 山口県には辰砂を大量に産出するような水銀鉱山は見当たらない③ため、

これらの土器に付着 した水銀朱は少なくとも中国地方以外の場所から産出した辰砂を使ったもので

あろうと考えられる。

謝 辞

蛍光X線分析に際 し、奈良大学保存科学研究室の西山要一教授には機器の使用にあたりご配慮い

ただきました。厚 く御礼申し上げます。
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1～ 5 中野清水遺跡

6  大津町北遺跡

7  田中谷遺跡

■■ 分析箇所

0                100m

第 1図 蛍光X線分析試料実測図
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第 2図 分析試料の蛍光X線スペク トル(1)
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第 3図 分析試料の蛍光X線スペク トル(2)
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第 4節 中野清水遺跡及ぴ自枝本郷遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定

古環境研究所

1.試料と方法

試料名     地点 。層準      種類       前処理・調整        測定法

配 1  中野清水 7区水田畦畔    木片  酸―アルカ リー酸洗浄,ベ ンゼン合成  Radiometric

h2  中野清水 7区 4号土坑    炭化物  酸―アルカ リー酸洗浄,ベ ンゼン合成  Radiometric

h3  白枝本郷遺跡 2号建物跡P,10 柱材  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   AMS

h4  白枝本郷遺跡19号溝上面   住材  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   AMS

配 5  白枝本郷遺跡20号溝     獣骨  酸洗浄, コラーゲン抽出       AMS

配 6  白枝本郷遺跡19号溝     獣歯  酸洗浄, コラーゲン抽出       AMS

※Radiometricは液体シンチレーションカウンタによる
ぺ
ご練計数法

※AMS:加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)

2.測定結果

試料名  i星雹筆   転汗  
補
屋島年

代       暦年代(西暦)       温三ち
陥 1   310± 50   -26.4    290± 50         交点 ical AD 1640        180128

l σ ical AD 1520-1590, 1620-1660

2 σ :cal AD 1470-1670, 1780-1800

配 2  1230± 60  -25,8   1220±60       交点 :cal AD 790       180129

lσ :cal AD 710～890

2 σ ical AD 670～ 970

配 3   370± 40   -26.6    340± 40     交点 :cal AD 1520,1590,1620     201145

l σ ical AD 1480～ 1640

2σ :cal AD 1450～1650

配 4  340± 40  -26.5   320± 40    交点 :cal AD 1530,1560,1630    201146

l σ ical AD 1500～ 1640

2 σ ical AD 1460～ 1660

陥 5    (炭 素量不足のため測定不能)

陥 6    (炭 素量不足のため測定不能)

1)“ C年代測定値

試料の望
C/ワ C比から、単純に現在 (1950年AD)か ら何年前かを計算 した値。

ИCの半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

2)δ おC測定値

試料の測定
ИC/ワ C比 を補正するための炭素安定同位体比 (4C/ワ C)。 この値は標準物質
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(PDB)の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3)補正望C年代値

δBC測定値か ら試料の炭素の同位体分別を知 り、
口C/ワ Cの測定値に補正値を加えた上で算出

した年代。試料のδBC値を-25(%0)に 標準化することによって得 られる年代である。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
望C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calは calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の望cの詳細な測定

値、およびサンゴのU― Th年代と“C年代の比較により作成された較正曲線を使用 した。最新のデー

タベースでは約19,000年BPま での換算が可能となっている。

暦年代の交点とは、補正望c年代値 と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68

%確率)と 2σ (95%確率)は、補正“C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示

す。 したがって、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ 。2σ 値が表記される場合もある。

3.考察

放射性炭素年代測定の結果、血 1の 木片では290± 50年 BP(lσ の暦年代でAD1520～ 1590,

1620～1660年)、 血 2の炭化物では1220± 60年BP(同 AD710～ 890年 )、 h3の 柱材では340±40年

BP(同AD1480～ 1640年)、 血 4の柱材では320± 40年BP(同AD1500～ 1640年)の年代値が得 られ

た。血 3と Nα 4については放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっている

が、これは該当時期の暦年代較正曲線が不安定なためである。

h5の獣骨とh6の獣歯については、炭素量不足のため測定不能であった。両試料とも焼けた痕

跡があることから、高温によってコラーゲンが分解された可能性が考えられる。

文献

Stuiver,M,et,al,(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Cahbration,Radiocarbon,40,p■ 041-1083

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院, Pl-36.
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第 5節 中野 清水 遺 跡 及 び 白枝 本 郷 遺 跡 出土木 製 品 の樹 種 同定 分 析

木沢 直子 (元興寺文化財研究所)

1、 試料

中野清水遺跡及び白枝本郷遺跡で、2003年 に出土 した本製品の樹種同定分析を行った。試料は不

明 1点、曲物底・底板 5点、部材 2点、板材 2点、箸 ?3点、加工部材 1点、柄・柄 ?3点、木簡

1点、曲物 。曲物 ?2点、曲物側板 2点、鳥形木製品 2点、下駄 1点、俎、作業台?1点、加工板

材33点、櫛 2点、加工木片 1点、棺材 5点の計67点である。

なお、試料番号は木製品処理の際に付されたもので、各試料の報告書挿図番号との対応関係は表

1に示 した通りである。

2、 同定方法

樹種同定に必要な木口面 (横断面)、 板目面 (接線断面)、 柾目面 (放射断面)の 3断面の切片を

カミソリを用いて作製 し、サフラエンで染色後、水分をエチルアルコール、n― ブチルアルコール、

キシレンに順次置換 した。その後、非水溶性封入剤を用いて永久プレパラー トを作製 し、光学顕微

鏡で観察 した。

顕微鏡写真は、本国面、柾目面、板目面を撮影 した。

h41、 52、 53は 炭化により切片の作製が困難であったため、走査型電子顕微鏡 (SEM)と 実体

顕微鏡による観察を行った。

3、 同定結果

各試料の木材組織は顕微鏡写真の通りである。以下に樹種同定結果 (表 1)と その根拠となる木

材組織の特徴について記す。樹木分類、植生分布および学名は『原色日本植物図鑑木本編』(I)・

(Ⅱ )に従った。同定は井上美知子・木沢直子 (lMl元興寺文化財研究所)が行った。

※ 樹木の性質、材の用途、出土事例等については後記の文献を参考とした。

1) ヒノキ θ施 れα9cPparιs obι ttsα (Sieb.et zucc.)  Endhcher

ひのき科 (Cupressaceac)ヒ ノキ属 (Chamaecyparis)

h2、 3、 5(曲物底)

h10(箸 ?)

Nα43(曲物底板)

Nα 7(部材)

No25(鳥形木製品)

Nα63(加工木片)

Nα27～ 30、 32、 33、 36、 38、 39、 41、 45～ 52、 54～ 62(加工板材)

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道、垂直樹脂道は無い。早材から

晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は早材から晩材への移行付近に散在、も

しくは晩材部に接線状に配列する。分野壁孔はいずれもヒノキ型で 1分野に 1～ 2個確認できた。

放射組織は2～ 10数細胞高が多 く見 られた。

Nα41は炭化 していたため実体顕微鏡および、走査型電子顕微鏡による観察を行い木口面の移行

の特徴と分野壁孔がヒノキ型であることからヒノキと判断 した。Nα52は炭化により切片の作製が

困難であったため、実体顕微鏡で木口面の観察を行い移行の特徴からヒノキと判断 した。
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分  布 :本州 (福島県以西)、 四国、九州、屋久島

樹  形 :日 本特産の常緑針葉高木で通常樹高30～ 40m、 胸高直径50～ 150clllと なるが、大きい

ものは樹高50cm、 胸高直径2.5mに 達する

用  途 :建築材、船、曲物、指物、家具、棺材、添器

出土事例 :建築材、木簡、祭祀具 (斎串、形代)、 容器 (折敷、曲物、桶、底板)、 下駄、箸、紡

織具、刀剣鞘

柾目面

No。 7 部材 ヒノキ

柾目面 α瞼

No,41 加工板材 ヒノキ

柾 目面

Nα52 加工板材 ヒノキ

ー 304-

木口面

木 口 面 僕 林顕微鏡働

木 口 面 (案休顕級鏡働

板 目面



木口面 柾目面

No.56 加工板材 ヒノキ

2)ス ギ Crνpιο馳9河α力pοttCα  D.Don

ひのき科 (Cupressaceae)ス ギ属 (Cryptomeria)

血 4(曲物 ?)

Nα 9、  16 (集筆?)

h14(柄 ?)

h17、 23(曲物側板)

Nα 19(俎、作業台 ?)

配21、 22(加工板材) No24(柄 )

陥42(曲物底板) h64～68(棺材)

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道、垂直樹脂道は無い。早材から

晩材への移行は急で、晩材の幅は比較的広い。樹脂細胞は早材から晩材に散在する。分野壁孔は

スギ型で 1分野に 1～ 2個見 られる。放射組織は 1～10数細胞高が多 く見 られた。

分  布 :本州、四国、九州、屋久島

樹  形 :一属一種で日本特産の常緑針棄高木。通常樹高30～ 40m、 胸高直径150～ 200cm。

用  途 :建築材、家具、船、曲物、下駄、経木、楽器、箸

出土事例 :建築材、舟、曲物、木棺、桶、下駄、箸

柾 目面

Nα l 不明 スギ

ーー305-

配 1(不明)

Nα 8(板材)

Nα 13(木簡)

血15(曲物)

Nα18(板材)

板 目面

板目面



木口面 柾目面

No.19 俎、作業台 ? スギ

木 口面 柾目面

No.64 棺材 スギ

3)モ ミAb,9sヵrna Sieb.et Zucc.

まつ科 (Pinaceae)モ ミ属 (Abies Miller)

血20(下駄)

仮道管と放射柔細胞からなる針葉樹材。樹脂細胞はない。早材から晩材への移行は比較的緩や

かで、晩材の幅は比較的狭い。放射柔細胞の壁は厚く、数珠状末端壁を有する。分野壁孔はスギ

型で 1分野に1～ 4個見られた。放射組織は1～20細胞高であった。

分  布

樹  形

用  途

出土事例

本州 (秋田以南)、 四国、九州、屋久島

常緑針棄高木。通常樹高30～ 45m、 胸高直径150～200cmに達する

建築材、器具、船、下駄、楽器

建築材、土木材、舟、桶、下駄、箸

板目面

板目面
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木口面 柾 目面

No.20 下駄 モミ

4)ヒ ノキ亜科 Subfamo Cupressioideae ひのき科 (Cupressaceae)

h6(部 材) 血■ (加工部材)

陥26(鳥形木製品) 血31、 37、 40、 53(加工板材)

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道、垂直樹脂道は無い。血 6は早

材から晩材への移行が比較的緩やかで、晩材の幅はやや狭い。樹脂細胞は早材から晩材に散在お

よび接線状に配列する。分野壁孔はスギ型に近いヒノキ型が 2～ 4個見 られた。

血11は早材から晩材への移行は比較的緩やかで、晩材の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に点在 し

ヒノキの特徴が見 られるが、分野壁孔はスギ型とヒノキ型が混在する。

陥26、 31、 37は早材か ら晩材への移行が比較的急でヒノキとは異なる特徴が見 られる。分野壁

孔はヒノキ型で 1～ 3個見 られた。

h40、 53は早材から晩材への移行にヒノキの特徴を持つが、分野壁孔が消失 し形態および数を

確認できなかった。h53は炭化 していたため走査型電子顕微鏡による観察を行った。

以上の特徴により、これらの試料についてヒノキ亜科とした。 ヒノキ亜科に属するものとして、

ヒノキ属 (ヒ ノキ、サワラ)、 ネズコ (ク ロベ)属 (ネ ズコ、コノデカシヮ)、 ビャクシン属 (ビ ャ

クシン節 。ネズミサシ節)、 アスナロ属 (ア スナロ)な どがある。 このうち、 ヒノキ属、アスナ

ロ属が考えられる。

柾 目面

Nαll 加工部材 ヒノキ亜科
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木口面 柾 目面

No26 鳥形木製品 ヒノキ亜科

Nα53 加工板材 ヒノキ亜科

5)サ クラ節 (ヤ マザクラ)Sect.Pseudocerasus Koehne ばら科 (Rosaceac)

Nα 12 (石可)

広葉樹、散孔材。径約60μ mの 管孔が単独または複合 して散在する。年輪の内境に沿 って道管

径が大きい傾向にある。道管の穿孔板は単穿孔で側壁にらせん肥厚が見られる。放射組織は平伏

細胞と直立細胞から成る異性で 1～ 3細胞列である。

分  布 :本州 (関東以西)、 四国、九州

樹  形

出土事例

用  途

落葉または常緑の高木。通常樹高15～ 20m、 胸高直径50～ 60cm

建築部材 (柱根、梯子)、 版木、農具 (木錘)、 容器 (高杯)

建築、器具、家具、彫亥1、 ろくろ細工、経木

柾 目面

No.12 柄 サ クラ節 (ヤ マザ ク
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板目面

木口面 sEM像 )
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柾 目面 (sEM像 )

木口面
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6)ヤ マモモ 疵ゅr'Cα rttb′α Sieb.et Zucc。 やまもも科 (Myricaceae)

酷_34、  35 (群お)

広葉樹、散孔材。径約40μ mの 管孔が単独また 2～ 3個複合 して散在する。道管の穿孔 は比較

的粗な階段穿孔である。放射組織は平伏細胞 と方形細胞、直立細胞か ら成 る異性で 1～ 3細胞列

である。

分  布

樹  形

用  途

出土事例

木口面

Nα34 櫛 ヤマモモ

木 口面 柾目面

No.35 櫛 ヤマモモ

参考文 献

島地謙 。伊東隆夫『図説木材組織』1982年

平井信二『木の事典』1979年

北村四郎 。村田源『原色日本植物図鑑』木本編 IoⅡ  1979年

島地謙 。伊東隆夫『 日本の遺跡出土木製品総覧』1988年

『木器集成図録』近畿原始編 奈良国立文化財研究所 1993年

伊東隆夫・藤井智之・佐伯浩監修『広葉樹材の識別』IAWAに よる光学顕微鏡的特徴 リスト 1998年

本州 (関東および福井県以西)、 四国、

常緑高木。通常樹高20m、 胸高直径 1

器具、(雑器具、櫛)、 旋作材 (玩具、

容器

九州、琉球

mに達する

柄)、 薪炭

柾目面 板目面

板目面
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表 1 樹種同定結果

遺物Nα 遺跡名 挿図番号 遺 物 名 樹 種 名

1 中野清水(3) 第15図 8 不明 スギ Cryptomeria iaponica D Don

2 中野清水(3) 身著26唇召55 曲物底 ヒノキ  Cんαttαθc,pαr's οbι ,sα (Sieb et zucc)Endhcher

3 中野清水(3) 舅著26じ]56 曲物底 ヒノキ  Chαnα99ypαrls οbι,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

4 中野清水(3) 第26図 58 曲物 ? スギ Cryptometta iapOnica D Don

5 中野清水(3) 第26図57 曲物底 ヒノキ  Chα れα9脅pαr,sο うι,sα (Sieb et Zucc)Endlicher

中野清水(3) 傷雪26じ雪60 部材 ヒノキ亜科 Subfam Cupressioideae

7 中野清水(3) 舅雪26じ∃55 部材 ヒノキ  Cんαれα9cypαrts Oうし,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

8 中野清水(3) 第26図 59 板材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

9 中野清水(2) 第208図 7 箸 ? スギ Cryptomeria taponica D Don

中野清水(2) 第208図 8 箸 ? ヒノキ  Cんαttα9Cνpαr'SOうιレstr(Sieb et Zucc.)Endhcher

中野清水(2) 第208図 2 加工部材 ヒノキ亜科 Subfam Cupressioideae

中野清水(2) 第208図 1 柄 サクラ節 (ヤ マザクラ)Sect Pseudocerasus Koehne

中野清水(2) 第208図 6 木簡 スギ Cryptometta japonica D.Don

中野清水(2) 第208図 13 柄 ? スギ Cryptomeria japonica D Don

中野清水(2) 第208図 10 曲物 スギ Cryptomeria japonica D DOn

中野清水(2) 身写2088雹 9 箸 ? スギ Cryptomeria iaponica D Don

中野清水(2) 第208図 11 曲物側板 スギ Cryptomeria iaponica D Don

中野清水(2) 傷自2088超 5 板 材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

中野清水(2) 第208図 4 俎、作業台? スギ Cryptomeria japonica D Don

中野清水(2) 第208図 3 下駄 モミ 4うι9s ,rttα  Sieb et Zucc

中野清水(3) 第81図103 加工板材 スギ Cryptomeria japonica D DOn

中野清水(3) 第81図 104 加工板材 スギ Cryptomeria iapOnica D Don

中野清水(3) 第91図63 曲物側板 スギ Cryptomeria iaponica D Don

中野清水(2) 第208図 12 柄 スギ Cryptomeria iaponica D Don

白枝本郷 第165図 9 鳥形木製品 ヒノキ  C施脇α9c〕pα′
's 

οbι ,sα (Sieb et Zucc)Endlicher

白枝本郷 第165図 8 鳥形木製品 ヒノキ亜不斗 Subfam. Cupressioideac

白枝本郷 第165図21 加工板材 ヒノキ 0んαれαθ⇒pα rげs obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図 10 加工板材 ヒノキ  0んαれαθ尋ゃαr'S Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endlicher

白枝本郷 第165図 ■ 加工板材 ヒノ・子  Chαttαθc)pα′」S Obι ,sα (Sieb et Zucc.)Endhcher

白枝本郷 第166図37 加工板材 ヒノキ  Cんαttαθc〕pαrjs obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図 40 加工板材 ヒノキ亜不斗 Subfam Cupressioideae

白枝本郷 第166図 36 加工板材 ヒノキ  Chαれα9cypαr'3 obι レsα (Sieb et Zucc)Endlicher

白枝本郷 第166図30 加工板材 ヒノキ  0んαttα9けpαrテd Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第158図 11 櫛 ヤマモモ ルゅr'cα  rレ brα Sieb et Zucc

白枝本郷 第158図12 櫛 ヤマモモ AFヵ,cα r,brα Sieb.et Zucc

白枝本郷 第165図 14 加工板材 ヒノキ  C施腕αθDOαr'd obι ,sα (Sieb et Zucc)Endlicher
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遺物配 遺跡名 挿図番号 遺 物 名 樹 種 名

白枝本郷 第165図 18 加工板材 ヒノキ亜科 Subfam Cupressioideae

白枝本郷 第166図 32 加工板材 ヒノキ  Chα れα9cDpαr's Oιι,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図 17 加工板材 ヒノキ  Chαれα9→pαr'S Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図 16 加工板材 ヒノキ亜科 Subfam Cupressioideae

白枝本郷 第166図35 加工板材 ヒノキ  Cんαれα9cνpα′」sοうι,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第187図 42 曲物底板 スギ Cryptomeria iaponica D Don

白枝本郷 第187図41 曲物底板 ヒノキ  C施′ηα∝νpαr'S Obと ,sα (Sieb et Zucc.)Endlicher

白枝本郷 第165図 13 加工板材 ヒノキ  Cんαれαθ碧ゃαr'S Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図 19 加工板材 ヒノキ  C励 弓pα′ιS οbι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図 15 加工板材 ヒノキ  働 αnαθGypαr's οbι レsα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図 27 加工板材 ヒノキ  Cんαttα9cypαrJs obι ,sα (Sieb et zucc)Endhcher

白枝本郷 傷岳1665∃ 28 加工板材 ヒノキ  ChαttαθcνpαrJG οbι,sα (Sieb et zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図 25 加工板材 ヒノキ  Chαttαθ弓ゃαrテd obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図 26 加工板材 ヒノキ  Chαれα9っpαr'S Obι ,sα (Sieb.et Zucc.)Endhcher

白枝本郷 第166図 31 加工板材 ヒノキ  Cttα れα9ぃゃαr's Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図 22 加工板材 ヒノキ亜科  Subfam Cupressioideae

白枝本郷 第166図 29 加工板材 ヒノキ  Cんαれα9cypαrts obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図20 加工板材 ヒノキ  0んαnαθ心4α′どS Obι ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図23 加工板材 ヒノキ  0んαttαθttOαr's οうし,sα (Sieb et zucc)Endlicher

白枝本郷 第165図12 加工板材 ヒノキ  Cんαnα9cypαrテ s Obι ,sα (Sieb et Zucc.)Endhcher

白枝本郷 第166図41 加工板材 ヒノキ  Cんαηα93ypαr's οbι,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図39 加工板材 ヒノキ  Cんαttα9刃pα′」sοうι,sα (Sieb et Zucc)Endlicher

白枝本郷 第166図38 加工板材 ヒノキ  C施れα9っOαr」s obを ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

自枝本郷 第166図33 加工板材 ヒノキ  Cんαttαθc)pα rど 3 obし ,sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第166図34 加工板材 ヒノキ  Cんαttαθcypαr13 0bι ,Sα (Sieb et Zucc)Endhcher

白枝本郷 第165図24 加工木片 ヒノキ  C施れα9cypα′
's 

οbι レdα (Sieb.et Zucc,)Endhcher

白枝本郷 第157図 5 棺材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

白枝本郷 第157図 4 棺材 スギ Cryptomeria iaponica D DOn

白枝本郷 第157図 3 棺材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

白枝本郷 第157図 2 棺材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

白枝本郷 第157図 1 棺材 スギ Cryptomeria iaponica D Don

※中野清水(2)は『中野清水遺跡(2)』 島根県教育委員会2005年

※中野清水(3)は本報告書『中野清水遺跡(3)。 自枝本郷遺跡』島根県教育委員会2006年
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第 6節 中野 清水 遺 跡 及 び 白枝 本 郷 遺 跡 出土 木 製 品・ 柱 根 の樹 種 同定 分 析

伊東 隆夫 (京都大学生存固研究所)

中野清水遺跡及び白枝本郷遺跡で2004年 に出上 した木製品 。柱根の樹種同定分析を行った。試料

は曲物片 4点・杓子状未成品 4点・柄 1点・漆器片 2点・柱根 2点・礎板 1点・不明品 呈点の計21

点である。以下、それぞれの遺跡から出上 した木製品の樹種同定結果を報告する。

1.中野清水遺跡出土木材の樹種

出雲市中野に所在する中野清水遺跡では、中世～近世初めの水田面、奈良 。平安時代の上坑・溝、

古墳時代前期の土師器などが検出されている。本遺跡から出土 した曲物、その他の木製品合わせて

4点は奈良平安時代頃のものと見られる。

スギ (Crypιο碗9rjα ブop鋸力αD.Don) :

樹脂道を欠 く。樹脂細胞が晩材にそってまばらに存在する。

分野壁孔はスギ型。

結果は表 1に示す通りである。

曲物 :2点ともにスギ

不明木製品 :1点 と二葉マツ1点

二葉マツ (P加税s sp.Diplxylon):

樹脂道を有する。分野壁孔は窓状。放射仮道管が存在する。

1.KK-961 曲物片

スギ x300

2.KK-981 不明木製品

スギ x300
3.KK-982 曲物?

スギ x300
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4.KK-983 不明木製品

二葉マツ x300



2.白枝本郷遺跡出土木材の樹種

白枝本郷遺跡では室町時代から江戸時代初めの集落跡が確認されるとともに、古墳時代後期の灌

漑用水路と考えられる溝が明らかとなっている。本遺跡から出土した木製品のうち、16点 はすべて

室町時代から江戸時代初めのものである。

ヒノキ αttαttα9oyparラs οbι ttsα Endl.) :

樹脂道を欠く。樹脂細胞が晩材付近にまばらに分布する。分野壁孔はおおむねヒノキ型。本種はあ

て材であるため分野壁孔がやや不鮮明であった。

スギ に花炒ιο胞9rια」iopοttcα D,Don):

樹脂道を欠く。樹脂細胞が晩材付近にまばらに分布する。分野壁孔はおおむねスギ型。

シイ属 (働sιαttopsts sp。 ):環孔材。孔圏外道管は放射状に配列する。放射組織は単列同性。

クリ (Cαsttα cr9Rαια Sieb. et Zucc.):

環孔材。孔圏外道管は放射方向に広がって多数配列する。放射組織は単列同性。

エノキ αttτιjs sJん θttsけS Pers.var.japonica Nakai):

環孔材。孔圏外道管は集団をなす。道管は単穿孔を有する。放射組織は異性で、 1-10列 で、さや

細胞が顕著。小道管のらせん肥厚はKK-965の み検出できる。

カツラ αttrcガゎんノ施恥えりο崩側碗 Sieb.et Zucc。 ) :

散孔材。小さい道管が多数分布する。道管は階段穿孔を有する。道管側壁は階段壁孔。道管放射組

織間壁孔はしばしば階段状となる。放射組織は異性で 1-2列。

フジキ (CttJrcsι ,s pιαttcCrpα K/1akino):

環孔材。やや散孔材状を呈する。単穿孔。小道管のらせん肥厚は検出できていない。周囲柔組織が

顕者。放射組織は1-5列で、ほぼ異性Ⅲ型となり、さや状細胞がみられる。

1.KK-962 杓子状未製品

フジキ x75
2.KK-965 杓子状未製品

エノキ x75
3.KK-969 不明木製品

スギ x300
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4.KK-970 漆器片

カツラ x150
5.KK-975 柱根

クリ x30
6.KK-976 礎板

シイ属 x30

樹種同定の結果は表 1の とおりである。

杓子状未製品 :フ ジキ 2点、エノキ 2点、木製柄 :ス ギ 1点、曲物・折敷片 :ス ギ 2点、漆器片

カツラ1点、 ヒノキ 1点、柱根 :ク リ2点、礎板 :シ イ属 1点、不明木製品 :ス ギ 3点、 ヒノキ

点、エノキ 1点

表 1 中野清水遺跡 。白枝本郷遺跡出土木製品・柱根の樹種同定分析一覧表

挿図番号 遺 跡 名 遺 物 名 時  期 樹  種 サ ンプルNα 備 考

第10図 ■ 中野清水遺跡 曲物片 余 騨 。 さ半 輩 ス ギ KK-961 KHW69007-1
第62図489 由 野 潜 フ購 跡 不明木製品 奈良・ 平安 ス ギ KK-981 KHヽV69007-21

舅そ62Eζ490 中野清水遺跡 折敷 奈良 。平安 ス ギ KK-982 KH耶「69007-22
傷写62Eで488 中野清水遺跡 不明木製品 奈良・ 平安 _粟 マ ツ KK-983 KHW69007-23
弟 179膠雹19 白枝本郷遺跡 杓子状未製品 室 町 フジキ KK-962 KHヽV69007-2
第179図 18 白枝本郷遺跡 杓子状未製品 室 町 フ ジキ KK-963 KHWV69007-3
第179図 20 白枝本郷遺跡 杓 子 メ★芙 製 品 室 町 エ ノキ KK-964 KHWV69007-4
第 179図 21 白枝本郷遺跡 杓子状未製品 室 町 エノキ KK-965 KHWV69007-5
第 1791双 122 白 tj大媚隣葺跡 不明木製漫 室 町 エ ノキ KK-966 KHM「69007-6
多岳179屁量23 白枝本郷遺跡 木製柄 室 町 ス ギ KK-967 KHW69007-7
易号1798∃ 24 白枝本郷遺跡 曲物片 室 町 ス キ KK-968 KHヽA「69007-8

第179図28 白枝本郷遺跡 不明木製品 室 町 ス ギ KK-969 KHW69007-9
舅暑187Б∃39 白枝本郷還跡 漆器片 至 町 カ ツ ラ KK-970 KHW69007-10
第210図 14 白枝本郷遺跡 ス 閉大型 早 ス ギ KK-971 KHW69007-11
第179図27 自枝本郷遺跡 不明木製品 室 町 ヒノキ KK-972 KHヽV69007-12
第 1791× 126 白枝本郷遺跡 不明木製品 室 町 ス ギ KK-973 KHW69007-13
第150図 白枝本郷遺跡 柱根 室町 ク リ KK-974 KHヽV69007-14
第 43暦雪1 白 棒 /1k郷潰 跡 柱 根 ク リ KK-975 KHW69007-15
第 43図 2 白枝本郷遺跡 碑 板 シイ属 KK-976 KHWV69007-16
第 87□雪40 自枝本郷遺跡 曲物片 室 町 ス ギ KK-977 KHW69007-17
第 79日ζ29 白枝本郷遺跡 漆器片 室 町 ヒノキ KK-984 KHWV69007-24
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第 7節 中野清水遺跡 1区のプラント・オパール分析

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

中野清水遺跡は島根県東部の出雲市中野町に位置する。本報告は、中野清水遺跡 1区発掘調査に

おいて実施されたプラント・ オパール分析結果をまとめたものである。

試料について

各分析試料は島根県教育委員会と協議の上、図 1に示す地点より文化財調査コンサルタント株式

会社が採取 した。各地点の模式柱状図および試料採取層準を、図 2の プラント・ オパールダイアグ

ラム左側に示す。

分析処理・検鏡方法

分析処理は藤原 (1976)の グラスビーズ法に従い行った。プレパラー トの観察・ 同定は、光学顕

微鏡により通常400倍で、必要に応 じ600倍 あるいは1000倍を用いた。また、稲作の確認を目的とし

たことから、イネの他イネ科の主要分類群の機動細胞由来のプラントオパールについて同定、計数

を行い、同時に計数 したグラスビーズの個数が300を超えるまで行った。

分析結果

分析結果を図 2のプラント・ オパールダイ

プラント・ オパールダイアグラムでは、 1

にスペク トルで示 した。

アグラムに示す。

gあ たりの含有数に換算 した数を、検出した分類群毎

各層の稲作との関連について

① 4層

5層の上下に3層・ 4層とされる層が 2層ずつ存在するので、それぞれ上位、下位として区別す

る。下位の4層基底部には腐蝕質粘上の薄層があり、下位の4層から3層、 5層へと上方粗粒化が

認められることから、これら一連の層が洪水に伴う堆積物であることが推定された。また、上位の

4層・ 3層 についても、この傾向は認められている。このように上位、下位ともに耕作土の可能性

は低いものの周辺部で耕作が行われていた場合、「イネ」が混入する可能性が指摘された。上位の

4層からは「イネ」は全く検出されなかったものの、下位の4層からは「イネ」が600個体/gと

少量ではあるが検出され、同時期に近辺で稲作が行われていたことが分かる。

② 7層

上面が耕作面と考えられる、耕作層 (?)で ある。上位の試料h3が1500個体/g、 下位の試料

Nα 4で 3600個体/gの イネの検出量を示 し、今回分析した試料の内では多い検出量を示す。一般に

耕作層と認定される目安が5000個体/gであり、これをやや下まわる。しかし、耕作期間によって

プラント・オパールの蓄積量が異なるため、この結果が本層での稲作を否定するものでは無い。む

しろ本層内でピークを成すことから、稲作が行われた可能性は高いと考えられる。
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③ 8層

砂層であるにもかかわらず、わずかではあるが「イネ」

のプラント。オパールが検出される。このことは、上位

の7層からの生物擾乱による混入などが原因であると考

えられ、 8層での稲作を肯定するものでは無い。

④ 9層

上面が耕作面と考えられる、耕作層 (?)で ある。

「イネ」のプラント。オパールの検出量は、試料血 6で

1200個体/g、 試料Nα 7で 800個体/gと 、一般的な目安

の5000個体/gを大きく下まわる。 しかし、試料h6で 図 2

検出量が小ピークを成すこと、上位の8層が砂層であり

8層から検出されたプラント・オパールが生物擾舌しによる混入であると考えられることなどから、

9層で検出された「イネ」のプラント・オパールは本来 9層 に含まれていた可能性があり、プラン

ト・オパールの検出量が少ないことが、本層での稲作を否定するものでは無い。

⑤ 12層

「イネ」のプラント・オパールの検出量は少なく、試料h8で700個体/g検出できたのみであ

る。また試料血 8、 9の概査では、花粉化石化石の検出量が少ないもののイネ科 (40ミ クロン以上)

花粉が目立って検出される。一方12層 は灰褐色粘土であり、堆積後に酸化環境に在ったことが想像

される。これらのことから、12層が水田耕作層で在ったにも係わらず、その後酸化環境に在ったた

めにプラント・ オパールや花粉が溶解 。消失した可能性が指摘される。

一　

　

一

~10000/g

プラント・オパールダイアグラム
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表 1 プラン ト・ オパール化石組成表

上段 検出個数
中段 検出密度 (単位 ;× 100個 /g)
下段 推定生産量 (単位 ;kg/∬・ cll)

まとめ

中野清水遺跡 1区でのプラント・ オパール分析をもとに、耕作 (稲作)について推定 した。 この

結果、 7層、 9層では耕作 (稲作)が営まれていた可能性が指摘され、現地での観察結果を追従す

る結果を得た。

一方、現地での観察で耕作層か否かの判断が成されなかった12層では、プラント・ オパールが堆

積後に溶解・消滅 した可能性が指摘された。今後、花粉分析 (精査)に よる確認が必要である。

引用文献

1)藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.

考古学と自然科学, 9,P15-29.
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第 8節 自枝 本 郷 遺 跡 の地 質 調 査 に伴 う 自然 科 学分 析

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

山田 和芳 (島根大学汽水域研究センター)

はじりに

白枝本郷遺跡は島根県東部の出雲市白枝町に位置する (図 1)。 本報告は、 ジオスライサーを用

いて採取 したおよそ 9mの土層資料を対象として、出雲平野西部の古環境変遷を調べる目的で行っ

たCNS分析結果、花粉分析結果およびAMS年代測定結果をまとめたものである。

試料について

各分析試料は、図 1に示す地点でジオスライサーにより採取された。採取試料の模式柱状図を図

2、 3の各ダイアグラム左に示す。またCNS分析、花粉分析試料を柱状図右に試料Nα を付けた層

準で採取 した。AMS年代測定試料の採取層準は、測定値と共に模式柱状図左側に示 している。

分析処理・検鏡方法

CNS分析 (測定)は、以下の様に行 った。粉末にして均一化 した乾燥試料を約15mg分取 し、銀

コンテナに入れて 1規定塩酸で貝殻起源などの無機態炭素を除去 した後、すずコンテナでさらに包

み、FISONS社製CHNSコ ーダEA― ■08型により試料中のTN、 TOC、 TSを測定 した。スタンダー

ド試料にはBBOTを用いている。

花粉分析処理は渡辺 (1995)に従い行 った。プレパラー トの観察 。同定は、光学顕微鏡により通

常400倍で、必要に応 じ600倍あるいは1000倍を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉総数

が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定 も行った。また、

イネ科花粉を中村 (1974)に従い、イネを含む可能性の高い大型のイネ科 (40ミ クロン以上)と 、

イネを含む可能性の低い小型のイネ科 (40ミ クロン未満)に細分 している。

AMS年代測定は、試料の酸・ アルカ リ。酸洗浄を行った後石墨に調整 した。年代値の算出には

半減期5,568年 を用い、暦年較正にはOxCa1 3.1を 用いた。

分析結果

CNS分析結果を図 2お よび表 1に、花粉分析結果を図 3に示す。

CNSダイアグラムでは、測定値であるTN、 TOC、 TSの ほか、C/N、 C/Sを 算出して示 した。

花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗

リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペク トルで示 した。一方、木本花粉の含有量が少なく統計処

理に耐えられないと判断した試料については、検出分類群を「 *」 で示 した。また右端の花粉総合

ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹花粉に細分 し、これらに草本花粉、胞子の総数を

加えたものを基数として、それぞれの分類群毎に累積百分率として示 した。

また各ダイアグラムには、後述の花粉帯 (亜帯)お よび堆積ユニ ッヽトも示 してある。

AMS年代測定結果は各ダイグラム中に表 したほか、詳細なデータを表 3に示 した。
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さらに表 2に、花粉分析処理残澄および花粉分析用プレパラー トを用いてそのほかの化石他につ

いて概観 した結果を、微化石概査結果として示す。

花粉分帯

花粉分析結果を基に、以下のように局地的花粉帯を設定 した。花粉帯の変遷を明確にするために、

下位から上位に向かって記す。

①Ⅲ帯 (試料Nα64～ 11)

アカガシ亜属が卓越傾向にあり、スギ属、コナラ亜属が、ムクノキ属―エノキ属、エレ属―ケヤ

キ属、 トチノキ属を伴う。また、 シイノキ属―マテバシイ属が低率ではあるが連続的に出現する。

これら主な花粉化石の増減傾向からさらにe～ a亜帯に細分 した

e亜帯 (試料NQ64):ト チノキ属が最 も高率で、アカガシ亜属がこれに次 ぐ。

d亜帯 (試料血61):ア カガシ亜属が卓越する。スギ属、 トチノキ属は減少する。

c亜帯 (試料h58～49):ア カガシ亜属が一旦減少 した後増加傾向を示す。これに対 しスギ属、コ

ナラ亜属、エレ属―ケヤキ属、 トチノキ属が一旦増加 した後減少傾向を示す。

b亜帯 (試料Nα46～ 37):ア カガシ亜属が卓越する。コナラ亜属、ムクノキ属―エノキ属が一旦増

加 した後減少傾向を示 し、 トチノキ属は一旦増加 した後減少傾向を示す。
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a亜帯 (試料Nα34～ 11):ア カガシ亜属が卓越し、特に試料h13で高率を示す。スギ属、 トチノキ

属などが緩やかな変遷を示すものの、亜帯として細分するには至らなかった。

②Ⅱ帯 (試料h9～ 2)

下位のⅢ帯a亜帯に比ベアカガシ亜属がやや低率になり、スギ属、コナラ亜属、 トチノキ属が高

率になる。またマキ属が低率ではあるが連続的に出現する。

③ I帯 (試料hl)
スギ属が卓越し、アカガシ亜属、コナラ亜属、 トチノキ属を伴う。

CNS分析に基づく堆積環境推定

一般的に、堆積物のC/N比が15以上であると、その層準に含まれている有機物は、陸上高等植

物起源と考えられる。これはプランクトン起源と比べて、陸上高等植物起源の有機物では含まれる

タンパク質が少ないため、相対的に全窒素量が少なくなるためである。本分析結果では、全層準の

C/N比がほとんど15以上であること、一部10前後の値を示す層準では、そもそもTOC含有量が非

常に少ない中粒砂が卓越する河川性堆積物となっていることの特長がある。これらの点を考慮に入

れると、本研究で用いた試料に含まれている有機物はほぼ陸上大型植物起源であると考えられ、全

層準を通 じて堆積時に、周辺に自生 していたか、あるいは、河川などを通 じて運搬されてきた植物

(遺骸)が、堆積物として固定されたものと推定できる。堆積物の層相は、細砂～中砂で表される

河川性堆積物、腐植質粘土に細砂層が挟在する後背湿地性堆積物、デイサイ ト質の円礫が混 じる上

方粗粒化を示す砂層で構成される洪水性 。バー堆積物など下流部の河川環境を示す堆積相が累重す

る。この有機物の起源と堆積層相の結果から、掘削地点が、全層準を通 じて陸域の影響を大きく受

けている河川環境下であったことが示唆される。

以下、CNS分析結果に基づきユニット区分 し、それぞれのユニットの堆積環境について考察す

る。

①ユニットⅥ (試料Nα65～ 60)

腐植質の粘土～シル ト質粘土層で構成され、 l wt%程度のTS含有量が認められる。イオウの起

源は、海水中の硫酸イオンに求めることができ、TS含有量が高ければ高いほど海水の影響が大き

かったことが示されている。また、堆積物中に海生～汽水生の貝化石等が認められない場合でも、

TS含有量の変化から陸成 (淡水成)一汽水・海成堆積物の判断を下すこともできる、本報告で取

り扱 ったような沖積層におけるTS合有量では、堆積速度や、堆積層相によって、含有量は大きく

変動するものの、おおむね l wt%を 超える層準の場合、堆積過程において海水の影響があらわれ

ているものと判断できる。これらのことを考慮に入れ、層相から判断すると、この層準は塩性湿地

のような堆積環境であったと推測される。

②ユニットV(試料No59～ 51)

主に細砂層や腐植質なシル ト質粘土層が卓越する。 この層準は、高いTOC含有量と低いTS含有

量で示され、徐々に河川の影響が強 くなりつつあった河川の河口域のような環境であったと推測さ

れる。この層準では、海水侵入の影響 も、時期により大きく変化 していたことが予想される。

③ユニットⅣ (試料Nα50～ 34)

主にシル ト質砂層や腐植質粘土層が卓越する。この層準では、再び l wt%以 上のTS含有量が認
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められるようになることから、堆積時に

おける海水の影響があったことが予想さ

れる。層相は、 シル ト質砂層から腐植質

粘土層へと上方に行 くにつれ細粒化する

傾向が認められ、この変化は、河口ある

いは本流から徐々に遠ざかり、徐々に安

定 した堆積場になって行ったことが考え

られる。層相 とCNS分析結果両方か ら

推定されることは、徐々に安定 した堆積

場に変わって行 く比較的水深が浅い汽水

環境ということである。

④ユニ ッヽトⅢ (試料Nα33～ 22)

層相は細砂層からデイサイ ト質礫混 じ

り中砂層へと上方に行 くにつれ粗粒化す

る傾向が認められ、再び河川の影響が強

くなる堆積場に変化 している。この層準

におけるTOC、 TN、 TS含有量が上方に

行 くにつれ徐々に減少するのは、層相が

上方粗粒化することによる希釈効果が働

いているためと考えられる。この砕屑物

による希釈効果を除いても、TS含有量

は低 く、すでに海水の影響がなくなって

いたことが示唆される。

⑤ユニ ッヽトⅡ (試料NQ21～ 9)

デイサイ トの円礫を含む細砂～中砂層

が卓越する。TOC含有量がほぼ O wt%

で表されるように、ほとんど砕屑性粒子

のみで構成される。この層準の下位ほど

デイサイ トの円礫が多い。層相からも堆

積速度は非常に速いこと予想され、一過

性のイベント堆積物と考えられる。

⑥ユニットI(試料Nα 8～ 1)

河川性 もしくは後背湿地性の環境下で

あったと考え られる。TS含有量がほぼ

O wt%で表されるように、海水の影響

は全 く認められない。

表 1 CNS分 析

Sample No
Nitrogen  Carbon  Sulphur C/N ratio C/S ratio

(%) (%) (%) (wt ratio)(wt ratio)

SIRO-1 0036      0547      0178

SIRO-2 0033     0619     0149 114

SIRO-3 0061      1657      0193

SIRO-4 0032      0408      0173

SIRO-5 0104      2267      0138

SIRO-6 0077      1574      0146

SIRO-7 0072      1438      0144

SIRO-8 0064      1315      0109

SIRO-9 005      1121     0098
SIRO-10 0093      2032      1354

SIRO-11 0023      0251      0496 223

SIRO-12 0022      0233      0198

SIRO-13 0021      0196       04

SIRO-14 003      0328      0464
ぐ
∪ RO-15 0031      0373      0421
Ｑ
∪ RO-16 0034      0411      0573 1

S RO-17 0019      0152      0194

S RO-18 0023      0234      0379

S RO-19 0017      0183      0259
Ｑ
じ RO-20 0036      0451      0465
Ｏ
け RO-21 0033     0486     0439
Ｏ
Ｏ RO-22 0048      0785      0742

SIRO-23 0052      1094      061
SIRO-24 0051      1072      0527

SIRO-25 005      0914      0439
SIRO-26 0066      1,245     0651 2

SIRO-27 0054      1032      0644

SIRO-28 0057      1143      088
SIRO-29 0081      1542      1046

SIRO-30 0055      0963      0612 13

SIRO-31 0065      1231      0873 16

SIRO-32 0091      1935      1116 113

SIRO-33 0076      1635      1273 14

SIRO-34 0088      2217      2201 17

S RO-35 0151      3429      1078

S RO-36 0408      8709      3162 252 1

S RO-37 017      4352      1664 227

S RO-38 0121      2378      1153

S RO-39 6673      1501 256

SIRO-40 0336      7603      1606

SIRO-41 0254      5435      1382

SIRO-42 0225      4551      0998

SIRO-43 013      2572      0904
SIRO-44 0141      3344      1356

SIRO-45 0098      1972      1,055

SIRO-46 0159      3375      1273 237
SIRO-47 0196      3593      1289

SIRO-48 022      4437      0324
SIRO-49 0276      6076      127
SIRO-50 0215      4998      1579

SIRO-51 0133      2429      0453

SIRO-52 0153      2856      0283 232

SIRO-53 0095      1848      012
SIRO-54 008      1471      008
SIRO-55 0234
SIRO-56 0138      2696      0.251

SIRO-57 0.321      7195      044

S RO-58 0232      4972      0216
Ｑ
じ RO-59 0.107      2196      0324
Ｏ
じ RO-60 0182      3807      0681

S RO-6 013      2235      0851
S RO-62 0209      4633      0943 209
S RO-63 0122      2694      1409

S RO-64 0157      2974      0407

S RO-65 0108      1776      0148
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表 2 微化石概査結果

試料配 7E粉 炭 植物片 珪藻 火山ガラス プラント・ オパール 試料配 花粉 炭 植物片 珪 藻 火山ガラス プラント・オパール
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｍ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

○

◎

○

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

○

○

◎

○

○

○

△

△ ×

△

△

△

〇
△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ X

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

鰈
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
◎
○
○
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
〇
〇
〇
〇
〇
〇
∩

○

○

◎

○

◎

○

△

△

〇

△×

△×

×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△

△ ×

△ ×

△

△

△×

△

△ ×

△ ×

○

△

△

○

○

△

◎
△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

⑥

○

○

○

○

○

○

△

△

△

△×

△

△

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

×

×

△ ×

△

△ ×

×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

◎

○
△×

◎
△

３４

３５

８６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６８

６４

６５

○

◎

◎

◎

○

◎

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

◎

○

○

○

◎

△ ×

△ ×

△ ×

△ X

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△×

△

△

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

○

○

○

◎

○

◎

○

◎

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

〇

〇

△

△

＠
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

◎

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

△

○

○

○

○

○

△

△

○

○

○

○

△

〇

〇

△

△

△

鰈

「

―
ｌ
ω
〕
∞
１
１

◎
○
△
解
×

例凡 十分な数量が検出できる
少ないが検出できる
非常に少ない

極めてまれに検出できる
検出できない
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局地花粉帯の示す年代と、地域花粉帯との対比

(1)AMS年代測定結果について

今回得 られた年代測定試結果のうち、試料hG-3と G-4、 G-5の 年代において、逆転が見

られた。 しか し試料hG-3は 木片であり、試料が二次堆積 したことに起因 し年代の逆転が起 こっ

たと考えられる。 したがって今回得 られた年代値は、比較的良好な結果であると言える。

(2)地域花粉帯との対比

出雲平野を含む中海・宍道湖地域では、渡辺ほか (2003)に よりおよそ6600yr.B.P。 以降の 2地

域花粉帯 7地域花粉亜帯が設定されている。以下では、今回得 られた 3局地花粉帯をこの地域花粉

帯と対比する。

①Ⅲ帯

花粉組成では、アカガシ亜属が卓越することか ら、上位の■帯と共に中海・ 宍道湖地域の地域花

粉帯のうち、アカガシ亜属 。シイノキ属帯に対比可能である。またⅢ帯では、低率ではあるがシイ

ノキ属―マテバシイ属花粉が特徴的に出現することか らシイノキ属亜帯に対比できる。

②Ⅱ帯

前述のように、花粉組成ではアカガシ亜属が卓越することから、下位のⅢ帯と共に中海・宍道湖

地域の地域花粉帯のアカガシ亜属・ シイノキ属帯に対比可能である。またⅡ帯では、 シイノキ属―

マテバシイ属花粉がⅢ帯より断続的になり、マキ属がШ帯に比べ連続的に出現することか らマキ属

亜帯に対比できる。

③ I帯

スギ属花粉が高率を示 し、アカガシ亜属を伴 うことから、アカガシ亜属・ シイノキ属帯スギ属亜

帯に対比できる。

(3)局地花粉帯の示す年代

局地花粉帯の対比結果を基に望C年代測定値の評価を行う

①Ⅲ帯

AMS年代測定値か ら、およそ5000yr.B.P,か ら4000yr.B.P.頃 の植生を反映 していると考え られ

る。対比されるシイノキ属亜帯はおよそ6000～4000yr.B.P.の 間の植生を示すとされており、AMS
年代測定結果と、地域花粉帯の関係は矛盾 しない。

表 3 AMS年 代測定結果

鞘
Ｎｏ・

測定年代

(yBP)

δ
,3c

(%o)

補正
14c

(yBP)

暦年代
司

(cal y)

測定番号

(PLD― )

G-1 3,590=L30 -24.9 3,585=L30 BC2,030-1,380 3149

G-2 3,725=L30 -26.5 3,700=L30 BC2,145´し2,015 3150
G-3 4,330=L30 -26.6 4,305=生 30 BC3,015,Ψ 2,980

BC2,935-2,880

3151

G-4 4,150」L30 -24.1 4,165=L30 BC2,880-2,830

BC2,820-2,660

3152

G-5 4,245=L30 -25.2 4,240」L30 BC2,915-2,860

BC2,810-2,755

3153

資
υ一

企
ｕ 4,660=L30 -24.5 4,670=L30 BC3,520-3,365 3154

ネ1:2 sigma,95%probability
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② Ⅱ帯

AMS年代測定値か ら、およそ4000yr.B,P.か ら3500yr.B.P.頃 以降の植生を反 していると考え ら

れる。対比されるマキ属亜帯はおよそ4000～ 3000yr.B.P.の 間の植生を示すとされており、AMS年

代測定結果と、地域花粉帯の関係は矛盾 しない。

③ I帯

AMS年代は得 られていないが、3500yr.B.P.頃 以降の植生を反映 していると考えられる。対比さ

れるスギ属亜帯はおよそ3000yr.B.P。 以降の植生を示すとされており、AMS年代測定結果と、地域

花粉帯の関係は矛盾 しない。

完新世中期の環境変遷

今回得 られた堆積物は全層準を通 じて河川の影響が強 く、本流あるいは、後背湿地、河口域で堆

積 したと推定される。これら堆積物は、出雲平野の地形発達史の観点では、後氷期以降の海面上昇

に伴って形成されてきた沖積層の一部 と考えられる。前述のようにAMS年代測定結果あるいは花

粉帯の対比に基づけば、およそ4,700か ら3,000年前以降の堆積物であることが明らかにされており、

縄文海進後の斐伊川あるいは神戸川デルタ前進による水域の減少 (陸上域の拡大)期に相当する。

したがって、一般的な沖積層区分の「上部砂層」に相当する。

ここでは、約4,700か ら3,000年前以降の古環境変遷について、出雲平野西部で掘削され、すでに

公表されているボーリング試料の分析結果などと関連させて考察する。

(1)お よそ4,700～4,100年 (堆積ユニットⅥ～Ⅳ ;花粉帯Ⅲ帯 e～ b亜帯)

①堆積環境

縄文海進に伴い大社湾の方向から進入 してきた海は、およそ8000年前頃までに現在の出雲平野か

ら宍道湖まで広がる「古宍道湾」(徳岡ほか,1990)を形成 した (高安,2002)。 その後、斐伊川お

よび神戸川のデルタ前進によって古宍道湾の中央部付近から東西分断化されるとともに縮小傾向が

進み、現在の出雲平野西部一帯にのみ広がる閉鎖的な水域が形成されたと考えられている (高安・

出雲古代景観復元チーム,2003;山 田ほか,2004)。

しかしながら、今回得 られた試料には、全層準を通 じて潟湖を示すような堆積層相は認められず、

主に河川および後背湿地性の堆積物か らなった。 このことか ら、4,700年前頃には河川による埋積

が進行 し、調査地近辺は陸地になっていたと考えられる。その後、4,700～ 4,100年前の間では、調

査地点は出雲平野西部に広がる潟湖に注 ぐ河川の河口域に位置 していたと考えられる。 この期間

(ユ ニットⅥ～Ⅳ :深度 9～5,8mに相当)で は、主に湿地性の環境が卓越 しており、外洋か ら潟湖

を経由して塩水 くさび状に海水が頻繁に流入 して くる環境であったと思われる。

②古気候

この間ではアカガシ亜属花粉の出現率変化と、先のイオウ濃度変化が正の相関関係を示す。花粉

組成を詳細に検討すると、暖温帯要素のアカガシ亜属花粉 と、やや冷涼な気候を示唆するスギ属花

粉、冷温帯要素のブナ属、コナラ亜属花粉が負の相関を示 し、イオウ濃度変化や花粉組成変化が気

温の変化に因ると想定される。 したがって堆積ユニットⅥ～Ⅳで認められるイオウ濃度の変化は、

気候変化に伴 う海水準の変化に対応 し、海水の流入が見 られたことに起因すると考えられる。

③古植生
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エノキ属―ムクノキ属、エレ属―ケヤキ属などのニレ科花粉が安定 して出現 し、河川沿いに自然

堤防林を形成 していたと考えられる。また、 トチノキ属花粉が比較的高率で出現する。現在 トチノ

キは深山の渓谷林として認めることができるが、安定 した条件下であれば扇状地や河岸段丘上にも

分布することが知 られている。 トチノキ属花粉は同時期の島根半島の出雲大社境内遺跡周辺や、神

戸川中流域の三田谷 I遺跡や斐伊川中流域の大津町来原地区では低率であること (渡辺,2004,中

村ほか,2000,中村ほか,2001)と 合わせると、中国山地側の扇状地末端から平野部にかけて分布

していたと考えられる。一方前述のアカガシ亜属は平野縁辺の丘陵から中国山地に広 く分布 し、照

葉樹林を成 していたと考えられる。また、ブナ属花粉はブナ、 コナラ亜属花粉はミズナラに由来 し

て中国山地高所に冷温帯落葉広葉樹林として分布 していたと考えられる。また、スギはモミやッガ

などとともに照葉樹林と冷温帯落葉樹林の間にいわゆる「中間温帯林 :温帯針葉樹林」を成 してい

たと考えられ、これらの林は緩やかな気候変化に伴い分布域を拡大・縮小 したと考えられる。一方

b亜帯最上部ではヨナラ亜属、ムクノキ属―エノキ属が増加 し、 トチノキ属が減少する。 トチノキ

の生育する扇状地末端か ら平野部で森が荒れ、ナラ類やエレ科を主要素とする二次林が一時的に発

達 したと考えられる。

(2)およそ4,100～ 3,700年前 (堆積ユニットⅢ、Ⅱ ;花粉帯Ⅲ帯 a亜帯)

①堆積環境

深度5。 8～ 2.Omに 混入 してくるデイサイ トの円礫を多数含む洪水性の一過性堆積物を挟み、深度

2m以浅では海水進入の証拠が全 く認められない淡水湿地環境に変化する。 この急激な環境変化の

原因のひとつとして、三瓶火山の活動が考えられる。深度5。 8～ 2.Omの層準にところどころ認めら

れるデイサイ トの円礫は、三瓶山火山の活動によって噴出した火山噴出物 (主 にデイサイ ト)が、

神戸川を流下 して出雲平野に堆積 したものと考えられる。 この堆積時期 (4,100～3,700年前の間)

は三瓶火山の活動期Ⅵ期末か らⅦ期初頭 (福岡ほか,2004)に あたり、角井降下火山灰堆積物、太

平山火砕堆積物の影響が考えられる。林 (1991)は、出雲平野全体に広がり神戸川右岸あたりの微

高地として現地形に残っている三瓶火山噴出物の二次堆積物を、Ⅶ期の太平山火砕堆積物に由来す

るとしており、今回の結果とやや異なる。いずれにせよ、三瓶火山の活動が出雲平野の自然環境に

大きな変化 (ダ メージ)を もたらしたことは否定できない。

②古気候

Шtt b亜帯からa亜帯への変化では トチノキ属花粉の増加が顕者である。また、 a亜帯の間で花

粉組成は安定する。 トチノキが増加するためには安定 した環境が必要なことと併せると、温暖で穏

やかな気候が続いたと考えられる。

③古植生

前の時期と同様に、局地花粉帯のⅢ帯が相当し植生の大きな変遷は考えにくい。 b亜帯で平野周

辺に顕著であったナラ類やニレ科を要素とする二次林が トチノキを主要素とする安定 した林へ遷移

したと考えられる。
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(3)およそ3,700年前以降 (堆積ユニットI;花粉帯 Ⅱ～ I帯)

①堆積環境

深度2.Omよ り、主に淡水性湿地環境を呈するようになる。おそらく河川の流路変遷が頻繁にお

きている後背湿地のような環境であったと考えられる。 この環境は3,700年前か ら3,000年前以降ま

で続いている。

②古気候

Ⅱ帯、 I帯 とアカガシ亜属花粉が減少 し、スギ属、コナラ亜属花粉が顕者に増加する。 ブナ属花

粉 もやや増加するなど気候がやや冷涼に変化 したことが分かる。

③古植生

中国山地高所のブナや ミズナラを主要素とする冷温帯落葉広葉樹林や、スギ、モミやツガなどを

要素とする中間温帯林が拡大 し、照葉樹林が減少 したと考えられる。一方でスギの増加は他の針葉

樹種や落葉広葉樹種を圧倒 し、伏流水の豊富な低地へも分布を拡大 したと考えられる。

まとめ

白枝本郷遺跡で採取された全長 9mの ジオスライサー試料の望C年代測定、花粉分析、CNS分析

などの自然化学分析を行ない、堆積環境を推定するとともに、年代測定結果に基づいた完新世中期

の古環境について考察 した。特筆すべき事柄を以下に示す。

(1)層相やC/N比の結果か ら、全層準を通 じて、調査地点は陸域の影響を大きく受けている後背

湿地および河川環境であったと推定される。

(2)TS含有量の変化から、深度 9～5.8mの層準では、海水進入の影響が認められる。海水流入と

アカガシ亜属花粉の増加期が一致 し、気候変化に伴い海水準が変動 したと考えられる。

(3)深度5.8～ 2mの層準では、デイサイ トの円礫を含む一過性の堆積物が堆積 したと考え られる。

これは、三瓶火山ⅥからⅦ期の活動によって噴出した火山噴出物が洪水性堆積物として出雲平野

西部に広 く分布するイベント堆積物と考えられる。

(4)深度 2m以浅では、淡水性の湿地環境で堆積 している。デイサイ ト質円礫を含む堆積物を挟在

して汽水か ら淡水に環境が変化する現象は、他の平野西部で復元された古環境と調和的である。

(5)ト チノキ属花粉の高率での出現は、出雲平野西部で従来から行われてきた花粉分析結果では認

められなかった現象であった。神戸川や斐伊川の扇状地末端に土地的極相林として、 トチノキを

主要素とする林が形成されていたと考えられる。
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第 9節 白枝本郷遺跡の花粉分析及ぴプラント・オパール分析

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

白枝本郷遺跡は島根県東部の出雲市白枝町に位置する。本報告は、島根県教育委員会が文化財調

査コンサルタント株式会社に委託して行った花粉分析結果およびプラント・オパール分析結果をま

とめたものである。

試料について

各分析試料は島根県教育委員会と協議の上、図 1に示す地点より文化財調査コンサルタント株式

会社が採取 した。試料採取地点の模式柱状図および試料採取層準を、図 3、 4の各種ダイアグラム

左側に示す。

分析処理・検鏡方法

花粉分析処理は渡辺 (1995)に、プラント・ オパール分析処理は藤原 (1976)の グラスビーズ法

に従い行った。プレパラー トの観察 。同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応 じ600倍 あ

るいは1000倍を用いて行った。

花粉分析では原則的に木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草

本・胞子化石の同定も行った。また、イネ科花粉を中村 (1974)に従い、イネを含む可能性の高い

大型のイネ科 (40ミ クロン以上)と 、イネを含む可能性の低い小型のイネ科 (40ミ クロン未満)に

細分 している。

プラント・ オパール分析では、イネの他イネ科の主要分類群の機動細胞由来のプラントオパール

について同定、計数を行い、同時に計数 したグラスビーズの個数が300を超えるまで行った。

分析結果

分析結果を図 2の花粉ダイアグラム、図 3の プラント・ オパールダイアグラムに示す。

花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数 として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗

リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペク トルで示 した。一方、木本花粉の含有量が少なく統計処

理に耐えられないと判断 した試料については、検出分類群を「 *」 で示 した。また右端の花粉総合

ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹花粉に細分 し、これらに草本花粉、胞子の総数を

加えたものを基数として、それぞれの分類群毎に累積百分率として示 した。

プラント・ オパールダイアグラムでは、 lgあ たりの含有数に換算 した数を、検出した分類群毎

にスペク トルで示 した。

また、花粉分析処理残澄および花粉分析用プレパラー トを用いて、そのほかの化石他について概

観 した結果を、表1に微化石概査結果として示す。
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試料採取地点

0                  2m

図 1 試料採取地点

花粉分帯

花粉分析の結果を基に局地花粉帯を設定 した。以下に各花粉帯の特徴を示す。今回は試料hlで
のみ充分な量の花粉化石が検出されたが、下位の花粉化石が検出されない層準と区別するために試

料血 1の みで I帯を設定 した。

(1)I帯 (試料血 1)

マツ属 (複維管束亜属)が卓越傾向を示すほか、コナラ亜属を伴 う。

今回得 られた花粉組成は、中海・宍道湖地域の地域花粉帯のうちイネ科花粉帯マツ属亜帯に対比

され、AD1500年 頃以降の植生を示すと考えられる。 このことは、試料血 1と 下位の試料h2の 間

に室町時代の遺構面が存在することと矛盾 しない。

花粉化石含有量の少なかった原因について

花粉化石の含有量の少ない原因について、通常は以下のような事が考えられている。
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1.堆積速度が早いために、堆積物中に花粉化石が含まれない。

2.堆積物の特性 (粒度 。比重)と花粉化石の平均的な粒径、比重が著 しく異なり、堆積物中に

花粉化石が含まれない。

3.土壌生成作用にともなう堆積物で、堆積速度が極めて遅 く、堆積 した花粉化石が紫外線によ

り消滅 した。

4.花粉化石が本来含まれていたが、堆積後の化学変化により花粉化石が消滅 した。

5,有機物に極めて富む堆積物で花粉以外の有機物も多 く、処理の過程で花粉化石が回収できな

かった。

花粉化石の含有量が少ない試料では表 1の微化石概査結果に示 したようにプラント・ オパールの

合有量が多 く、顕微鏡 レベルで観察できる「微粒炭」 も多 く含まれる。また、ほとんどの水成堆積

物に含まれる珪藻化石はほとんど認められなかった。さらに、今回分析 した試料の多 くは褐～黄灰

色の粘土であり、堆積物が酸化環境に在ったことが分る。

これらのことから上記の 3、 4が、花粉化石の含有量が少なかった主な原因であると考えられる。

また、下位の 2試料 (特 に試料血 7)ではプラント・ オパール、微粒炭の含有量が少なかったこ

とから、上記 1が花粉化石の含有量が少なかった主な原因であると考えられる。

稲作について

(1) 5)詈

プラント・オパール分析の結果から、試料h7、 6で はプラント・ オパールの含有量が多いにも

かかわらずイネが全 く検出されなかった。前述のように堆積速度が速かった可能性があり、稲作が

行われていても充分な量のプラント・ オパールや花粉が蓄積 しなかった可能性 もある。 したがつて、

稲作が行われていたか否かの判断は出来ず、 5層から掘 り込んだ溝の機能についての所見も得 られ

なかった。

(2)  4サ詈

古墳時代後期の遺構面を被 う堆積物である。試料Nα 5、 4で はイネプラント・ オパールはやや少

ないものの検出される。花粉化石の検出量が少ないが、本層準で稲作が行われていた可能性がある。

表 1 微化石概査結果

十分な数量が検出できる
少ないが検出できる
非常に少ない
極めてまれに検出できる
検出できない

◎
○
△
摩
×

例凡

試料No 花粉 戻 植物片 珪藻 火山ガラス プラント・オパーメI

◎

△

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△

◎

○

○

○

△

△×

○

△ ×

△ ×

△ ×

△

△ ×

△ ×

○

×

×

△ ×

△

△ ×

△

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

○

○
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(3)  3耀肇

上面に室町時代の遺構面が存在する。

試料血 3、 2で はイネプラント・オパー

ル含有量が低 く、上位の試料NQ 2で は

イネ科 (40ミ クロン以上)花粉の検出

量 も特に少ない。またイネ科 (40ミ ク

ロン未満)の検出量が多 く、 ヨシ属プ

ラント・ オパールの含有量がやや多い

ことから、水田であった可能性は低く、

ヨシなどの繁茂する湿地環境で堆積 し

たと考えられる。

(4)2層

室町時代の遺構面を被 う堆積物であ

る。試料hlではイネプラント・オパー

ル含有量は6700個体/gを示 し、イネ

科 (40ミ クロン以上)花粉の出現率も

特に多い。また、水田雑草を含むオモ

ダカ属、サジオモダカ属、アカザ科―

ヒユ科などの出現率も高いことから、

調査地点が水田であった可能性が極め

て高い。一方で栽培種であるソバ属花

粉 も検出され、畦を利用 したり裏作と

して栽培されていた可能性がある。

古環境推定

白枝本郷遺跡は、神戸川、斐伊川に

よって形成された扇状地の末端近 くに

立地する。ここでは、花粉分析から推

定できる古環境について述べる。堆積

年代は、主に出土遺物から島根県教育

委員会により推定されたものである。
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図3 プラント・オパールダイアグラム
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古填後期追

1

本文中では古植生変遷を明確にするために、下位から上位に向けて記 した。

(1)古墳時代後期～室町時代

前述のように古墳時代後期の遺構面を埋めて、稲作耕土と考えられる4層が堆積 していた。また、

4層上位の 3層は湿地で堆積 し、近辺にヨシ原が在ったことが推定される。 4層下位の 5層では、

耕作についての情報が得 られなかった。

この時期は中海 。宍道湖地域の地域花粉帯のうちアカガシ亜属―シイノキ属帯スギ属亜帯、イネ

科帯アカガシ亜属―コナラ亜属亜帯、マツ属亜帯に相当する。また出雲市内の遺跡では、出雲大社
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境内遺跡 (渡辺,2004)、 三田谷 I遺跡 (渡辺,2000)、 藤 ヶ森南遺跡 (渡辺,1999)な どで同時期

の花粉分析が実施 されている。 ここでの花粉組成の特徴は、スギ属花粉の卓越か ら減少傾向 とマツ

属 (複維管束亜属)の増加傾向である。また、 アカガシ亜属、 ヨナラ亜属 は安定 して出現す る。今

回の分析結果ではスギ属の出現率が低 く、従来の分析結果 とは傾向が異なる。 しか し、マツ属 (複

維管東亜属)が増加傾向を示す点では一致する。以上のように、今回得 られた花粉組成 と従来か ら

知 られている花粉組成の差が大 きく、かつ今回の花粉化石検出量が少なか った。 したが って、今回

得 られた花粉組成か ら古植生を推定す ることには問題が大 きい。

従来の結果か らは、神戸川、斐伊川の成す扇状地縁辺および山間の谷沿い斜面 に分布 したスギ林

が縮小 し、開発に伴い中国山地縁辺丘陵でアカマツ林が拡大 したと考え られる。

(2)室町時代以降

花粉組成ではマツ属 (複維管束亜属)が卓越 しコナラ亜属を伴 うなど、いわゆる「薪炭林 :里山」

が北山 (弥山)山地、中国山地に広 く分布 していたと考え られる。

また前述のように、室町時代の遺構面を被 う2層は水田耕作土であったと考え られ、調査地近辺

には水田が広が っていたと考え られる。

まとめ

白枝本郷遺跡 1区調査に伴 う花粉分析、プラン ト・ オパール分析を基 に、古墳時代後期頃以降の

遺跡近辺の古環境を推定 した。なお基準 となる各時代 は、発掘調査により推定 されたものである。

特筆すべ き点 は以下の事柄である。

①水平堆積を示す 4層 の内、 4層、 2層 に耕作上であった可能性が指摘で きる。 また 5層 は、花

粉、プラント・ オパールともに検出量が少な く耕作 についての判断が出来なか った。 3層か らはイ

ネプラン ト・ オパールが検出されるものの量が少な く、湿地環境で堆積 したと考え られる。

②室町時代以降では、遺跡近辺には水田が広が り、裏作などでソバ も栽培 されていた。 また、丘

陵か ら山地 はアカマツやヨナラなどか らなる薪炭林 (里山)で被われていたと考え られる。

引用文献

中村 純 (1974)イ ネ科花粉について, とくにイネを中心として 第四紀研究,13,187-197

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.考古学

と自然科学, 9,15-29.

渡辺正巳 (1995)花粉分析法.考古資料分析法,84,35。 ニュー・サイェンス社

渡辺正巳 (1999)藤 ヶ森南遺跡花粉、プラント・オパール分析 藤ヶ森南遺跡―出雲郵便局移転に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書―,31-37,出雲市教育委員会,島根県

渡辺正巳 (2000)三 日谷I遺跡c区発掘調査に係る花粉分析.三田谷I遺跡―塩冶299号線道路新設工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書―,65-70,出雲市教育委員会,島根県

渡辺正巳 (2004)出雲大社近辺の古植生.出雲大社境内遺跡,379-384,大社町教育委員会,島根県
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第10節 白枝本郷遺跡出土柱材及び自然木の樹種同定

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

古野  毅 (島根大学総合理工学部)

はじめに

白枝本郷遺跡は島根県東部の出雲市白枝町に位置する。本報告は、島根県教育委員会が文化財調

査コンサルタント株式会社に委託 した樹種同定の結果をまとめたものである。

試料について

図 1に示 した各地点より採取 した、柱根と考えられる10試料および 1号井戸より採取 した12試料

の自然木を対象に樹種同定を行った。

同定に当たっては、永久プレパ ラー トを作製 し光学顕微鏡下で40倍～600倍の倍率で観察 し記載

を行った。記載にあたって同一分類群は一括 して記載 し、代表的な試料 (下線試料)の 3断面の顕

微鏡写真を付けた。なお、作成 した永久プレパラー トには整理番号を付け、文化財調査コンサルタ

ントlMlに て保管管理をしている。

樹種同定結果

各分類群毎に記載を行い最 も特徴的な個体の顕微鏡写真を示 した。また、表 1に 同定結果一覧表

を示 した。ただ し、試料血 とは樹皮であり記載・顕微鏡写真を省略 した。

(1)ク リ Casιαnじα cr9配αια Sieb. et Zじ cc.

議式半斗NQ 2 (WV04102902), 3 (W04102903), 4 (W04102904), 5 (WV04102905), 6 (WV04102906), 8

(W04102908), 9 (ヽ「ヽ04102909), 10 (ヽ再「04102910)

記載 :環孔材で円形ないし楕円形の長径200～400μ m程度の道管が、単独で 1～ 3列に配列する。

孔圏部の幅は、いずれも広い傾向にある。孔圏外の道管は30～ 200 μ m程度で、放射状あるいは火

炎状に配列する。道管せん孔は単せん孔でる。また、道管内腔にはチロースが顕者に認められる。

孔圏道管の周 りには周囲仮道管が存在する。軸方向柔細胞は単接線状に配列するのが認められる。

放射組織は単列同性型で高さは600 μ m程度までである。以上の組織上の特徴からクリと同定 した。

(2)ヨ ナラ節 (ヨ ナラ属、コナラ亜属)o,9rCttS(sect.PrjRtts)sp.

嵐式米斗Nα 14 (∇V04051401), 17 (∇ V04051403), 18 (W04051404)

記載 :観察 した試料がすべて小枝であり、成熟 した木部を含んでいないため、木材本来の組織的

特徴を表 していない可能性がある。50～ 150 μ mの道管が単独あるいは 2、 3個複合 して、 1～ 3

列に並ぶ環孔材である。孔圏外では道管は単独で散在する。道管せん孔は単せん孔で、道管内腔に

着色物質を含むものがある。孔圏外の小道管は薄壁で角張 っている。放射組織は同性で、単列のも

のと10細胞幅を超える極端に幅が広 く高さが l mmを超える広放射組織からなる、典型的な複合放射

組織である。孔圏道管の回りに周囲仮導管が存在する。以上の特徴からコナラ節と同定 した。

(2)ツ バキ属 Cα恥9ι Jια sp.

百式*斗Nα 13 (WV04043001), 20 (WY04051406), 21 (訂 V04043007), 22 (訂 V04051407)

記載 :散孔材で、やや角張った30～40μ mの道管が単独あるいは放射 (あ るいは接線)方向に 2

～ 3個複合 して年輪内に散在する。道管せん孔は階段せん孔で、階段数は10～20、 道管側壁の壁孔

は対列～階段状を、道管放射組織間壁孔は階段状を示す。放射組織は異性で、 1～ 2細胞幅であり、
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高さの低いものが多い。辺縁の直立細胞には大型の異形細胞が多 くあってかなり

められるものもある。軸方向柔組織は多 く、短接線状ないし散在状に配列する。

厚壁である。以上の組織上の特徴から、ツバキ属と同定 した。

(4)ウ ルシ属 月ん,s sp.

詩式米半No 7 (WV04102907)

記載 :150～300 μ mで 円形ないし楕円形の道管が単独ないし教個放射方向に複合 し、幅広の多列

に配列する環孔材である。孔圏外でも道管径をほとんど変えず、単独ないし数個が放射方向あるい

は塊状に複合 して散在する、年輪界に近づくと道管径を30μ mま で急激に減ずる。道管せん孔は単

せん孔で、道管相互壁孔は交互状である。小道管にらせん肥厚が明瞭に認められる。また、道管内

腔にはチロースが非常によく発達 している。道管と放射組織あるいは軸方向柔細胞間の壁孔はレン

ズ状である。柔組織は周囲状でり、ター ミナル状のものも認められる。放射組織は異性で、 1～ 3

細胞幅であり、両端には直立細胞および方形細胞が出現する。以上の組織上の特徴からウルシ属と

同定 した。

(5)タ ケ類

詩式米斗氏9.15 (ヽ|「04051703)

記載 :維管束が散在 し、単子葉植物であることが分る。また、試料の肉眼観察と合わせタケ類と

した。

(6)不明広葉樹 unknOwn brOadleaf tree

訪式米斗民αll (WY04051201), 12 (W04043012), 16 (訂 V04051402), 19 (VV04051405)

記載 :観察 した試料がすべて小枝であり、成熟 した木部を含んでいないため、木材本来の組織的

特徴を表 していない可能性がある。100 μ mま での道管が、単独ないし放射方向に 2～ 3個複合 し

て年輪内に散在状に分布する。一方で年輪に沿って道管が配列する傾向もあるなど、道管分布が明

らかでない。道管せん孔は単せん孔であり、道管相互壁孔は交互状、道管放射組織間壁孔は対列～

階段状を示す。また、道管内腔にチロースが非常に良 く発達 している。また、着色物質が認められ

る。放射組織は異性で 1～ 5細胞幅であり、高さ500 μ m程度までである。軸方向柔組織は周囲状

を示す。道管にチロースがよく発達 している点で特徴があるが、道管分布がはっきりしないことか

ら、不明広葉樹とした。

用材 (柱)の特徴

10本の柱 (柱根)について樹種鑑定を行った結果、クリが 8本を占めた。また、針葉樹は 1本 も

無 く、ウルシ属が 1本が確認できた。

島根県内では、クリは出雲国府跡 (渡辺 。古野,2003)な どで多数記載されていおり、奈良～平

安時代以降に柱材として多用されたようである。

今回記載されたクリではない柱については、柱の用材としては希な例と考えられ、建物のどの部

分で用いられたかが分かれば、その価値は一層増すものである。

引用文献

渡遇正巳・古野 毅 (2003)出雲国府跡出土柱根・木製品の樹種 (I)。 風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書14 史跡出雲

国府跡-1-,199-208,島根県教育委員会.

目立ち、結晶が認

木部繊維は非常に
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表 1 樹種同定結果一覧表

試料No 整理番号 樹種名 遺構 種別 備考

1 丙ヽ「04072101 樹皮 1号建物跡 P.4 柱 室町時代

WV04072102 ク リ 2号建物跡 P,8 柱 室町時代

あヽた04072103 ク リ 2号建物跡 P10 柱 室町時代

W04072105 ク リ 1区 P.7 柱 室町時代

ヽヽ「04072104 ク リ 1区 P,3 柱 室町時代

W04072110 ク リ 1区 P.6 柱 室町時代

7 Aヽ「 04072107 ウルシサ冨 1区 P.5 柱 室町時代

8 汀ヽ04072106 ク リ 1区 P2 柱 室町時代

9 WV04072109 ク リ 1区 P,4 柱 室町時代

WV04072111 ク リ 1区 P8 柱 室町時代

W04051201 不明広葉樹 1号井戸 自然木 室町時代

WV04043012 不明広葉樹 1号井戸 自然木 室町時代

WV04043001 ツバキ属 1号井戸 自然木 室町時代

ヽヽ「04051401 コナラ節 1号井戸 自然木 室町時代

ヽヽ「04051703 タケ類 1号井戸 自然木 室町時代

W04051402 不明広葉樹 1号井戸 自然木 室町時代

17 ヽヽ「04051403 コナラ節 1号井戸 自然木 室町時代

Aヽ「 04051404 コナラ節 1号井戸 自然木 室町時代

Aヽ「 04051405 不明広葉樹 1号井戸 自然木 室町時代

Vヽ04051406 ツバキ属 1号井戸 自然木 室町時代

W04043007 ツバキ属 1号井戸 自然木 室町時代

Vヽ04051407 ツバキ属 1号井戸 自然木 室町時代
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図 1 試料採取地点
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クIジ  Gasどθy9θ∂ crer9θど∂ Sieb. et Zucc.

試料No 2(W04102902)

コナラ節 (コ ナラ属、コナラ亜属)0伊θrctts(sect Prli19ys)sp

試料No.18(W04051404)

横断面

ツパキ属 Cβttθ//1ia sp.

試料No.20(W04051406)

接線断面 放射断面

放射断面

放射断面



ウルシ属 βんys sp.

試料No,7(W04102907)

横断面

タケ亜科 Bambusoideae

試料No.15(W04051703)

横断面        接線断面

不明広葉樹 unknOwn broadleaf ttee

試料No。 11(W04051201)

試料全体像

接線断面 放射断面

放射断面

放射断面



第 11節 白枝本郷遺跡 出土種実及び土壌の検討

渡辺 正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

白枝本郷遺跡は島根県東部の出雲市白枝町に位置する。本報告は、島根県教育委員会が文化財調

査コンサルタント株式会社に委託して行った1号井戸、 1号溝内で検出された種実と、 1号溝内の

上壌についての検討業務の結果をまとめたものである。

試料について

分析試料は図 1に示した1号井戸及び1号溝内で出土したもので、島根県教育委員会により取り

上げられたものである。種実同定試料は、事前に水洗選別されていた。

(1)種実同定

1号井戸 。1号溝出土の試料を肉眼及び実体顕微鏡にて観察し、現生標本および図鑑類との対比

により同定を行った。同定を行った試料は、試料ごとに、分類群別、部位別に計数し、同定・計数

結果を表形式にまとめ、分類群別にガラス瓶に入れ、60%エ タノールにて液浸標本とした。

(2)「土壌」分析

1号溝先端部に分布した (図 2:網掛け部分)黒色針状かつ繊維質の様相を示す「土壌」につい

て、その成因を推定するために、強熱減量試験 (」IS A 1226)お よび顕微鏡下での観察を行った。

試料の観察は、開口0.063mmの 舗にて流水下で舗別し、残った0.063mmよ り大きな物について実態

顕微鏡および光学顕微鏡下での観察を行った。また。飾別中に特に大きな物は分取した。

種実同定結果

同定した種実についての簡単な記載を以下に示し、それぞれの試料について分類した結果を表 2

に示し、代表的な個体の写真を図版に示す。

① マツ属複維管束亜属 :棄の断面が半円形である。

② イヌシデ :果実は三角形で縦に数本の筋が入る。落葉広葉樹で中高木となる。

③ バラ科 :種子は3 mmほ どの不定紡錘形で表面は光沢がない。カマツカなどの中高木の種子の可

能性がある。

④ フジ属 :芽は全体が 1枚の芽鱗で覆われている冬芽で、基部の一方が膨れているのが特徴であ

る。葉柄は光沢があり、顕者なしわがあり、基部が膨れる。

⑤ センダン:核はl cm程度の灰褐色の楕円形で、 5つ の顕著な稜がある。

⑥ ブドウ属 :種子は心形で内面には中央に筋が入り、 2つ の穴がある。背面にはさじ状の溝があ

る。

⑦ ノブドウ :種子はゆがんだ心形で背面のさじの柄に当たる部分の幅が広く先端との差がなく帯

状となる。

③ イネ :頴は2本の顕著な稜があり、表皮細胞が覆瓦状に規則正 しく並ぶ。胚乳は2～ 3本の溝

があり、一方の基部に胚があってへこむ。

③ ツユクサ :種子は不定形で全体に深いしわが入る。

⑩ スゲ属 :果実は3角形で頂部の柱頭は若干傾き、全体に細かい網目模様がある。

① ヤナギタデ :果実は黒色で光沢があり、 2面形で表面には細かい網目模様がある。
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⑫ カナムグラ :種子は円形で扁平、基部には半円形で白く大きなへそがある。

⑬ 不明A:バラ科などの液果の果皮とみられる。

⑭ 不明B:基部が大きく、先端が尖 り、全体にしわが深 く入る。未熟または不熟果と考えられる。

「土壌」分析結果

(1)強熱減量試験結果

Liと して、9.1(%)が得 られた。

(2)顕微鏡観察結果

特徴的な含有物を図版に示 し、以下で図版の説明を記す。

① 特に大きな物

写真 1に示 したように、ほとんどが炭化植物片 (針葉樹片、草本茎、小枝など)で、昆虫の破

片 (写真 2)、 未炭化の植物片 (写真 31部位不明 :茎 ?あ るいは果実 ?)も含まれる。写真 4

は、未炭化植物片の内容物 (繊維質)である。

② O.063mllよ り大きな物

写真 5に実態顕微鏡写真を示す。写真か ら明らかな様に、炭化植物片 (黒 い長柱状の物体)と

珪酸質植物片 (白 い長柱状の物体)ん らゝなり、ほとんどが長柱状を呈 していた。また、一部には

周囲に酸化鉄の付着 した植物片 (褐色長柱状の物体)も 認められた。

写真 6に光学顕微鏡写真を示す。珪酸質植物片がプラント・ オパールの集まりであることがよ

く分る。また植物片のほか、火山ガラスも認められる。

「土壌」について

「土壌」分析結果で示 したように、「土壌」の構成物質のほとんどは炭化植物片および珪酸質植

物片であり、両者が「土壌」の「黒色針状」の主要素であると考えられる。炭化植物片、珪酸質植

物片は、共に燃えたことにより生成されると考えられる。 このことは強熱減量試験結果「Li」 が低

かったこととも一致する (本来有機物では「Li:炭素 (C)の含有量 (割合)」 が高 くなるはずで

ある。 しかし燃焼 して灰となることにより、有機物に本来含まれる炭素「 C」 の大部分は「C02」

として消滅する。今回の「土壌」は、すでに大部分の「 C」 が消滅 した状態で強熱減量試験に供さ

れたことになる。)。

「繊維質」については、写真 3、 4に示 した植物片に起因する可能性があるが、「土壌」の分布

域を考えると量的な問題があり、特定には至 らない。

以上のことより、 1号溝の「土壌」は稲藁を燃や した「灰」であったと見 られ、 これに何 らかの

植物の要素が加わり、黒色針状かつ繊維質の「土壌」が生成されたと考えられる。

まとめ

1号溝より出土 した種実同定、樹種同定、「土壌」分析から、以下のことが明らかになった。

① 種実同定の結果、14分類群 (不明を 2分類群除 く)を同定 した。

② 「土壌」分析の結果、「土壌」を構成する主な物質について、その成因を明らかにした。
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試料血 遺 構 名 樹 種 部 位 名 個 数

1 白枝本郷 1号井戸

マツ属複維管束亜属 葉片 1

イヌ シデ 果実

バラ科 種子

フジ属
芽鱗

葉柄基部 7

ブドウ属 種子 19

ノブ ドウ 種子

ツユ クサ 種子

スゲ属 果実 1

カナムグラ 種子 24

ヤナギダテ 果実 1

不 明 多

2 白枝本郷 1号溝

セ ンダ ン 核半分 1

イ ネ
炭化穎果 1

炭化胚乳 8

表 1 種実同定結果

図 2 1号溝で検出された

「土壌」の範囲
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イヌンデ (果実)

パラ科 (種子)

マツ属複維管束亜属

(葉片)

イネ (炭化頴果)

イネ (炭化胚乳)

フジ属 (葉柄基部)

ノプ ドウ (種子)

カナムグラ (種子)

ヤナギタデ (果実)
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不明A

スケールは l mm

フジ属 (芽)

プドウ属

ツユクサ (種子)

センダン (核)

不明 B スゲ属 (果実)



写真 1 針葉樹葉片、小枝など

(特に大きな物)

写真 3 未炭化植物片

(特 に大きな物 :背景は l mm方眼)

写真 2 昆虫片 (特 に大きな物)

写真 4 未炭化植物片の内容物

(実体顕微鏡写真)

写真 5 実体顕微鏡写真
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写真 6 光学顕微鏡写真



第 12節 白枝 本 郷 遺 跡 出上 の動 物 遺 存 体

｀                              松井  章 (奈良文化財研究所)

1.資料

同定を依頼された動物遺存体は、 3つ の遺構から出土 した動物骨と歯の破片である。

遺物血B.10B。 2は 1区19号溝、 B.3～ B.5は 3区20号溝、B.6・ B.7は 1区 3号溝で、190

20号溝は古墳時代後期、 3号溝は室町時代のものである。

2.動物遺存体の同定

動物遺存体はウマとイノシシであつたが、いずれも骨質部は腐食が進み保存状態に恵まれない。

ウマは19号溝と3号溝で検出されており、19号溝出上のものは上顎臼歯 (B,1・ B,2)、 3号

溝出土のものは下顎第 3切歯 (B,7)の エナメル質とそれが植わっていた下顎骨 (B,6)で あっ

た。

イノシシは20号溝で検出されており、左右の下顎骨 (B,3・ B,4)と そこに植わっていた切歯

と臼歯で、左右の大きさが等 しく、同一個体であろう。 B,5は左右の下顎骨が合わさる前位で、

共に第 3切歯が残存 していた。いずれも成獣である。

出土 した動物遺存体はウマ、イノシシともに切歯、臼歯のエナメル質が残存 し、その周囲の骨だ

けが採集されているので、元来、顎骨以外の骨質部の部位が存在 したとしても、すでに腐朽 して、

上に還っていた可能性が高いだろう。

白枝本郷遺跡の動物遺存体一覧表

遺物配 調査区 遺構 取上No 大分類 小分類 部位 左右 備考

B,1 1区 19号溝 哺乳類 ウマ 29,,s CabJ′ ,s 上顎臼歯 左 エナメル高 約60mm

B2 1区 19号溝 哺乳類 ウマ βc,,s Cα b」J,s 臼歯破片 不明

B 3 3区 20号溝 哺乳類
イ ノ シ シ

S,G scro/c J9VθοれダSι明
下 顎 左

P2～M3 B4と 同

一個体

B.4 3区 20号溝 哺乳類
イノシシ

S,s sc 武ヽG ι9,Cο腕)Sια
“

下顎 右
P2～M3 B3と 同

一個体

B.5 3区 20号溝 哺乳類
イノシシ

S,s scrヴ 切 ι9,CO,ηノStα

“

下顎切歯 左右

B.6 1区 3号清 哺乳類 ウマ β9,,s Cα bιιレs 下顎 右
P2～ M3 P4約 65

mm,Ml約49mm

B 7 1区 3号溝 哺乳類 ウマ βσレ,s Cα bιJ,s 下顎第 3切歯 不明
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B4(上面)

Bl

19号溝出土ウマ

B2

20号溝出土イノンシ

B5(上面)

B5(側面)
B3(側面)

20号溝出土イノンシ

3号溝出土ウマ
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B4(側面)

B3(上面)



第13節 白枝本郷遺跡出土人骨と獣骨の同定分析

井上 貴央 (鳥取大学医学部機能形態統御学講座形態解析学分野)

1.はじめに

本報告は、出雲市白枝本郷遺跡から検出された人骨と獣骨に関するものである。 1号木棺墓につ

いては人骨発見の知 らせを受けて、2003年 12月 13日 に現地に赴き、骨の取 り上げを行った。そのほ

かの遺構の人骨は、発掘調査終了後に研究室に骨が持ち込まれ、その同定を依頼されたものである。

今回の検討によって得 られた所見は多 くはないが、若子の得 られた知見について報告する。

2.1号溝

室町時代の火葬された人骨で、大部分の骨は白化 しており、火葬骨に特有の収縮・変形や骨表面

に亀裂が認められる。人骨と同時に炭が検出されており、灰の分析から稲わらを焼いたことが分かっ

ている。骨は細片化 しており、同定できる骨は少ない。

含まれていた人骨の部位で確認できたものは、左上顎骨片 (眼冑下部)、 左肋骨、左上腕骨 (骨

体～遠位骨端付近)、 撓骨頭、尺骨片、中節骨、右有鈎骨、左月状骨、右手の第 1, 2末節骨、左

手の第 1基節骨片、手の中節骨 (左右・部位不詳)、 手の第 5末節骨 (左右不明)、 大腿骨片 (骨体

部)、 睡骨片 (近位側骨体部)、 足の末節骨 (左右・部位不詳)で ある。

歯は 6本検出されているが、 このうちの 5本は歯頚部近 くまで咬耗が進んだ (Martin分 類の 4

度)切歯と臼歯であり、残 りの 1本 は咬耗が認められない (Martin分 類の 0度)大臼歯である。

咬耗の認められなかった大臼歯は埋伏歯であった可能性が高い。

歯の咬耗度から判断 して、本人骨の年齢は熟年後半～老年と考えられる。性別は特定できない。

本遺構から検出された火葬骨の量は、通常の火葬人骨 1体分の 1割にも満たない。また、検出人

骨の部位も従来発見されている火葬骨とおもむきが異なる。それは、通常の火葬骨では、頭蓋骨や

四肢骨が主体であるのに対 し、本火葬人骨は手根骨や指骨などの小さな骨が検出されており、主要

な大きい骨が検出されていないことである。火葬人骨から見る限り、本遺構は火葬に付 した場所で

あり、今回検出された人骨は、主要な骨を取 り上げたあとの残骨ではないかと考えられる。

3.1号墓

木棺の中に埋葬されていた人骨で、骨の保存状態はあまり良 くない。土師質土器、櫛を伴ってお

り、室町時代の遺構であると考えられている。

頭部は木棺の北端に位置 している。左右の上腕骨は体軸方向にほぼ一致する。前腕の撓骨と尺骨

は上腕骨と約30度の角度をなして検出されていることから、肘関節を強く屈曲させて埋葬されてい

たのではないかと考えられる。大腿と下腿の骨はほぼ東西方向に並んで検出されていることから、

股関節を約90度に屈曲して、膝関節を強 く屈曲させた状態で埋葬されていたのではないかと考えら

れる。脊椎の骨は検出されていない。 しか し、上肢骨や下肢骨の検出状況から判断 して、脊椎は木

棺の東側に南北方向にあったものと推定され、埋葬肢位としては左側を下にして、側臥位で埋葬さ

れていたものと考えられる。

頭蓋骨は細片化 しており、部位を特定できるものは少なく、前頭骨片、頭頂骨片、右上顎骨片が
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確認されたにすぎない。

人骨の検出時に、頭蓋内から灰白色の柔 らかい物質が発見された。大きさは母指頭～小豆大で、

数点あり、周囲の土との境界は不明瞭であった。 この物質は脳ではないかと疑われたが、肉眼的に

は脳の形状をしているとは断定できず、微細形態的にも脳であることは確認できなかった。 しかし、

その硬さや質感は脳に酷似 しており、その可能性 も否定できなかった。生化学的な分析を行えば、

脳の残存かどうかを確認できる可能性があったが、たとえ脳の遺存と判断できてもDNAの検出は

まず不可能で、その学術的意義は極めて薄いと判断 し、それ以上の検討は行わなかった。

下顎骨は全体的に小さいように見受けられるが、頑丈である。

本人骨に残存 していた歯の歯式を示す。咬耗はやや進んでおり、Martin分類の 2～ 3度である。

椎骨、寛骨、手足の骨はまったく検出されていない。

上肢骨では、左右の上腕骨、左右の撓骨、左右の尺骨が残っている。いずれも骨体部のみで、最

大長は測れない。下肢骨では、左右の大腿骨、接合できない大腿骨遠位骨端、左右の睡骨が残って

いる。骨端以外はいずれも骨体部のみである。大腿骨や怪骨は全体的に小さいように見受けられ、

大腿骨の粗線の発達は良 くない。大腿骨や胚骨は骨端部を欠 くため、最大長は測れない。

骨の遺残状況が悪いため、正確な年齢推定は困難であるが、歯の咬耗度から判断 して、本人骨の

年齢は壮年～熟年前半であると考えられる。性別は全体的に見て女性骨をうかがわせるが、確言で

きない。

4.その他の火葬人骨

G2区 とF2区第 2層から火葬人骨と考えられる骨が数点検出されている。いずれも、室町時代

の人骨と考えられるが、部位や性別 。年齢は不詳である。

5,その他の獣骨

B4区第 1層 (室町時代)か ら、 ウマの上顎臼歯が 2点検出されている。また、 C4区第 2層

(室町時代)か ら大型哺乳動物の撓骨 (骨体部)ん 見ゞつかっている。さらに、 B5区第 2層 (室町

時代)か ら1点の獣骨片が検出されているが、動物種や部位は不詳である。

6.おわりに

本遺跡から検出された人骨や獣骨は保存状況が良好とはいえず、得 られた所見 も少ない。 しかし

ながら、 1号溝の火葬人骨は、火葬取 り上げ後の残骨である可能性が高 く、その意味では貴重な資

料となるであろう。

稿を終わるにあたり、本人骨などの検討の機会を与えていただいた島根県埋蔵文化財センターの

各位、とりわけ人骨の取 り上げなどでお世話になった角田徳幸氏に深謝申し上げる。
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第 14節 白枝 本 郷 遺 跡 鍛 冶 関連 遺 物 の金 属 学 的調 査

大澤 正己・鈴木 瑞穂 (九州テクノリサーチ・TACセ ンター)

1.いきさつ

白枝本郷遺跡は出雲市白枝町に所在する。遺構は古墳時代の溝および室町時代の集落跡が検出さ

れた。さらに各時期の遣構・包含層から、椀形鍛冶滓・羽口などの鍛冶関連遺物が出上 している。

当遺跡での鉄器生産の様相を検討する目的から、金属学的調査を行う運びとなった。

2.調査方法

2-1.供 試材

Table,1に 示す。鍛冶関連遺物 5点の調査を行 った。

2-2.調 査項目

(1)肉眼観察

遺物の外観上の所見を簡単に記載 した。 これらをもとに分析試料採取位置を決定 している。

(2)顕微鏡組織

津中に晶出する鉱物及び鉄部の調査を目的として、光学顕微鏡を用い観察を実施 した。観察面は

供試材を切 り出した後、エメリー研磨紙の#150、 #240、 #320、 #600、 #1000、 及びダイヤモンド粒

子の 3μ とlμ で順を追って研磨 している。なお金属鉄の調査では、腐食 (Etching)液に5%ナ

イタル (硝酸アルコール液)を用いた。

(3)ビ ッカース断面硬度

鉄滓中の晶出物の同定を目的として、 ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness Tester)を 用

いて硬さの測定を行 った。試験は鏡面研磨 した試料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押 し込

み、その時に生 じた窪みの面積をもって、その荷重を除 した商を硬度値としている。試料は顕微鏡

用を併用 し、荷重は200gfで測定 した。

(4)EPMA(Electron Probe A/1icro Analyzer)言 周査

化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定を目的とする。

真空中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射 し、発生する特性X線を分光後に画像化 し、

定性的な結果を得る。更に標準試料とX線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理 して

データ解析を行う方法である。

(5)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施 した。

全鉄分 (Total Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S)、 :燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化碓素 (Si02)、 酸化アル ミニウム (A1203)、 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム

(MgO)、 酸化カリウム (K20)、 酸化ナ トリウム (Na20)、 酸化マンガン (MnO)、 二酸化チタン

(Ti02)、 酸化クロム (Cr203)、 五酸化燐 (P205)、 バナジウム (V)、 銅 (Cu)、 酸化 ジルコニウム

(Zr02):ICP(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ

発光分光分析。
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3.調査結果

3-1.推 定年代 :奈良時代

SIR-1:椀形鍛冶滓

(1)肉眼観察 :158gを測る、 2段状の小型でやや細長い形状の椀形鍛冶滓である。上面表層に

は羽口溶融物と推測される、暗黒色ガラス質滓が若干固着する。滓の色調は灰褐色で、表面は僅か

に風化気味である。最大長さ1041m程の木炭痕が多数残存 しており、一部は木炭を噛み込んでいる。

また気孔が若干散在するが、緻密で重量感のある滓である。

(2)顕微鏡組織 :Photo l① に示す。当試料 も白色樹枝状結晶ウスタイ ト (Wustite i FeO)、 淡

灰色木ずれ状結晶ファイヤライ ト (Fayalite i 2FeO・ Si02)が晶出する。高温沸 し鍛接・鍛錬鍛

冶滓の晶癖である。またごく微細な金属鉄 (①中央 :明 白色部)が点在する。

(3)ビ ッカース断面硬度 :紙面の構成上、硬度を測定 した圧痕の写真は割愛 したが、白色樹枝状

結晶の調査を実施 した。硬度値は513Hvで あった。マグネタイ トの文献硬度値
①500～600Hvの範囲

内であり、調査を行った結晶はマグネタイ ト (Magnetite:Fes04)と推測される。

ただし白色結晶全体がマグネタイ トであるかは定かでない。ウスタイ トとマグネタイ トが混在 し

ている可能性 も高い

(4)化学組成分析 :Table.21こ 示す。全鉄分 (Total Fe)49,35%に対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)0.12%、 酸化第1鉄 (FeO)55.90%、 酸化第2鉄 (Fe203)8.26%の割合であった。造滓成分 (Si

02+A1203+CaO+MgOttK20+Na20)は 32.02%で、 このうち塩基性成分 (Cao tt MgO)は 3.79

%で ある。主に製鉄原料の砂鉄に由来する、二酸化チタン (Ti02)は 0.21%、 バナジウム (V)んゞ

<0.01%と 低値である。また酸化マンガン (MnO)も 0。 17%、 銅 (Cu)o,01%と 低値であった。

鉄酸化物の割合が高 く、砂鉄起源の脈石成分 (Ti02、 V、 MnO)の低減傾向が著 しい。

以上の調査の結果、当試料は高温沸 し鍛接・鍛錬鍛冶工程での派生物と推定される。

3-2.推 定年代 :室町時代

SIR-2:羽 口

(1)肉眼観察 :外面表層が暗黒色ガラス質滓化 した、鍛冶羽回先端の小破片である。内側の胎土

部分 も強い熱影響を受けて硬質化 している。胎土中の砂粒は少なく粘土質であるが、ごく短 く切っ

た繊維状の混和物が観察される。

(2)顕微鏡組織 I Photo.l② ～④に示す。②③は試料外面の黒色ガラス質滓部分である。②の白

色微小結晶はマグネタイ ト (Magnetite:Fe304)と 推定される。 また③の微小白色粒 は金属鉄

(Matallic Fe)で ある。これらに関 しては、EPMA調査の項で詳述する。

④は試料内側の胎土部分である。熱影響を受けて、素地の粘土鉱物の非晶質化が進んでいる。

(3)EPMA調査 :ガ ラス質滓中の微小金属粒の反射電子像 (COMP)を PhOtO.3の 1段 目に示す。

定量分析値は139。2%FeOで、金属鉄 (Metallic Fe)と こ同定される。 (な お酸化物定量で測定 した

ため、loo%を大きく超える値となっている)。 また6.5%P205と 燐 (P)の 高値傾向が著 しい。

もう1視野、ガラス質滓中の微小結晶の反射電子像 (COMP)をPhOtO.3の 2段目に示す。24の

白色微小結晶の定量分析値は82.0%FeO-5.0%Ti02~4.3%A1203~1・ 2%MgOであった。Ti,Al,

Mgを微量固溶するが、マグネタイ ト (Magnetite i Fes04)に 同定される。

また25の番号をつけた、素地のガラス質滓の定量分析値は60,9%Si02~17.0%A1203~4.7%CaO―

2.8%MgO-5.0%K20~8.8%FeOで あった。
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以上の調査の結果、当試料は鉄関連の鍛冶作業に用いられた羽口と推定される。また、微細なマ

グネタイ ト中に微量チタン (Ti02)が固溶することから、鉄素材の始発原料は砂鉄の可能性が高

いと考えられる。

3-3.推 定年代 :室町時代

SIR-3:椀形鍛冶津

(1)肉眼観察 :椀形鍛冶滓の側面端部破片である。滓の地の色調は淡黒褐色で、表層は僅かに風

化気味である。表面には小さな凹凸があり、 5 mm程 の小型の木炭片 も散在する。また表面・破面に

は中小の気孔が散在するが、比較的緻密な滓である。

(2)顕微鏡組織 I Photo.l⑤ ～⑦に示す。⑥⑦が平均的な鉱物相で白色粒状結晶ウスタイ ト、淡

灰色木ずれ状結晶ファイヤライ トが、暗黒色ガラス質滓中に晶出する。⑤は椀形滓の底部で局部的

な組織を示 した。ウスタイ ト粒内に晶出物はなく、高温沸 し鍛接 。鍛錬鍛冶淳で最 も一般的な組成

である。

また滓中には、ごく微細な銹化鉄 (⑤ :明灰色部)や金属鉄 (⑥中央 :明 白色部)ん 散ゞ在する。

(3)ビ ッカース断面硬度 I PhotO.l⑦の白色粒状結晶の硬度を測定 した。硬度値は448Hvで あっ

た。ウスタイ トの文献硬度値450～500Hvの下限を若千下回るがウスタイ トに同定される。

(4)EPMA調 査 I Photo.l⑥ と同 じ視野の反射電子像 (COMP)を、Photo.3の 3段 目に示す。

1の定量分析値は145.0%FeOであった。酸化物定量での測定のため、100%を大きく超える価となっ

たが金属鉄 (Matallic Fe)に 同定される。また 2の定量分析値は104.1%FeOで、ウスタイ ト (W

ustite:FeO)に 同定される。 さらに淡灰色柱状結晶は72.3%FeO-31.4%Si02で フアイヤライ ト

(Fayalite:2FeO・ Si02)に 同定される。

(5)化学組成分析 :Table.21こ 示す。 全鉄分 (Total Fe)は 58.54%と 高値である。 金属鉄

(Metallic Fe)は 0.06%、 酸化第 1鉄 (FeO)58.49%、 酸化第 2鉄 (Fe203)18.61%の 割合であっ

た。造滓成分 (Si02+A1203+CaOtt MgO+K20+Na20)16.55%と 低めで、 このうち塩基性成分

(CaOttMgO)は 1.49%で ある。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0.16

%、 バナジウム (V)が0.01%と 低値であった。 さらに酸化マンガン (MnO)0.25%、 銅 (Cu)

0.01%も 低値である。当試料は鉄酸化物主体の滓といえる。

以上の分析調査の結果、当試料は鉄器製作の高温沸 し鍛接・鍛錬鍛冶工程での派生物に分類され

る。熱間加工の際、鉄材の吹減 り (酸化による損失)で生 じた滓であろう。

SIR-4:椀形鍛冶滓

(1)肉眼観察 :やや偏平な完形の椀形鍛冶滓で116gを 測る。岸の色調は地で淡黒褐色を呈する。

表面には最大長さ15mm程の木炭痕が散在する。また下面表層に若干気孔がみられるが、全体には非

常に緻密で重量感のある滓である。

(2)顕微鏡組織 :Photo.2① ～⑤に示す。①～③の中央は、微小金属鉄を 5%ナ イタルで腐食 し

た組織である。ほとんど炭素を含まないフェライ ト単相の組織から亜共析組織 (Ci<0.77%)が

確認された。

また④⑤は滓部を示 した。発達 した白色粒状結晶ウスタイ トが、素地の暗黒色ガラス質滓中に晶

出する。鉄素材の吹減 り (酸化による損失)で生 じた、鉄酸化物主体の滓である。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.2⑤ の白色粒状結晶の硬度を測定 した。硬度値は437Hvで あっ

た。ウスタイ トの文献硬度値の下限を若干下回るが、ウスタイ トといえよう。
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(4)化学組成分析 :Table。 21こ 示す。全鉄分 (Total Fe)が 56.06%と 高値であった。金属鉄

(Metallic Fe)が 0.16%、 酸化第 1鉄 (FeO)は56.19%、 酸化第 2鉄 (Fe203)17.48%の 割合であ

る。 造津成分 (Si02+A1200+CaOttMgO+K20+Na2 0)2050%で 、 この うち塩基性成分

(CaOtt MgO)は 2.62%で あった。主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0.45%、

バナジウム (v)o.04%と 低めであった。 また酸化マンガン (MnO)は 0.25%、 銅 (Cu)<0.01

%と低値である。

以上の調査の結果、当試料も鉄器製作の高温沸 し鍛接 。鍛錬鍛冶工程での派生物に分類される。

熱間加工時の鉄材の吹減り (酸化による損失)で生 じた津と判断される。

SIR-5:椀形鍛冶滓

(1)肉眼観察 :表面全体が黄褐色土に覆われる。側面 1面が破面で、本来は長楕円状の椀形鍛冶

滓の可能性が考えられる。 しか し試料表層は風化気味で、側面が自然面か破面か判別 し難い。滓の

地の色調は黒褐色、比較的重量感のある滓で、下面には部分的に灰褐色の鍛冶炉床土が固着する。

(2)顕微鏡組織 :PhotO.2⑥ ～③に示す。発達 した白色粒状結晶ウスタイ トが、素地の暗黒色ガ

ラス質滓中に晶出する。またごく微細な金属鉄粒 も散在する。鉄材が再酸化 して生 じた鍛錬鍛冶滓

の晶癖である。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.2⑥ の白色粒状結晶の硬度を測定 した。硬度値は433Hvで あっ

た。ウスタイ トの文献硬度値の下限を若干下回るが、ウスタイ トとぃぇよう。

(4)化学組成分析 :Table.2とこ示す。全鉄分 (Total Fe)は 58.89%と 高値であった。金属鉄

(Metallic Fe)は 0.11%、 酸化第 1鉄 (FeO)52.02%、 酸化第 2鉄 (Fe203)26.23%の 割合であっ

た。造滓成分 (Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)13.44%と 低値で、 このうち塩基性成分

(CaOttMgO)は 2.02%である。主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0.28%、

バナジウム (V)0.05%と 低めであった。また酸化マンガン (MnO)は0.44%と 若干高めであるが、

銅 (Cu)は <0.01%と 低値である。

以上の調査の結果、当試料 も高温沸 し鍛接・鍛錬鍛冶工程での派生物と推定される。

4。 まとめ

白枝本郷遺跡から出土 した鍛冶関連遺物を調査 した結果、以下の点が明らかになった。

(1〉 分析調査を実施 した鉄滓 (SIR-1、 3、 4、 5)はすべて鍛錬鍛冶滓で、各時期とも、製

錬滓などの不純物をほとんど含まない鉄素材を鍛冶原料として、鍛造鉄器を製作 したと推定される。

鉄滓はいずれも鉄酸化物主体で、鉄材を熱間加工 した際の吹減り (酸化による損失)で生 じたと

判断される。また主に砂鉄に由来する脈石成分 (Ti02、 V、 MnO)を微量含むことから、始発原

料は砂鉄の可能性が高い。

(2〉 羽口 (SIR-3)も 、鉄材の熱間加工の際用いられた鍛冶羽口と推定される、外面のガラス

質中には微小金属鉄粒、および鉄酸化物 (Fe304)の 晶出が確認された。

(註)

(1)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

ウスタイ トは450～ 500Hv、 マグネタイ トは500～ 600Hv、 ファイヤライ トは600-700Hvと 提示されている。
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Table,1 供試材の履歴と調査項目

Table.2 供試材の組成

Table.3 出土遺物の調査結果のまとめ

符号 遺跡名 出上位置 遺物名称 推定年代

計測値

磁着度 メタル度

調査項目

大きさ

(帥 )
義
①

マクロ

組織

顕微鏡

組織

ビッカース

断面硬度
X線回折 EPふン【A 化学分析 耐火度 備考

SIR-1 白枝本郷 I tt I-4 5層 椀形鍛冶津 奈良時代? 95× 62× 34 5 H (○) ○ ○ ○

SIR-2 Ⅲ区 D-7 2層 羽 口 室町時代? 25× 34× 23 2 な し ○ ○

SIR-3 Itt C-5 4号溝 椀形鍛冶滓 室町時代 66× 30× 28 7 H (○) ○ ○ ○ ○

SIR一 J Ⅱ区 H-4 2層 椀形鍛冶滓 室町時代 ? 67× 72× 16 1160 7 H(○) ○ ○ ○

SIR-5 Itt G-5 2層 椀形鍛冶滓 室町時代? 65× 47× 34 1280 9 M(◎) ○ ○ ○

符号 遺跡名 出上位置 遺物名称 推定年代

全鉄分

(Total

Fe)

金属鉄

(Metalhc

Fe)

靴期的

酸化

第 2鉄

(Fe203)

二酸化

珪素

(Si02)

酸化

πルミユウユ

(A1203)

靴”∽

酸化
'ゲネシウツ

(MgO)

酸化

カリウム

(K20)

酸化
ナトリウム

(Na20)

酸化
マンガン

(MnO)
剤″ω

酸化

クロム

(Cr203)

臓
　
⑩

五酸化

燐

(PB5)

炭素

(C)

バナ

ジゥム

(V)

銅

　

Ｃｕ

峻化 ツ

コニウム

(Zr08)

滓

分

造

成

滓

分

造

成
Ti02

ｏｔａ

Ｆｅ

ｏｔａ

Ｆｅ

SIR-1 白枝本郷 Ⅱ区 I-45層 椀形鍛冶滓 奈良時代 ? 088 3202 0004

SIR-3 Itt C-54号溝 椀形鍛冶滓 室町時代 006 5849 198 038 017 0003

SIR-4 Ⅱ区 H-42層 椀形鍛冶津 室町時代 ? 5606 1748 206 0366 0008

SIR-5 Itt G-52層 椀形鍛冶津 室町時代 ? 5889 5202 2628 020 028 075 (001 1344 0005

符号 遺跡名 出土位置 遺物名称 推定年代 顕 微 鏡 組 織

化 学 組 成 (%)

所 見Total

Fe
Fe203 脚妨

Ti02 V MnO 津

分

造

成
Cu

SIR-1 白枝本郷 Itt I-4 5層 椀形鍛冶滓 奈良時代? W+F、 微小金属鉄粒散在 <001 3202
高温沸し鍛接 。鍛錬鍛冶滓 (始発原料

砂鉄の可能性が考えられる)

SIR-2 Ⅲ区 D-7 2層 羽 口 室町時代 ?
面

側

外

内

ガラス質津、M十 微小金属鉄粒、

粘土鉱物非品質化

鉄器製作時に用いられた鍛冶羽口 (鉄

材の始発原料 :砂鉄)

SIR-3 Itt C-54号 溝 椀形鍛冶滓 室町時代 W+F、 微小金属鉄粒散在 1861 1655
高温沸し鍛接・鍛錬鍛冶滓 (始発原料 :

砂鉄の可能性が考えられる)

SIR-4 Ⅱ区 H-4 2層 椀形鍛冶滓 室町時代?
W、 微小金属鉄粒 (フ ェライ ト単相～

亜共析組織)散在
1748 (001

高温沸し鍛接 。鍛錬鍛冶津 (始発原料

砂鉄)

SIR-5 Itt G-5 2層 椀形鍛冶津 室町時代? W、 微小金属鉄粒散在 5889 2623 202 005 1344 <001
高温沸し鍛接 。鍛錬鍛冶津 (始発原料

砂鉄)

W I Wustite(FeO)、 F:Fayalitc(2FeO・ Si02)、 MiMagnetite(FeB01)



SIR-1
椀形鍛冶滓

①×100微小金属鉄粒

ウスタイ ト・ファイヤライ ト

SIR-2
羽ロ

②×100試料外面ガラス質滓
マグネタイ ト

③×50ガラス質滓、微小金

属鉄粒

④×100試料内面 胎土部分

粘土鉱物 非晶質化

SIR-3
椀形鍛冶滓

⑤×100下面表層 :ファイヤライト

⑥X100微小金属鉄粒
ウスタイト・ファイヤライト

⑦×200硬度圧痕 :448Hv
ウスタイト

Photo.1 椀形鍛冶滓・羽回の顕微鏡組織

霞翼呂跨1禁
gi

□

書と
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SIR-4
椀形鍛冶滓

①～③×400中央 :微小金属鉄粒

ナイタルetch フェライト単相～亜

共析組織

④×100ウスタイド

⑤×200硬度圧痕 :437Hv

ウスタイト

畷

SIR-5
椀形鍛冶津

⑥×100微小金属鉄粒

ウスタイ ト

②X100同上

③×200硬度圧痕 :433Hv

ウスタイ ト

Photo.2 椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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COMP
X2000

SIR-2

COMP
×2000

SIR-2

COMP
×500

SIR-3

Element    23
MgO     ―

AL03     ~
Si02     0,108
P205     6.504
S        O.027
K20     0122
Ca0     0.130
Ti02     0.020
Mn0   0.012
Fe0    139.150
Zr02     0.081
Cu0     0.465
V203     0.104
As205     ~
Tota1    146.716

Element    24
Mg0    1.169
Aし03    4.281
Si02     0.180
P20S      ~
S       ―
K20     0.101
Ca0    0.012
Ti02     4.987
Mn0    0.062
Fe0      82.043
Zr02     0.072
CuO      一
V203     0.037
As20S    O.017

25
2.812
17.036
60.876
0.604

4.995
4,652
0.645
0.107
8.768
0.092
0.126

0.035
Tota1      92.961 100,748

Element    1      2
MgO    ―  o.158
AL03      ~  0.428
Si02        0.060   0.258
P205    0.017   -
S       ―   ―
K20       ~    ~
CaO      ―   ―
Ti02     0.046  0.188
MnO     ―  o.lo4
Fe0      145,001 104.105
Zr02     ~  0.102
Cu0     0.029   -
V20a      ―    ―
As205    0.109 0.010

3

1.020

0.206
31.436
0,150

0.737
0.046
0.153

72.278

0.020

Photo.3

反射電子像 (COMP)

145.262 105.353 106.046

EPMA調査結果

〔70%縮小〕および定量分析値
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所収遺跡名 所在地

コ  ー  ド 】ヒ糸筆
*

離
＊

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

中野清水遺跡

島根県

出雲市

中野町

32203

５

　

９

留　

９

留

３

９

留

Ｑ
）

げ
Ｔ
Ψ

20030407

20040428

3.100♂ 一般国道 9

号 (出雲バ

イパス)改
築工事白枝本郷遺跡

島根県

出雲市

白枝町

32203

５

　

１

　
３

つ
０
　
つ
る
　
０
０

げ
Ｔ
ツ

20031105

20041214

3,500rだ

遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中野清水遺跡

集落遺跡

古  墳

生産遺跡

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

室町時代

江戸時代

溝

土坑

古墳

水田

弥生土器・ 土師器・須恵

器 。白磁・甑・電・支脚・

土毛。河現舛症艶境・斜 同・

鉄器・銅塊・ 鉄滓 玉作

遺物・砥石・紡錘車・木

製品

弥生絵画土

器 。弥生後

期末～古墳

前期土器大

量出土

白枝本郷遺跡
集落遺跡

古  墓

古墳時代

奈良時代

室町時代

江戸時代

溝

古墓

井戸

掘立柱建物

須恵器・土師器 。白磁・

青磁 。青花・朝鮮・備前・

瀬戸美濃胡巴前。鳥形木製

品・笠・釘・毛抜・ 杓子

未製品。柱根。木棺。人骨

近世祭祀遺

物

要 約

中野清水遺跡では弥生時代後期末から古墳時代前期の土器が大量に出土 し、北九
州 。西瀬戸内など他地域系土器の他、鍛冶関係遺物 も確認される。奈良時代には銅
製品を含む金属器生産が行われる。白枝本郷遺跡では古墳時代後期の水路の他、室
町時代から江戸時代初めの集落跡が明らかになった。

*世界測地系による



中野清水遺跡(3)・ 白枝本郷遺跡

(本 編)

一般回道 9号出雲バイパス建設予定地内
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